


■重要なお知らせ

（1） 本書の内容の一部または全部を無断で転載あるいは引用することを禁止します。

（2） 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。

（3） 本書の記述内容について万一ご不審な点や誤りなど、お気付きのことがありましたら、お買い求め先へご一報

くださいますようお願いいたします。

（4） 弊社指定のオプションまたは消耗品以外を装着してのトラブルについては（3）項にかかわらず責任を負いか

ねますので、ご了承ください。

（5） 当社では、お客様の誤った操作による障害や故障については責任を負いかねますので、あらかじめご了承くだ

さい。

■プリンターの信頼性について

　本プリンターは、生命、財産に著しく影響のある高信頼性を要求される用途への使用は避けてください。この

ような使用に対する万一の事故に対し、弊社は一切責任を負いません。

■規制、対策などについて

●電波障害自主規制について

　この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。こ

の装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講

ずるよう要求されることがあります。

●高調波電流規格：JIS C 61000-3-2 適合品

　JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立正 - 第 3-2 部：限度値 - 高調波電流発生限度値（１相当た

りの入力電流が 20A 以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計・製造した

製品です。

●プリンターでの印刷について

　紙幣、有価証券などをプリンターで印刷すると、その印刷物の使用如何に拘らず、法律に違反し、罰せられます。

　（1） 複製、印刷することが禁止されているもの

　　　（見本と書かれているものでも複製、印刷できない場合があります。）

　　・紙幣、貨幣、銀行券、国債証券、地方債券など

　　・日本や外国の郵便切手、印紙

　　　　　　　・関連法規　刑法　第 148 条、第 149 条、第 162 条
　　　　　　　・通貨及証券模造取締法　第 1 条、第 2 条 ・紙幣類似証券取締法

　　　　　　　・郵便切手類模造等取締法 ・印紙等模造取締法　　　　等

　（2） 不正に複製、印刷することが禁止されているもの

　　・外国の紙幣、貨幣、銀行券

　　・株券、手形、小切手などの有価証券

　　・国や地方公共団体などの発行するパスポート、免許証、許可証、身分証明書などの文書または図画

　　・個人、民間会社などの発行する定期券、回数券、通行券、食券など、権利や事実を証明する文書または図画

　　　　　　　・関連法規　刑法 第１４９条 第１５５条 第１５９条 第１６２条

　　　　　　　・外国ニ於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽造変造及模造ニ関スル法律

　（3） 著作権法で保護されているもの

・著作権法により保護されている著作物 ( 書籍、音楽、絵画、版画、地図、図面、映画および写真など ) を複

製、印刷することは、個人または家庭内その他これに準ずる限られた範囲内で使用する目的で複製、印刷

する場合を除き、禁止されています。

●輸出規制について

　本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国の輸出管理関連法規などの規制をご

確認の上、必要な手続きをお取りください。この装置に付属する周辺機器やソフトウェアも同じ扱いになりま

す。なお、ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。

■保守部品について

　本プリンターの保守用部品の保有期限は製造打ち切り後５年です。

■版権についてのお知らせ

　このマニュアルの内容はすべて著作権によって保護されています。このマニュアルの内容の一部または全部を、

無断で転載することは禁じられています。



はじめに
このたびは、日立ページプリンターをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。

本機を正しくお使いいただくために、本書は必ずお読みください。

また、お読みいただいたあとも大切に保管してください。

添付品に欠損・欠品等ありましたら、弊社担当営業またはご購入先までご連絡ください。
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使用説明書の紹介
本機には紙の使用説明書 と画面で見る使用説明書（PDF） が用意されています。画面
で見る使用説明書 は付属の CD-ROM に収録されています。説明書の開きかたや使い
かたについては、「使用説明書について」を参照してください。

PDF形式の使用説明書をご覧になるには、Adobe Acrobat Reader/Adobe Readerが必要です。
以下は本機で用意されている説明書の一覧です。

本機をお使いになる方へ（ ）
「安全上のご注意」について記載しています。本機のご利用前に必ずお読みください。
また、本機で使用できる機能の概要、機械を使うための準備、操作部の説明、文字入力方
法、付属の CD-ROM のインストール方法、消耗品の交換などについても説明しています。

トラブル解決編（ ）
困ったときの対処方法などについて説明しています。

プリンター機能編（ ）
プリンターを使うための設定、機能と操作方法について説明しています。

ネットワーク＆システム初期設定編（ ）
ネットワーク環境で使う方法、機器の接続方法、および付属の CD-ROM に収録されたソ
フトウェアを使う方法について説明しています。また、システム初期設定の変更方法や
アドレス帳の登録方法についても説明しています。

セキュリティー編（ ）
管理者向けの説明書です。本機のセキュリティー機能を活用することにより、機器の不
正使用、データ改ざん、情報漏洩などを未然に防止することができます。
セキュリティー強化のために、最初に下記の設定を行うことをお勧めします。
機器証明書を導入する
SSL を有効にする
Web Image Monitor で、管理者のユーザー名とパスワードを変更する
Web Interface で、プリンター設定用パスワードを変更する

詳しくは、『セキュリティー編』 「まずはじめに」を参照してください。
セキュリティー強化機能や認証の設定を行うときには必ずお読みください。

PostScript 3 ガイド（ ）
標準 PostScript ドライバーに関する情報、使用方法などについて説明しています。

ユーザーズガイド（ ）
印刷するための準備、通常印刷、困ったときの対処方法や、消耗品の交換などについて
説明しています。
困ったときにすばやく対処できるよう、プリンターの近くに常備しておいてください。

Windows 7/8/8.1/Windows Server 2008 R2/2012/2012 R2 対応版 ドライバーガイド（ ）
Windows 7/8/8.1/Windows Server 2008 R2/2012/2012 R2 対応のドライバーをインストー
ルする際に、従来 OS と異なる一部手順について、説明しています。

P.143 「画面で見る使用説明書の使いかた」
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各使用説明書の記載内容
本機に添付されている、説明書の記載内容を簡単に説明します。

ユーザーズ
ガイド
（紙面）

本機をお使いに
なる方へ
（PDF）

プリンター機能
編

（PDF）

トラブル解決編
（PDF)

ネットワーク &
システム
初期設定編

(PDF)

セキュリティー
編

(PDF)

PostScript3
ガイド
(PDF)

Windows 7/8/
8.1/Windows 

Server 2008 R2/
2012/2012 R2 
対応版 ドライ
バーガイド

(PDF)

お使いいただく
ための注意事項

お使いいただく
ための注意事項

インターフェー
スを接続する

困ったときには
システム初期設

定について
管理者認証を

設定する

標準
PS ドライバー
のインストール

印刷するための
準備

各部の名称と
はたらき

各部の名称と
はたらき

M ドライバーの
インストール

操作部に
メッセージが
表示されたとき

用紙設定
ユーザー認証を

設定する

標準
PS ドライバー

の設定

プリンタードラ
イバー画面と

設定方法

電源のいれかた
切りかた

ログイン画面が
表示されたとき

M ドライバーの
設定

印刷が始まらな
いとき

プリンター
初期設定

ハードディスク
蓄積情報の漏洩

を防ぐ
付録

用紙を
セットする

電源のいれかた
切りかた

仮想プリンター
の設定

用紙、ステープ
ラーの針が

つまったとき

インターフェー
スを

接続する

本機へのアクセ
スを管理する

インターフェー
スを接続する

用紙の補給と
仕様

印刷する
パンチくず、針く
ず、断裁くずがいっ
ぱいになったとき

ネットワークの
設定

ネットワークセ
キュリティーを

強化する

標準
PS ドライバー
のインストール

トナー、ステー
プラーの針がな
くなったとき

製本や仕分けな
どをする場合に
便利な機能

Web Image 
Monitor を使う

セキュリティー
強化機能を
設定する

標準
PS ドライバー

の設定

スタッカーの
取り扱い

操作部で使用で
きる本機の機能

Web Interface を
使う

ユーザー認証が
うまくいかな
かったとき

アプリケーショ
ンからの印刷

保守運用のため
に

一般初期設定を
変更する

ユーザーを
登録する

用紙サイズを
変更する。

管理者設定を
変更する

困ったときには
セキュリティー
機能について

トナー、ステー
プラーの針がな
くなったとき

用紙、ステープ
ラーの針がつ
まったとき

パンチくず、針く
ず、断裁くずがいっ
ぱいになったとき

スタッカーから
出力用紙を
取り出す

サービスコール
エラー一覧



使用説明書一覧表

分冊名

紙マニュアル 画面で見る使用説明書

PDF 形式のマニュアル

本機をお使いになる方へ なし 有り（ ）

トラブル解決編 なし 有り（ ）

プリンター機能編 なし 有り（ ）

ネットワーク＆システム

初期設定編

なし 有り（ ）

セキュリティー編 なし 有り（ ）

PostScript 3 ガイド なし 有り（ ）

ユーザーズガイド 有り（ ） なし

Windows 7/8/8.1/Windows 
Server 2008 R2/2012/2012 

R2 対応版 ドライバーガイド

なし 有り（ ）
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こんなことができます
本機で利用できる特長的な機能を紹介します。

オプションについては「おもなオプションの名称とはたらき」を参照してください。

P.52 「おもなオプションの名称とはたらき」

本機を管理する、文書を保護する（セキュリティー）

本機を管理したり、文書を保護したりすることで、情報の漏洩を防ぎます。

不正アクセスから文書を保護できます。
本機の使用を制限して、不正な設定変更を防止できます。
パスワードを設定して、ネットワークからの不正アクセスを防止できます。
セキュリティーカード（オプション）を装着した場合、ハードディスクのデータを削除
して、情報漏れを防止できます。

『セキュリティー編』 および、セキュリティーカード（オプション）の使用説明書を参
照してください。

BSA002S



パソコンで本機の状態を監視・設定する

パソコンから本機の状態を監視したり設定を変更することができます。

Web Image Monitor、Web Interface のいずれかを使うと、用紙切れや紙づまりなどが発生
したときにパソコン側で確認できます。
Web Image Monitor、Web Interface ではネットワーク設定を行うこともできます。
Web Image Monitor でアドレス帳の登録もできます。

『ネットワーク＆システム初期設定編』 、Web Image Monitor のヘルプおよび、Web
Interface のヘルプを参照してください。

BSA003S
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この本の読みかた
この説明書の読みかたや、使われているマークについて説明します。

正しくお使いいただくために

このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
この使用説明書は、製品の正しい使い方や使用上の注意について記載してあります。ご使
用の前に、この使用説明書を最後までよくお読みの上、正しくお使いください。また、こ
の使用説明書が必要になったとき、すぐに利用できるように保管してください。
安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず本書の「安全上のご注意」をお読
みください。

マークについて

本書で使われているマークには次のような意味があります。

機能をご利用になるときに留意していただきたい項目を記載しています。紙づまり、原稿破
損、データ消失などの原因になる項目も記載していますので、必ずお読みください。

機能についての補足項目、操作を誤ったときの対処方法などを記載しています。

説明、手順の中で、ほかの記載を参照していただきたい項目の参照先を示しています。

各タイトルの一番最後に記載しています。

［ ］
キーとボタンの名称を示します。

『 』
本書以外の分冊名称を示します。



本書についてのご注意

本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
機械の改良変更等により、本書のイラストや記載事項とお客様の機械とが一部異なる場合
がありますのでご了承ください。
画面の表示内容やイラストは機種、オプションによって異なります。
本書は、原則的にオプションを装着した状態の画面と外観イラストを使って説明しています。
本書の一部または全部を無断で複写、複製、改変、引用、転載することはできません。

おもなオプションと略称

おもなオプションの名称と、本文中で使用している略称を示します。

形名 商品名 略称

HT-F4561-SCD セキュリティカード タイプＤ セキュリティーカード

HT-F4561-VM1 ＶＭカード タイプ Ｅ VM カード

HT-F4561-CL オペレーターコールライト オペレーターコールライト

HT-F4561-FN30 3000 枚フィニッシャー 3000 枚フィニッシャー

HT-F4561-FN25 2500 枚フィニッシャー 2500 枚中とじフィニッシャー

HT-F4561-PNC30 2/3 穴パンチユニット 2/3 穴パンチユニット

HT-F4561-PNC25 ２穴パンチユニット 2 穴パンチユニット

HT-F4561-TRM トリマー トリマー

HT-F4561-TRK A3 トレイキット A3 トレイキット

HT-F4561-HTL 手差しトレイ 手差しトレイ（トレイ 7）

HT-F4561-FED インサートフィーダー インサーター

HT-F4561-FDU 紙折りユニット 紙折りユニット

HT-F4561-LT4 A4LCT 大量給紙トレイ

HT-F4561-LT3 A3LCT ワイド大量給紙トレイ

HT-F4561-ST50 5000 枚スタッカー スタッカー

HT-F4561-PCT ペーパーカート 台車（スタッカー・トレイ）

HT-F4561-DCU デカーラユニット デカーラー

HT-F4558-F101 増設フォント 1 （商品名と同じ名称）

HT-F4558-F102 増設フォント 2 （商品名と同じ名称）

HT-F4558-F103 増設フォント 3 （商品名と同じ名称）

HT-F4558-F201 増設日本語フォント JIS2004 セット Ｊ明朝 （商品名と同じ名称）

HT-F4558-F202 増設日本語フォント JIS2004 セットＪゴシック （商品名と同じ名称）

HT-F4558-F203 増設日本語フォント JIS2004 セット Ｗ明朝 （商品名と同じ名称）
11
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デカーラーは必須オプションとなります。
HT-4561-135 をお使いの場合 3000 枚フィニッシャーでパンチは使用できません。
排紙部（3000 枚フィニッシャー、2500 枚中とじフィニッシャー、スタッカー）は最低
１つ必要となります。
3000 枚フィニッシャーと 2500 枚中とじフィニッシャーは同時に装着できません。
ワイド大量給紙トレイと大量給紙トレイは同時に装着できません。

上表の増設日本語フォント JIS2004セット J/JIS2004セットW/日立書体 /日立書体セット 2を
ご使用になる場合、下記ページも参照してください。

P.200 「増設日本語フォント JIS2004 対応および日立書体対応フォントの注意事項」

HT-F4558-F204 増設日本語フォント JIS2004 セットＷゴシック （商品名と同じ名称）

HT-F4558-F205 増設日本語フォント日立書体明朝 （商品名と同じ名称）

HT-F4558-F206 増設日本語フォント日立書体ゴシック （商品名と同じ名称）

HT-F4558-F207 増設日本語フォント日立書体セット２明朝 （商品名と同じ名称）

HT-F4558-F208 増設日本語フォント日立書体セット２ゴシック （商品名と同じ名称）

形名 商品名 略称
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安全上のご注意
安全に関する注意事項を説明します。

表示について

本書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へ
の危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。その表示
と意味は次のようになっています。

表示の例
安全表示の例です。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される

内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および

物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

記号は注意を促す内容があることを告げるものです。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。

の中に具体的な禁止内容が描かれています。

（左図の場合は、“ 分解禁止 ” を表します）

記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

の中に具体的な指示内容が描かれています。

（左図の場合は、“ アース線を必ず接続すること ” を表します）
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守っていただきたいこと

本機を安全にお使いいただくために守っていただきたいことを説明します。

アースについて
アースについて守っていただきたいことを説明します。

使用環境について
使用環境について守っていただきたいことを説明します。

アース接続してください。アース接続がされないで、万一漏電した場合
は、火災や感電の原因になります。アース接続がコンセントのアース端
子にできない場合は、接地工事を電気工事業者に相談してください。
アース接続は、必ず電源プラグをコンセントにつなぐ前に行ってくださ
い。また、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを コンセントから

抜いて行ってください。感電の原因になります。

可燃性のスプレーやマニキュア、ペディキュア、除光液、アルコール、
シンナーなど揮発性の液体は、機械の近くまたは内部で使ったり置かな
いでください。引火による火災や感電の原因になります。

本機の上に物を置かないでください
本機の上に虫ピン、クリップなどの金属類や花びん、植木鉢など水の
入った容器や重い物を置かないでください。置いた物のバランスがくず
れて倒れたり、落下して、ケガの原因になったり、内部に入った場合、
発煙・感電・故障の原因になります。内部に入った場合、直ちに使用を
中止し、本機の主電源を切ってください。そのまま使用すると発煙・感
電・故障の原因になります。

湿気やほこりの多い場所での使用
浴槽、洗面台、台所の流し台、水道の蛇口付近、洗濯機など、水を使用
する場所の近傍、加湿器のそば、湿気の多い地下室、水泳プールの近傍
やほこりの多い場所、雨や雪が降りかかるような場所では使用しないで
ください。
電気絶縁の低下によって火災や感電の原因になります。
本体内部にほこりが溜まることによって、内部の精密部品の冷却を妨
げ、故障ややけどの原因になります。

高温になるところに本機を置かないでください
直射日光があたる場所やストーブのような熱器具の近くに本機を置か
ないでください。本機が熱せられると機器内部が高温になり、発煙・感
電・故障の原因になります。



電源プラグ、電源コードの取り扱いについて
電源プラグ、電源コードの取り扱いについて守っていただきたいことを説明します。

温度差のある場所への移動
移動する場所間で温度差が大きい場合や空調を入れた直後などで急激
な温度変化が生じた場合、装置の表面や内部に結露することがありま
す。結露した状態で使用すると、発煙、発火や感電の原因となります。
使用する場所で、数時間そのまま放置してからご使用ください。

日本国以外の使用
本プリンターは日本国内専用です。電圧の違いや環境の違いにより国外
で使用すると火災や感電の原因になります。また他国には独自の安全規
格が定められており本プリンターは適合していません。

不安定な場所での使用
ぐらついた台の上や傾いたところ、狭い場所など不安定な場所には置か
ないでください。
落ちたり倒れたりして、けがをするおそれがあります。

換気の悪い部屋や狭い部屋で、長時間連続して使用するときや、大量の
印刷を行うときには、部屋の換気を十分に行ってください。

腐食性ガスの発生しないところに設置してください
腐食性ガス、油煙の発生場所に置くと故障の原因になります。

振動の無いところに設置してください
振動する場所に置くと故障・印刷障害の原因になります。

電波障害について
ほかの電子機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響を及ぼすこと
があります。特に近くにテレビやラジオなどがある場合、雑音が入るこ
とがあります。その場合は、つぎのようにしてください。

テレビやラジオなどからできるだけ離してください。
テレビやラジオなどのアンテナの向きを変えてください。

使用する電源
専門業者の施工した AC200V、50/60Hz、20A（HT-4561-135）または 15A

（HT-4561-110） の専用コンセント以外には接続しないでください。パソ

コンなどのサービスコンセントには接続しないでください。容量不足で
過熱し発煙や火災の原因となります。
15
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タコ足配線をしないでください。火災や感電の原因になります。
延長コードの使用は避けてください。
電源コードを傷つけたり、破損したり、束ねたり、加工しないでくださ
い。また、重い物を載せたり、引っぱったり、無理に曲げたりすると電
源コードをいため、火災や感電の原因になります。

電源プラグの接触不良やトラッキング
電源プラグは次のようにしないと、トラッキングの発生や接触不良で過
熱し、火災の原因になります。

電源プラグは、根元までしっかり差し込んでください。
電源プラグは、ほこりや水滴が付着していないことを確認し、差し込
んでください。付着している場合は、乾いた布などで拭き取ってから、
差し込んでください。
グラグラしないコンセントを使ってください。

電源プラグの刃に金属が触れると火災や感電の原因になります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因になり
ます。

電源コードの取り扱い
同梱されている電源コードセットは本機専用です。他の機器には使用し
ないでください。
また、同梱されている電源コードセット以外の電源コードセットは本機
には使用しないでください。
火災や感電の原因になります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、束ねたり、加工したりしない
でください。また、ものを載せたり、 押しつけたり、引っ張ったり、
折り曲げたり、熱器具のそばで使用すると電源コードの銅線が露出し
たりショートや一部断線で、 過熱して感電や火災の原因になります。
延長コードの使用は避けてください。

電源コードが傷んだり、芯線の露出・断線などが見られる場合は保守会
社に交換を依頼してください。そのまま使用すると火災や感電の原因に
なります。



本体の取り扱いについて
本体の取り扱いについて守っていただきたいことを説明します。

連休等で長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグを
コンセントから抜いてください。
使用していないときも通電しているため、万一、部品破損時には火災の
原因になります。

電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。電
源コードを引っぱらないでください。コードが傷つき、火災や感電の原
因になります。

電源プラグは年に１回以上コンセントから抜いて、プラグの刃と刃の周
辺部分を清掃してください。ほこりがたまると、火災の原因になります。

お手入れの際は安全のために電源プラグをコンセントから抜いて行っ
てください。

機械は電源コンセントにできるだけ近い位置に設置し、異常時に電源プ
ラグを容易に外せるようにしてください。
電源コードが傷んだり、芯線の露出・断線などが見られる場合は保守会
社に交換を依頼してください。そのまま使用すると火災や感電の原因に
なります。

万一、煙が出ている、へんなにおいがするなどの異常状態が見られる場
合は、すぐに電源キー（機種によっては主電源スイッチを含みます）を
切り、その後必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。火災や
感電の原因になります。そして保守会社に連絡してください。機械が故
障したり不具合のまま使用し続けないでください。
万一、金属、水、液体などの異物が機械内部に入った場合は、まず電源
キー（機種によっては主電源スイッチを含みます）を切り、電源プラグ
をコンセントから抜いて保守会社に連絡してください。そのまま使用す
ると火災や感電の原因になります。

漏電ブレーカーが「オフ」になっているときは、それを「オン」にしな
いでください。感電、発火、発煙または屋内ブレーカーが落ちる原因と
なる可能性があります。
17
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衝撃を与えないでください
本機に衝撃を与えないでください。何かをぶつけるなどして部品を破損
した場合、直ちに使用を中止し、本機の主電源を切ってください。また、
保守会社に連絡してください。そのまま使用すると発煙・感電の原因に
なります。

通風孔をふさがないでください
本機の通風孔をふさがないでください。ベットやソファー毛足の長い
じゅうたんなどの上に設置しないでください。
通風孔をふさぐと内部に熱がこもり発煙・故障の原因になります。

梱包用ポリ袋について
梱包用ポリ袋は、お子さまの手の届く所に置かないでください。かぶっ
たりすると窒息する恐れがあります。取り出したらすぐにお子さまの手
の届かない所へかたづけてください。

水または異物を入れないでください
本機の通風孔などから内部に水などの液体または虫ピン、クリップなど
金属類や燃えやすいものなどの異物を入れないでください。内部に入っ
た場合、直ちに使用を中止し、本機の主電源を切ってください。

オプションの増設
オプションを接続するときは、電源プラグをコンセントから抜き、すべ
てのケーブル類をプリンターから外してください。また、使用説明書の
説明に従い、使用説明書で使用できることが明記されたオプションを使
用してください。
それ以外のオプションを使用すると、接続仕様の違いによる本機の故障
から発煙、発火、火災や故障の原因になります。

ボードを止めるネジはしっかりと締めてください。

使用説明書をよく読み、理解した上でお使いください
使用説明書をよく読み、理解した上でお使いください。また、本機には、
子供や使用説明書に記載の使用上の注意を理解していない者を近づけ
ないでください。可動部などに触れ、ケガの原因になります。

操作は手順を守ってください
トナーなどの交換時、用紙などの補給時、または用紙詰まり発生時など
の操作は必ず、使用説明書に記載の手順を守って操作してください。ケ
ガの原因になります。

移動しないでください
本機はご自分で移動しないでください。
移動すると、本機は重いため、床が壊れて転倒したり、移動中本機と壁
などの間に身体をはさんだりしてケガの原因になります。
移動する場合は、弊社担当営業経由で保守会社に連絡してください。



機械を移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜き、回線
コードなど外部の接続線をはずしたことを確認のうえ行ってください。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

他のフロアの移動など、本機を持ち上げて運搬・移動する場合は、弊社
担当営業経由でご契約の保守会社に依頼してください。機械を落とした
り、倒したりすると、けがや故障の原因になります。

乗ったり、よりかかったり、重いものを置いたりしないでください
本機に乗ったり、よりかかったり、重いものを置いたりしないでくださ
い。壊れたり、倒れたりしてケガの原因になります。

目的以外に使用しないでください
本機を踏み台にするなど、目的以外の用途に使用しないでください。壊
れたり倒れたりし、ケガ・故障の原因になります。

レーザー光について
レーザー光は人体に有害となるおそれがあります。そのため、本機内部
で発生する放射は保護ケースと外部カバーによって保護されており、お
客様が通常の操作をする場合にはレーザー光が漏れることはありませ
んが、安全のために以下の注意事項を必ずお守りください。

本書で指示された以外のカバーは絶対に開けないでください。レー
ザー光が漏れて目に入った場合、目に傷害が起こる原因になります。
レーザー光は目に見えませんの注意が必要です。

オペレーターコールライトを押したり引っぱったりしないでください。
オペレーターコールライトや本機が故障する原因になります。

信号ケーブについて
ケーブルは足などに引っかけないように、配線してください。足をひっ
かけると、けがや接続機器の故障の原因になります。
また大切なデータが失われるおそれがあります。また、ケーブルの上に
重量物を載せたり、熱器具のそばに配線しないでください。
ケーブル被覆が破れ、接続装置などの故障の原因になります。

カバーは閉じてお使いください
特に工具を必要としない開閉自由なカバーでも、印刷動作中は閉じてお
使いください。本機内部には多くの可動部があり、印刷動作中に誤って
触れるとケガ・故障の原因になります。また、カバーを開けたままにし
ておくと、防音効果が損なわれます。

接続端子への接触
接続端子に手や金属で触れたり、針金などの異物を挿入したりしないで
ください。金属片のある場所に置かないでください。発煙したり接触不
良などにより故障の原因になります。
19
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金属など端面への接触
本機の移動、オプションの追加などで金属やプラスチックなどの端面に
触れる場合は、注意して触れてください。または、綿手袋を着用してく
ださい。けがをするおそれがあります。

小さなお子さまなどの使用時
小さなお子さまなどがお使いになるときは、必ず大人の方の見守りが必
要です。カバーに指を挟んだりして、けがの原因になります。
トナーなどの消耗品はお子さまの手が届かないところへ保管してくだ
さい。

屋外での使用
屋外では使用しないでください。故障の原因になります。

特殊な環境での使用
急激な温度変化や湿度変化がある場所、振動がある場所、強い磁気や電
磁波を発生する場所の近く、実験室など化学反応を起こすような場所、
塩分を多量に含んだ空気や毒性のガスを含んでいる場所には設置しな
いでください。使用した場合、あるいは使用しない場合でも故障の原因
となります。

高電力機器との使用
エアコン、コピー機、シュレッダーなど高電力機器と同じコンセントや
ブレーカで使用すると、ノイズにより文字化けなどが発生する場合があ
ります。どうしてもこれらの機器と同じコンセントで使用することが避
けられない場合には、フィルタ付 ＯＡ タップなどをご使用願います。

静電気について
プリンターやオプションは精密機器です。わずかな静電気も故障の原因
になります。あらかじめ金属に触れるなどして、体から静電気を逃がし
ておいてください。

お手入れのときは薬品類を使用しないでください
本機外装の汚れは、乾いたきれいな布、あるいは、布に水か中性洗剤を
含ませてかたく絞ったもので、汚れた部分を拭いてください。ベンジン
やシンナーなどの揮発性の有機溶剤や薬品、化学ぞうきん、殺虫剤は、
変形・変色・故障の原因になりますので使用しないでください。

本機および消耗品は、産業廃棄物として処理してください
本機および消耗品を廃棄するときには産業廃棄物管理票（マニュフェス
ト）の発行が義務づけられています。詳しくは、各都道府県産業廃棄物
協会にお問い合わせください。産業廃棄物管理票は、各都道府県産業廃
棄物協会にて販売されています。



機械内部の取り扱いについて
機械内部の取り扱いについて守っていただきたいことを説明します。

アルミ電解コンデンサーについて
本機に使用されているアルミ電解コンデンサーは有寿命部品です。設計
寿命は、１日に約８時間、１ヶ月で２５日間使用で約５年です。
寿命になると、電解液の漏れや枯渇が生じます。特に電源ユニットでの
電解液の漏れは、発煙・感電の原因になることがあります。
これらの危険を避けるために、設計寿命を超えて使用する場合は、有寿
命部品単位で交換してください。また、業務用など昼夜連続運転相当で
は５年より寿命は短くなります。

磁気を嫌う物について
現像ユニットにフロッピーディスクなど、磁気を嫌う製品を近づけない
でください。
データ破損などの原因になることがあります。

本書で指定している部分以外のカバーやねじは外さないでください。機
械内部には電圧の高い部分やレーザー光源があり、感電や失明の原因に
なります。機械内部の点検・調整・修理は保守会社に依頼してください。
この機械を改造しないでください。火災や感電の原因になります。また、
レーザー放射により失明の恐れがあります。

本機の清掃を行うときには主電源を切ってください
本機の清掃や簡単な点検・保守を行う場合には、本機の主電源を切って
ください。誤って通電箇所等に触れると感電・ケガの原因になります。

機械内部には高温の部分があります。紙づまりの処置の際は、本書で指
定している場所以外には触れないでください。やけどの原因になりま
す。

用紙（記録紙）交換の際、指挟み、指のけがに注意してください。

転写紙を送るためのローラ、コロ等が機械動作中は、回転しています。
安全装置が備わっており、けがをしないように設計されています。しか
し、止まるための負荷でかじる程度の状態は生じる場合がありますの
で、機械動作中は、触れないようご注意ください。
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内部の掃除を保守会社にご相談ください。この機械の内部にほこりがた
まったまま長い間掃除をしないと火災や故障の原因になります。なお、
内部掃除費用については弊社担当営業または保守会社に相談してくだ
さい。

機械の内部や排紙トレイの下に手を入れて操作しないでください。機械
のすき間に指を挟み、けがの原因になります。

本機の内部
本書の指示に従って行う作業を除いて、安全のため本機内部は不用意に
手を入れないでください。
機構部などでけがをする原因になります。
本書の指示による作業で本機内部を点検する時は、ネックレスやブレス
レットなどが本機内部に触れないように注意してください。
やけどや感電の原因になります。

本機内部に手、指、頭などの身体の一部を入れないでください
不用意に本機内部へ手、指、頭などの身体の一部を入れないでください。
停止状態から急に動作を開始する可動部などがあり、ケガの原因になり
ます。

可動部に巻き込まれないようにネクタイ、衣服や髪などを近づけないで
ください
用紙給紙部、排紙部などの可動部へ不用意にネクタイ、衣服や髪などを
近づけないでください。
操作上近づける必要がある場合は、ネクタイをブラブラさせないように
止め、衣服の袖口もきちんと止め、髪は束ねるか帽子をかぶるなどの対
処をして、操作をしてください。可動部に巻き込まれると、ケガ・故障
の原因になります。



消耗品の取り扱いについて
消耗品の取り扱いについて守っていただきたいことを説明します。

トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器を火中に
投入しないでください。トナーボトル内に残ったトナー粉に着火し、急
激に燃え上がったり、トナー粉がはねて、やけどや火災の原因になりま
す。

トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器は、火気
のある場所に保管しないでください。引火して、やけどや火災の原因に
なります。

掃除機の使用
掃除機を使用する場合はトナー専用掃除機を使用してください。
トナー専用掃除機以外ではトナーが飛散したり粉塵爆発することがあ
ります。

ステープラーの針がついたままの用紙の再利用や銀紙、カーボン含有紙
等の導電性の用紙は使用しないでください。火災の原因になります。

トナー容器を無理に開けないでください。トナーが飛び散った場合、ト
ナーを吸い込んでしまったり、服や手を汚す原因となります。

トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器は、子供
の手に触れないようにしてください。もし子供が誤ってトナーを飲み込
んだ場合は、直ちに医師の診断を受けてください。

トナー（使用済みトナーを含む）を吸い込んだ場合は、多量の水でうが
いをし、空気の新鮮な場所に移動してください。必要に応じて医師の診
断を受けてください。

トナー（使用済みトナーを含む）が目に入った場合は、直ちに大量の水
で洗浄してください。必要に応じて医師の診断を受けてください。

トナー（使用済みトナーを含む）を飲み込んだ場合は、胃の内容物を大
量の水で希釈してください。必要に応じて医師の診断を受けてくださ
い。
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紙づまりの処置やトナー（使用済みトナーを含む）を補給または交換す
るときは、トナーで衣服や手などを汚さないように注意してください。
トナーが手などの皮膚についた場合は、石鹸水でよく洗い流してください。
衣服についた場合は、冷水で洗い流してください。温水で洗うなど加熱
するとトナーが布に染み付き、汚れが取れなくなることがあります。

用紙を持つときは身体に負担がかからないようにしてください
用紙を持つときは、腰や背中に負担がかからないような持ち方をしてく
ださい。用紙をプリンターにセットするときやプリンターから取り出す
ときなどで用紙を持ち上げる場合には、両手でしっかり持ち、背中を地
面に対し垂直になるようにして、足の筋肉を使って持ち上げるようにし
てください。
無理な姿勢で用紙を持ち上げると、ケガや腰を痛める原因になります。

トナーを床にこぼさないでください
トナーを床にこぼした場合、速やかに清掃してください。床にこぼした
トナーを踏むと大変滑りやすく、転倒してケガの原因になります。

清掃にはトナー専用掃除機を使用してください
トナーの清掃にはトナー専用掃除機を使用してください。一般の掃除機
を使用すると、吸い込んだトナーの粉末が気中に飛散し誤って吸い込ん
だり目に入るなどすると、気分が悪くなったり、目を痛め視力の低下を
招くおそれがあります。また、吸い込んだトナーの粉末が掃除機のモー
タ部に入り込んで故障の原因になります。

トナーは純正のものを使用してください
トナーは本機純正のものを使用してください。他のトナーを使用すると
本機の故障、印刷障害の原因になります。

トナーボトルの回収
使用済み消耗品（トナーボトル） の回収を行なっております。ホームペー

ジでのお申し込みをお願いいたします。



レーザーの安全性

本製品は JIS C 6802 （IEC 60825-1）「レーザ製品の安全基準」に基づき、“ クラス 1 レーザ
製品 ” に該当します。本製品は複数の AlGaAs 半導体レーザーを使用しており、それぞれの
半導体レーザーの最大出力は 15mW で、波長は 770 810nm です。
レーザー放射は筐体内に完全に遮へいされているため、この使用説明書の指示を守ってご
使用になる限りは、ご使用のどの段階においてもレーザー放射が機外に漏れ出すことはあ
りません。
下記のラベルは前カバーを開けた正面右側に貼付・表示されています。

ここに規定した以外の手順による制御や調整はレーザー放射の被ばく
をもたらします。
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安全に関する本機の表示について
本機に表示されている安全に関する情報です。

警告、注意のラベル位置

本機には、下記に示す位置に安全にお使いいただくための、 、 のラベルまたは刻
印があります。表示にしたがって安全にお使いください。

1

カスタマーエンジニア（保守会社）以外の方は、裏ぶたを開けないでください。内部には
電圧の高い部分があり、感電の原因になります。

BSB012S

BLA045D



 

1

紙づまりの処置のときは、ラベルで指定している場所には触れないでください。やけどの
原因になります。
 

BQX011S
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2

紙づまりの処置のときは、手差しトレイに手を入れて操作しないでください。機械のすき
間に指を挟み、けがの原因になります。
 
3

紙づまりの処置のときは、ラベルで指定している場所には触れないでください。やけどの
原因になります。
 
4

このラベルが貼ってある場所には触れないでください。内部には高温の部分があり、やけ
どの原因になります。
 

BQX012S

BSA058S

BQX013S



5

紙づまりの処置のときは、ラベルに示す位置から本体に手を入れて操作しないでください。
機械のすき間に指を挟む等、けがの原因になります。

6

定着ユニットは取り外さないでください。適正な印刷結果を得られなくなることがありま
す。
定着ユニットの交換メッセージ時は、保守会社に交換を依頼してください。

BSA055S
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2500 枚中とじフィニッシャー

1

紙づまりの処置のときは、ラベルで指定している場所に触れたり手を入れたりしないでく
ださい。けがまたはやけどの原因になります。
 

BQX134S

BQX122S



2

紙づまりの処置のときは、ラベルで指定している場所には触れないでください。やけどの
原因になります。
 

BQX123S

BQX135S
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3

紙づまりの処置のときは、排紙口に手を入れて操作しないでください。機械のすき間に指
を挟み、けがの原因になります。
 
4

2500 枚中とじフィニッシャーのステープルユニットを引き出すとき、戻すときは、中とじ排
紙口に手を入れて操作しないでください。機械の隙間に指を挟み、けがの原因になります。
 

BQX016S

BQX015S

BQW019S



5

アース接続をせずに万一漏電した場合は、火災や感電の原因となるため、必ずアース接続
をしてください。
 

トリマー

1

紙づまりの処置のときは、カッターの刃に触れない様に注意してください。指を切る等、け
がの原因になります。

BQW070D

BQX124S

BQX125S
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34
 

2

アース接続をせずに万一漏電した場合は、火災や感電の原因となるため、必ずアース接続
をしてください。
 

スタッカー

1

スタッカーの内部に入らないでください。けがをする恐れがあります。

BQW021S

BQW070D

BQX126S

BQX127S



 
2

紙づまりの処置のときは、ラベルで指定している場所には触れないでください。やけどの
原因になります。
 

3

アース接続をせずに万一漏電した場合は、火災や感電の原因となるため、必ずアース接続
をしてください。
 

BQX158S

BQW022S

BQW042D
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紙折りユニット

1

紙づまりの処置のときは、ラベルで指定している場所には触れないでください。やけどの
原因になります。
 
2

紙づまりの処置のときは、ラベルで指定している場所には触れないでください。やけどの
原因になります。
 

BQW057S

BQW058S

BQW059S



3

紙づまりの処置のときは、ラベルで指定している場所には触れないでください。やけどの
原因になります。
 
4

紙づまりの処置のときは、ラベルで指定している場所には触れないでください。やけどの
原因になります。
 

BQW060S

BQW064S

BQW023S
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5

アース接続をせずに万一漏電した場合は、火災や感電の原因となるため、必ずアース接続
をしてください。

電源スイッチの記号

本機のスイッチ類に記されている記号の意味は以下のとおりです。
：電源オン
：電源オフ
：スタンバイ

本体形名および製造番号の表示位置

下記のラベルは前カバーを開けた正面に貼付・表示されています。
サービスや保守の際に必要ですのではがさないでください。

BQW070D



節電状態について

低電力モード
一定時間操作しない状態が続いたとき、自動的に電力の消費を低くするように設定さ
れています。電力消費量が低くなったこの状態を低電力モードと呼びます。
工場出荷時の移行時間は 15 分に設定されています。

スリープモード
低電力モードの状態で、さらに一定時間操作しない状態が続いたとき、自動的に電力
の消費を一段低くするように設定されています。電力消費量がさらに低くなったこの
状態をスリープモードと呼びます。（スリープモードでも、パソコンからの印刷は可能
です。）
工場出荷時の移行時間（初期設定移行時間）は 120 分に設定されています。

仕様

各数値はオプションをつけることによって、変動します。
低電力モードへの移行時間の変更については、『ネットワーク＆システム初期設定編』

「時刻タイマー設定 低電力移行時間設定」を参照してください。
スリープモードへの移行時間の変更については、『ネットワーク＆システム初期設定編』

「時刻タイマー設定 オートオフ時間設定」を参照してください。

HT-4561-110 
ページプリンター

HT-4561-135
ページプリンター

低電力モードでの消費電力 153.0W 142.8W

低電力モードへの移行時間 15 分 15 分

低電力モードからの復帰時間 41 秒 73 秒

スリープモードでの消費電力 55W 55W

スリープモードへの移行時間 120 分 120 分
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電源及び節電状態遷移図



1. かんたん検索
1
やりたいことやキーワードからかんたんに操作手順の記載箇所を検索できます。

やりたいことで探す
やりたいことから操作手順を探すことができます。

よく使う機能をかんたんに使いたい！
よく使う機能を初期設定として登録するための機能と、手順の記載箇所が見つかります。

よく使う用紙サイズ・用紙種類を、トレイごとに登録する
『ネットワーク＆システム初期設定編』 「用紙設定の項目」

BSB016S
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1.  かんたん検索

42

1

もっと便利に使いたい！
便利に使うための機能と、手順の記載箇所が見つかります。

よく使う設定や操作条件を登録し、登録した内容を呼び出す（プロファイル）
『プリンター機能編』 「プロファイルを使用する」

BSB017S



キーワードで探す

1

キーワードで探す
キーワードから、知りたい操作手順が記載されている箇所を探すことができます。

用紙

用紙を補給したい
P.69 「用紙をセットするとき」

用紙サイズを変更したい
P.87 「用紙サイズを変更するとき」

用紙についての仕様が知りたい
P.97 「用紙について」

用紙がつまった
『トラブル解決編』 「用紙がつまったとき」

用紙設定の初期設定を変更したい
『ネットワーク＆システム初期設定編』 「用紙設定の項目」

登録／変更／消去

複数の宛先をグループとして登録したい
『ネットワーク＆システム初期設定編』 「ユーザーをグループに登録する」

インストール

Standard TCP ／ IP ポートを使うときのプリンタードライバーのインストールをしたい
『プリンター機能編』 「プリンタードライバーのインストール（Standard TCP/IP）」

Windows ネットワークプリンターを使うときのプリンタードライバーのインストールを
したい
『プリンター機能編』 「Windows ネットワークプリンターを使う」
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2. 機械を使うための準備
2

本機をお使いいただくための準備について説明します。

本体各部の名称とはたらき
本体各部の名称とはたらきについて説明します。

通気口に物を置いたり、立てかけたりして通気口をふさがないでください。機械内部の
温度が上昇すると、故障の原因になります。

本体

1 操作部
「操作部の名称とはたらき」を参照してください。

2 主電源ランプ
本機の電源が入っているとき点灯します。

3［電源］キー
電源を入れるときはキーを押し、電源のランプを点灯させます。電源を切るときはキー
を押し、電源のランプを消灯させます。「電源の入れかた、切りかた」を参照してくだ
さい。

BSB002D
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低電力移行時間を設定している場合、印刷実行中に低電力移行時間になると、シス
テムが低電力モードに移行しようと待機していることを示すため、［電源］キーが点
滅します。
このとき［電源］キー以外の本体操作部はキー入力を受け付けません。［電源］キー
点滅中にキー入力を行う場合は、［電源］キーを押してから操作してください。

4 前カバー
用紙がつまったとき、主電源を入れるとき、切るときに開けます。

5 本体給紙トレイ
用紙をセットします。
トレイ 1 はタンデムトレイで、右側の用紙がなくなると左側の用紙が自動的に移動し
ます。

6 トナーカバー
トナーを交換するときに開けます。

7 デカーラー
用紙のそりを矯正し、紙づまりを防ぎます。

8 主電源スイッチ
［電源］キーを押しても電源が入らないときは、主電源スイッチが「オン」になってい
るか確認してください。「スタンバイ」になっているときは「オン」にしてください。

「電源の入れかた、切りかた」を参照してください。

9 停止ボタン
フィニッシャーの排紙を一時的に停止するときにキーを押し、もう一度押すと停止状
態から復帰します。

本体背面（右側）

1 通気口
機械内部の温度上昇を防ぐものです。

BSB003S



本体各部の名称とはたらき

2

本体背面（左側）

1 漏電ブレーカー
感電を防止するためのブレーカーです。
漏電ブレーカーの点検方法については「漏電ブレーカーについて」を参照してください。

P.55 「操作部の名称とはたらき」
P.65 「電源の入れかた、切りかた」
P.164 「漏電ブレーカーについて」

オペレーターコールライトの各部の名称とはたらき
オペレーターコールライトの各部の名称とはたらきについて説明します。

オペレーターコールライトを押したり引っぱったりしないでください。
オペレーターコールライトや本機が故障する原因になります。

BSA007S
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1 調整レバー
音量を調整することができます。

2 ブザースイッチ
ブザー音のオン / オフを切り換えることができます。

オプションのオペレーターコールライトは、紙づまりや用紙の補給など、印刷中のエラー
状態をブザー音とランプの点灯 / 点滅でお知らせします。それぞれのコールサインについ
て説明します。

オペレーターコールライトの設置については、保守会社に連絡してください。

ランプの状態 ブザー音の鳴動 状態

一番下のランプが緑色

に点灯します。

鳴りません 印刷中

一番上のランプが赤く

点灯します。

鳴ります エラー発生中

（例）

用紙づまり
用紙切れ
トナー切れ
メモリーオーバー

操作部ディスプレイに表示されているメッセー

ジを確認し、対応してください。

一番上のランプが赤く

点滅します。

鳴りません 警告中

（例）

トナー残りわずか
操作部ディスプレイに表示されているメッセー

ジを確認し、対応してください。

BSA023S



スタッカーの各部の名称とはたらき

2

スタッカーの各部の名称とはたらき
スタッカーの各部の名称とはたらきについて説明します。

1 スタッカー上カバー
紙づまりの処置のときに開けます。

2 スタッカー・上トレイ
出力された用紙を収容します。

3 スタッカー操作部
「スタッカー操作部」を参照してください。

4 前カバー施錠用金具
南京錠を使用してスタッカー前カバーをロックします。スタッカー前カバーのロック
方法については、「スタッカー前カバーをロックする」を参照してください。

5 用紙押さえ
台車で出力紙を運搬するときに、用紙の上に載せて用紙の散乱を防止します。

6 台車（スタッカー・トレイ）
出力された用紙を収容します。スタッカー・トレイは台車と一体になっています。用
紙を取り出すときは、台車を引き出して運搬します。

7 スタッカー前カバー
紙づまりの処置や台車の出し入れのときに開けます。

BQX144S
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1 漏電ブレーカー
感電を防止するためのブレーカーです。
漏電ブレーカーの点検方法については「漏電ブレーカーについて」を参照してください。

スタッカーを 2 台連結して使用するとき、本体操作部でのトレイ表示名は以下のとおり
になります。

P.51 「スタッカー操作部」
P.150 「スタッカー前カバーをロックする」
P.164 「漏電ブレーカーについて」

部位 トレイ表示名

第 1 スタッカーのスタッカー・トレイ スタッカー・トレイ

第 2 スタッカーのスタッカー・上トレイ スタッカー・上トレイ

第 2 スタッカーのスタッカー・トレイ 第 2 スタッカー・トレイ

BQX153S



スタッカーの各部の名称とはたらき

2

スタッカー操作部
スタッカー操作部の名称とはたらきについて説明します。

1 トレイ昇降 LED
スタッカー・トレイが昇降しているときは緑色に点滅します。スタッカー・トレイの
上昇が完了し、スタンバイ状態になると消灯します。スタッカー・トレイの下降が完
了すると緑色に点灯します。

2 トレイ下降ボタン
スイッチを押すと、スタッカー・トレイが下降します。スタッカー前カバーが開いて
いるときは動作しません。

3 用紙づまりボタン
スタッカー内部で紙づまりが発生すると赤色に点灯します。点灯中に用紙づまりボタン
を押すと、スタッカー・トレイが紙づまり処理位置まで下降します。

4 スタック中 LED
スタッカー・トレイに用紙が出力されているとき、緑色に点灯します。

5 満杯（フル）LED
スタッカー・トレイ上の用紙が満杯になると、赤色に点灯します。

6 エラー LED
以下の状態のときに点灯します。
台車がセットされていないとき
スタッカー前カバーが開いているとき
主電源を入れた後や台車をセットした後、スタッカー内部に用紙を検知したとき

BQX151S
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おもなオプションの名称とはたらき
おもなオプションの名称とはたらきについて説明します。

外部に取り付けるオプション
外部に取り付けるオプションについて説明します。

1 トリマー
中とじ製本された冊子の小口をカットします。

2 2500 枚中とじフィニッシャー
出力紙を仕分けたり、ステープラーでとじたりします。中とじステープルして本のよ
うに折って製本したり、パンチ穴をあけることもできます。
*1 フィニッシャー・上トレイ
*2 フィニッシャー・シフトトレイ
*3 フィニッシャー・中とじトレイ

3 3000 枚フィニッシャー
出力紙を仕分けたり、ステープラーでとじたりします。パンチ穴をあけることもでき
ます。
*4 フィニッシャー・上トレイ
*5 フィニッシャー・シフトトレイ
3000 枚フィニッシャーが装着されているとき、スタッカーは 2 台連結できません。また、
HT-4561-135 ページプリンターはパンチ機能を搭載できません。

4 スタッカー
出力紙を最大 5,250 枚収納できます。
スタッカーは 2 台連結できます。

5 紙折りユニット
出力紙を二つ折り、内三つ折り、外三つ折り、単純四つ折り、観音折り、Z 折りします。
装着には、3000 枚フィニッシャーまたは 2500 枚中とじフィニッシャーが必要です。
紙折りユニットが装着されていると、スタッカーは 2 台連結できません。

BSB028S



おもなオプションの名称とはたらき

2

6 インサーター
表紙、合紙の挿入用トレイです。

7 オペレーターコールライト
紙づまりや用紙の補給など、印刷中のエラー状態をブザー音とランプの点灯 / 点滅で
お知らせします。

8 大量給紙トレイ
A4 の用紙を最大 5,000 枚セットできます。

9 ワイド大量給紙トレイ
A3 ノビなどの大きなサイズの用紙に対応したり、最大 4,400 枚の用紙をセットしたり
できます。

10 手差しトレイ（トレイ 7）
特殊紙や給紙トレイにセットできない用紙がセットできます。

11 A3 トレイキット
A3 サイズの用紙をセットできます。
A3 トレイキットを装着するとタンデムトレイではなくなります。

デカーラーは必須オプションとなります。

内部に取り付けるオプション
内部に取り付けるオプションについて説明します。

VM カード
Embedded Software Architectureアプリケーションなどをインストールするためのカード
です。
セキュリティーカード
ハードディスク内に残っているデータを上書き消去します。
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本体仕様／オプション仕様について
本体仕様／オプション仕様については、９．付録の「本体仕様」、「おもなオプションの仕
様」に記載しています。

消耗品について
消耗品については、９．付録の「消耗品について」に記載しています。



操作部の名称とはたらき

2

操作部の名称とはたらき
本体操作部の名称とはたらきについて説明します。

1 状態表示ランプ
通常は消灯しています。
状態表示ランプをオンにするかオフにするか設定できます。
ランプの色と状態については以下のとおりです。
消灯：電源がオフの状態または、印刷待機状態です。
緑色点灯：プリント中です。
赤色点滅：画面に「トナーがもうすぐなくなります。」等、警告が表示されたときです。
赤色点灯：紙づまりなど機械がエラー状態であることを示します。

状態表示ランプが赤色点灯したときは、機能別状態表示ランプが赤く点灯している機
能に切り替えて内容を確認し、処理してください。

2［電源］キー
電源を入れるときはキーを押し、電源ランプを点灯させます。
電源を切るときはキーを押し、電源ランプを消灯させます。「電源の入れかた、切りか
た」を参照してください。

BSB004D
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低電力移行時間を設定している場合、印刷実行中に低電力移行時間になると、シス
テムが低電力モードに移行しようと待機していることを示すため、［電源］キーが点
滅します。
このとき［電源］キー以外の本体操作部はキー入力を受け付けません。［電源］キー
点滅中にキー入力を行う場合は、［電源］キーを押してから操作してください。

3［ログイン / ログアウト］キー
ログインまたはログアウトするときに押します。

4［言語切替］キー
画面の表示言語を「日本語」または「英語」に切り替えます。「表示言語切り替え」を
参照してください。

5［予熱］キー
予熱の状態になります。予熱の状態のときに押すと予熱が解除されます。「節電」を参
照してください。

6［リセット］キー
設定した内容を取り消します。

7［スタート］キー
リストやレポートの印刷を開始します。

8［クリア］キー
入力した数値を取り消します。

9［ ］キー（エンターキー）
入力した数値や指定を確定します。

10 テンキー
印刷枚数などの数字を入力します。

11 データインランプ
プリンタードライバーからデータが送られてきたときに点滅します。

12 機能別状態表示ランプ
各機能の状態を示します。
緑色に点灯しているときは、その機能が動作中であることを示します。
赤色に点灯しているときは、その機能が中断していることを示します。
機能キーで画面を切り替え、表示されている指示に従って対処してください。

13［プリンター］キー
プリンター機能の操作画面に切り替えます。

14［カウンター］キー
印刷した用紙の合計枚数を表示、印刷します。「カウンター」を参照してください。

15［初期設定 / 問い合わせ情報］キー

初期設定
使用条件に合わせて、初期設定値や操作条件を変更します。『ネットワーク＆システ
ム初期設定編』 「初期設定を変更する」を参照してください。
問い合わせ情報



操作部の名称とはたらき

2

機械の修理やトナーの発注の連絡先が確認できます。「問い合わせ情報」を参照してください。

16［用紙設定］キー
給紙トレイにセットされている用紙種類や用紙サイズ、紙厚などの設定をします。

17 画面
各機能の操作をするためのキーが表示されます。また、操作の状態やメッセージを表
示します。「画面について」を参照してください。
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P.60 「画面について」
P.60 「表示言語切り替え」
P.65 「電源の入れかた、切りかた」
P.68 「節電」
P.160 「カウンター」
P.162 「問い合わせ情報」

操作部の角度の調整
画面が見やすいように、操作部の角度を調整することができます。

1 上ハンドルを反時計まわりに回し、操作部のロックを解除します。

2 操作部の水平方向の角度を調整します。調整後は上ハンドルを時計まわ
りに回してロックします。

BSA010S

BSA011S



操作部の名称とはたらき

2

3 右ハンドルを反時計まわりに回し、操作部のロックを解除します。

4 操作部の垂直方向の角度を調整します。調整後は右ハンドルを時計まわ
りに回してロックします。

BSA012S

BSA013S
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画面について
画面には、操作の状態、メッセージや機能のメニューが表示されます。
表示されているそれぞれの機能項目は、選択キーになっています。軽く押すことによって、
項目を選んだり、指定したりすることができます。
機能項目が選択、または指定されたとき、 のように反転表示されます。機能項目が
選択、または指定できないときは、 のようにうすく表示されます。

画面に強い衝撃や力を加えないでください。破損の原因になります。約 30N（約 3kgf）が
限界です。（N はニュートンです。kgf は重量キログラムです。1kgf は約 9.8N となります。）

工場出荷時の設定では、電源を入れたときにプリンターの操作画面が表示されます。
画面はフルオプション時のものです。

表示言語切り替え
画面に表示する言語として日本語または英語を選択します。初期状態は日本語です。

1 ［言語切替］キーを押します。

画面のメニュー表示が英語になります。

日本語表示に切り替えるときは、再度［言語切替］キーを押してください。

BSB006D



ログイン画面が表示されたとき

2

ログイン画面が表示されたとき
ベーシック認証、Windows 認証、LDAP 認証、統合サーバー認証が設定されているときは、
画面に認証画面が表示されます。個人ごとに設定されたログインユーザー名とログインパ
スワードを入力しないと、本機を操作できません。またユーザーコード認証が設定されて
いるときは、ユーザーコードを入力しないと、本機を操作できません。
本機を操作できる状態になることをログインといいます。また、操作できる状態を解除す
ることをログアウトといいます。ログインして操作した後は、他の利用者が不正に使用で
きないよう必ずログアウトしてください。

ログインユーザー名、ログインパスワード、ユーザーコードは、ユーザー管理者に確認
してください。ユーザー認証についての詳細は、各管理者にご確認ください。
ユーザーコード認証のときに、ユーザーコードとして入力するのはアドレス帳に「ユー
ザーコード」として登録されている数字です。

ユーザーコード認証のしかた
ユーザーコード認証が設定されている場合は、画面に認証画面が表示されません。
本機のユーザーコード認証はプリンタードライバー、またはユーティリテーからの認証に
対応しています。プリンタードライバーからの認証については、「ドライバーからのログイン
のしかた」を参照してください。

P.61 「ドライバーからのログインのしかた」

ドライバーからのログインのしかた
ユーザーコード認証が設定されているときは、プリンタードライバーのプロパティで暗号
化の設定をしてから、ログインユーザー名とログインパスワード、またはユーザーコード
を入力します。
プリンタードライバーの「ユーザー認証」エリアに入力するユーザー情報は次の通りです。

ベーシック認証、Windows 認証、LDAP 認証、統合サーバー認証のとき
「ログインユーザー名」: ログインユーザー名
「ログインパスワード」: ログインパスワード

ユーザーコード認証のとき
「ログインユーザー名」: 8 桁以内のユーザーコード
「ログインパスワード」: 不要

プリンタードライバーからログインしたときは、ログアウトする必要はありません。
プリンタードライバーの設定については、『プリンター機能編』 「ユーザー認証を設定
する」を参照してください。
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操作部からのログインのしかた
ベーシック認証、Windows 認証、LDAP 認証、統合サーバー認証のいずれかが設定されて
いるときにログインします。

1 ［ログイン］を押します。

2 ログインユーザー名を入力して、［OK］を押します。

3 ログインパスワードを入力して、［OK］を押します。

認証に失敗したときは、「認証に失敗しました」と表示されます。ログインユーザー名ま
たはログインパスワードをご確認ください。



ログイン画面が表示されたとき

2

操作部からのログアウトのしかた
ベーシック認証、Windows 認証、LDAP 認証、統合サーバー認証のいずれかが設定されて
いるときにログアウトします。

ログインして操作した後は、他の利用者が不正に使用できないよう必ずログアウトして
ください。

1 ［ログイン / ログアウト］キーを押します。

2 ［ログアウトする］を押します。

Web Interfaceからのログインのしかた
ユーザー認証が設定されているときに Web Interface からログインします。

1 ［設定 / ジョブ］または［ログ］をクリックします。

2 ログインユーザー名にログインユーザー名を、ログインパスワードにロ
グインパスワードを入力して、［ログイン］をクリックします。

［設定 / ジョブ］画面を開くには、ログインユーザー名に「system」または「service」と
入力します。
［ログ］画面を開くには、ログインユーザー名に「service」と入力します。

BSB007D
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Web Interfaceからのログアウトのしかた
Web Interface からのログアウト方法について説明します。

1 ブラウザーを閉じます。
ログアウトされます。

Web Image Monitorからのログインのしかた
ユーザー認証が設定されているときに Web Image Monitor からログインします。

1 ［ログイン］をクリックします。

2 ログインユーザー名にログインユーザー名を、ログインパスワードにロ
グインパスワードを入力して、［ログイン］をクリックします。

ユーザーコード認証のときは、ログインユーザー名に 8 桁以内のユーザーコードを入力し、
［OK］をクリックします。

Web Image Monitorからのログアウトのしかた
ユーザー認証が設定されているときに Web Image Monitor からログアウトします。

1 ［ログアウト］をクリックします。
ログアウトされます。

ログアウト後は、Web ブラウザーのキャッシュを削除してください。

システムリセット
一定時間何も操作しないと、通常画面に自動的に切り替えます。これを「システムリセッ
ト」といいます。
システムリセットされるまでの時間を「システムオートリセット時間設定」で設定できま
す。『ネットワーク＆システム初期設定編』 「システム初期設定」を参照してください。



電源の入れかた、切りかた

2

電源の入れかた、切りかた
本機の電源の入れかた、切りかたについて説明します。

電源コードについて
周辺機は、入力電圧、ブレーカーの容量を確認し、本体とは別のコンセントに接続して
ください。

電源について
本機には［電源］キーと主電源スイッチの 2 つの電源があります。
［電源］キー（操作部右側）
本機を動作させるときに押します。ウォームアップ終了後各機能の操作ができます。
主電源スイッチ（本体内部左側）
「スタンバイ」にすると操作部右側にある主電源ランプが消灯し、完全に電源が切れます。
ただし、結露防止ヒーターをお使いの場合は、主電源スイッチを「スタンバイ」にし
た状態でも、これらのヒーターには電源が供給されています。

本機は主電源スイッチ「オン」の状態で一定時間使用しないと、自動的に予熱の状態に
なったり、電源キーを切るのと同じ状態にする機能を搭載しています。これらの機能は

「予熱移行時間設定」「オートオフ時間設定」で設定できます。『ネットワーク＆システム
初期設定編』 「システム初期設定」を参照してください。
主電源については、始業時に立ち上げ、終業時に必ず落としてください。
プリンター運用時は、操作マニュアル等に特に記載がない限り、操作部の電源キーにて
操作願います。

主電源の入れかた
本機の主電源の入れかたについて説明します。

主電源スイッチを「オン」にした直後に「スタンバイ」にしないでください。ハードディ
スクやメモリーが破損したり、故障の原因になることがあります。
主電源を切った後、再び電源を入れる場合は、2 分以上経過後に「オン」にしてください。

1 電源プラグが確実にコンセントに差し込まれているか確認します。

2 前左カバーを開けます。
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3 主電源スイッチを「オン」にします。
操作部の主電源ランプが点灯します。

4 前左カバーを閉めます。

主電源スイッチを「オン」にした後に、自動再起動の処理中の画面が表示されることが
あります。機械内部で自動処理を行いますので、その間、主電源スイッチをさわらない
でください。再起動できるまでには約 3 分間かかります。

電源の入れかた
本機の電源の入れかたについて説明します。

1 操作部の右側にある［電源］キーを押し、電源ランプを点灯させます。

［電源］キーを押しても電源が入らないときは主電源スイッチが「オン」になっているか
確認してください。「スタンバイ」になっているときは「オン」にしてください。

BQX044S

BSB013D



電源の入れかた、切りかた

2

電源の切りかた
本機の電源の切りかたについて説明します。

1 操作部の右側にある［電源］キーを押し、電源ランプを消灯させます。

［電源］キーを押しても、次のときは電源ランプは消灯せず、点滅します。
外部の機器と通信中のとき
ハードディスクが動作しているとき
データ処理中のとき
印刷途中で動作が中断中のとき
データインランプ点灯・点滅しているとき

主電源の切りかた
本機の主電源の切りかたについて説明します。

電源ランプが点灯、点滅しているときは主電源スイッチを「スタンバイ」にしないでく
ださい。ハードディスクやメモリーが破損したり、故障の原因となることがあります。
電源プラグは、主電源スイッチを「スタンバイ」にしてから抜いてください。ハードディ
スクやメモリーが破損したり、故障の原因になることがあります。
主電源を切った後、再び電源を入れる場合は、2 分以上経過後に「オン」にしてください。
電源キーを押して 5 分以上経過しても電源ランプが消灯しない場合は、次の手順にある
項番 2 以降の作業を実施の上電源を切ってください。

1 電源ランプが消灯していることを確認します。

2 前左カバーを開けます。

3 主電源スイッチを「スタンバイ」にします。
操作部の主電源ランプが消灯します。

4 前左カバーを閉めます。

BSB013D
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節電
本機は節電のために、以下のような機能を持っています。

予熱
各機能を一定時間使わなかったり、［予熱］キーを押すと表示が消えて予熱状態になり、
節電ができます。もう一度［予熱］キーを押すと予熱を解除できます。予熱時は通常の
待機時より節電できます。
自動的に予熱状態になる時間を「予熱移行時間設定」で設定できます。
設定について詳しくは、『ネットワーク＆システム初期設定編』 「システム初期設定」
を参照してください。

オートオフ
一定時間何も操作しないと、［電源］キーを押し電源ランプを消灯させたときの状態にな
ります。これを「オートオフ」といいます。
オートオフされるまでの時間を「オートオフ時間設定」で設定できます。
設定について詳しくは、『ネットワーク＆システム初期設定編』 「システム初期設定」
を参照してください。

次のようなときは予熱、オートオフに入りません。
警告画面が表示されているとき
サービスコールが点灯しているとき
用紙がつまっているとき
カバーが開いているとき
トナー補給が表示されているとき
トナー補給中のとき
初期設定 / 問い合わせ情報画面が表示されているとき
カウンター画面が表示されているとき
定着ウォームアップ中のとき
データ処理中のとき
印刷途中で動作が中断中のとき
データインランプが点灯・点滅しているとき



3. 用紙の補給と仕様について
3

本機で使用できる用紙の種類やサイズ、用紙のセット方法について説明します。

用紙をセットするとき
給紙トレイに用紙をセットする方法を説明します。

給紙トレイを戻すときに、トレイを勢いよく押し込むと、トレイのサイドフェンスの位
置がずれることがあります。
トレイに少量の用紙が残っている状態で用紙を補給すると、重送を起こすことがありま
す。トレイ内の用紙を一度取り出して、補給する用紙とともに、パラパラとほぐしてか
らセットし直してください。（重送とは紙が重なって送られることです。）
用紙を少数枚セットしたときは、サイドフェンスを寄せすぎないでください。用紙がた
るんでいると、きちんと用紙が送られないことがあります。

複数枚の用紙が重なったまま一度に送られないように、用紙をパラパラとほぐしてから
セットしてください。
カールしている用紙、そりのある用紙は直してからセットしてください。
給紙トレイにセットできる用紙については、「用紙について」を参照してください。

P.97 「用紙について」

トレイ 1（タンデムトレイ）に用紙をセットするとき
トレイ 1（タンデムトレイ）に用紙をセットする方法について説明します。

トレイ 1（タンデムトレイ）の左側に用紙がセットされているときは、右側の用紙がなく
なると左側の用紙が自動的に右側に移動します。タンデムトレイ内で用紙が移動する動作
音がしているときは、トレイ 1（タンデムトレイ）を引き出さないでください。
右の用紙は右側によせて、左の用紙は左側によせてください。
トレイ 1（タンデムトレイ）は、A4 専用です。81/2 11 の用紙をセットするときは保守
会社に連絡してください。
セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を越えないようにしてください。
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1 給紙トレイを止まるまでゆっくりと引き出します。

2 印刷する面を下にして、用紙をそろえてセットします。
トレイの両側が引き出せたとき

トレイの左側が引き出せたとき

3 給紙トレイをゆっくりと奥まで押し込みます。

トレイ 1（タンデムトレイ）の用紙で印刷中のときでも、用紙を補給することができます。
印刷中のときは、トレイ 1（タンデムトレイ）の左半分が引き出せます。
左側には右側と同じサイズと方向の用紙をセットしてください。
セットできる用紙は、各トレイに約 1,100 枚までです。

BQX046S

BQX047S

BQX048S



用紙をセットするとき

3

A3トレイキットに用紙をセットするとき
A3 トレイキットに用紙をセットする方法について説明します。A3 トレイキットは、トレイ 1

（タンデムトレイ）と差し替えて使用します。

A3 トレイキットは、A3 専用です。A4 、B4 、11 17 、81/2 14 、81/2 11 の
用紙をセットするときは、保守会社に連絡してください。
用紙の先端が右側にそろっていることを確認してください。

1 A3 トレイキットを止まるまでゆっくりと引き出します。

2 印刷する面を下にして、用紙をそろえてセットします。

3 A3 トレイキットをゆっくりと奥まで押し込みます。

セットできる用紙は、約 1,100 枚までです。

BQX049S

BQX050S
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トレイ 2、トレイ 3に用紙をセットするとき
トレイ 2、トレイ 3 に用紙をセットする方法について説明します。

トレイ 2、トレイ 3 では、サイドフェンス、バックフェンスの位置を変更して、いろいろ
なサイズの用紙をセットすることができます。用紙サイズを変更するときは、「用紙サイ
ズを変更するとき」を参照してください。
用紙の先端が右側にそろっていることを確認してください。
セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を越えないようにしてください。

1 給紙トレイを止まるまでゆっくりと引き出します。

2 印刷する面を下にして、用紙をそろえてセットします。

3 給紙トレイをゆっくり奥まで押し込みます。

自動検知されない用紙をセットしたときは、操作部で用紙サイズを設定する必要があり
ます。
セットできる用紙は、約 550 枚までです。

P.87 「用紙サイズを変更するとき」

BQX051S

BQX052S



用紙をセットするとき

3

大量給紙トレイに用紙をセットするとき
大量給紙トレイに用紙をセットする方法について説明します。大量給紙トレイは、トレイ 4、
トレイ 5、トレイ 6 として使用します。

トレイ 4、トレイ 5 では、サイドフェンス、バックフェンスの位置を変更して、いろい
ろなサイズの用紙をセットすることができます。用紙サイズを変更するときは、「用紙サ
イズを変更するとき」を参照してください。
トレイ 6 は A4 専用の給紙トレイです。A5 、B5 、81/2 11 、51/2 81/2 の用紙を
セットするときは、保守会社に連絡してください。
用紙の先端が左側にそろっていることを確認してください。
セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を越えないようにしてください。
インデックス紙をセットするときは、インデックスフェンスを必ず使用してください。

インデックス紙はトレイ 4 またはトレイ 5 にのみセットできます。

1 給紙トレイを止まるまでゆっくりと引き出します。

BJU117S

BQX053S
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2 給紙トレイの左側に、用紙を突き当てるようにセットします。
印刷する面を上にして用紙をセットします。

3 給紙トレイをゆっくり奥まで押し込みます。

セットできる用紙は、トレイ 4、トレイ 5 が約 1,100 枚、トレイ 6 が約 2,800 枚までです。

P.87 「用紙サイズを変更するとき」

BQX054S



用紙をセットするとき

3

大量給紙トレイをロックする
大量給紙トレイをロックする方法について説明します。

南京錠は本機には付属していません。
南京錠をお客様ご自身でご用意になる場合は、以下の条件を満たすものをご使用ください。

1 4.5mm 以上

2 8mm 以上

3 4mm 以下

4 42mm 以上

5 24mm 以下

6 13mm 以下

1 大量給紙トレイの前カバーを開けます。

 施錠用金具

BSA056S

BSA052S
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2 ロックしたいトレイの施錠用金具を右にずらします。
施錠用金具は各トレイの左側にあります。

3 施錠用金具を押さえながら、南京錠を穴に通してロックします。

4 大量給紙トレイの前カバーを閉めます。

ロックを解除するときは、ロックするときの逆の手順で操作してください。

BSA054S

BSA054S



用紙をセットするとき

3

ワイド大量給紙トレイに用紙をセットするとき
ワイド大量給紙トレイに用紙をセットする方法について説明します。ワイド大量給紙トレ
イは、トレイ 4、トレイ 5、トレイ 6 として使用します。

ワイド大量給紙トレイでは、サイドフェンス、バックフェンスの位置を変更して、いろ
いろなサイズの用紙をセットすることができます。用紙サイズを変更するときは、「用紙
サイズを変更するとき」を参照してください。
用紙の先端が左側にそろっていることを確認してください。
セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を越えないようにしてください。
インデックス紙をセットするときは、インデックスフェンスを必ず使用してください。

はがきをセットするときは、はがきサイズ用ガイド板を必ず使用してください。

1 はがきサイズ用ガイド板

BAS177S

BSB018S
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1 給紙トレイを止まるまでゆっくりと引き出します。

2 給紙トレイの左側に、用紙を突き当てるようにセットします。
印刷する面を上にして用紙をセットします。

3 給紙トレイをゆっくり奥まで押し込みます。

セットできる用紙は、トレイ 4、トレイ 6 が約 1,000 枚、トレイ 5 が約 2,000 枚までです。
自動検知されない用紙をセットしたときは、操作部で用紙サイズを設定する必要があります。

P.87 「用紙サイズを変更するとき」

BQX055S

BQX056S



用紙をセットするとき

3

用紙のほぐしかたについて
用紙のほぐしかたについて説明します。
用紙が複数枚同時に送られると紙づまりの原因になります。用紙をほぐしてから給紙トレ
イにセットします。

1 セットする用紙をパラパラとさばきます。

2 用紙の両端を持ち、ゆっくりと数回曲げます。

BJU107S

BJU108S

BJU109S
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3 用紙と用紙の間に、十分に空気が入っていることを確認します。

ワイド大量給紙トレイをロックする
ワイド大量給紙トレイをロックする方法について説明します。

南京錠は本機には付属していません。
南京錠をお客様ご自身でご用意になる場合は、以下の条件を満たすものをご使用ください。

1 4.5mm 以上

2 8mm 以上

3 4mm 以下

4 42mm 以上

5 24mm 以下

6 13mm 以下

BJU110S

BSA056S



用紙をセットするとき

3

1 ワイド大量給紙トレイの前カバーを開けます。

 施錠用金具

2 ロックしたいトレイの施錠用金具を右にずらします。
施錠用金具は各トレイの左側にあります。

3 施錠用金具を押さえながら、南京錠を穴に通してロックします。

4 ワイド大量給紙トレイの前カバーを閉めます。

ロックを解除するときは、ロックするときの逆の手順で操作してください。

BSA049S

BSA050S

BSA051S
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手差しトレイ（トレイ 7）に用紙をセットするとき
手差しトレイ（トレイ 7）に用紙をセットする方法について説明します。

用紙の先端が左側にそろっていることを確認してください。
セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を越えないようにしてください。
インデックス紙をセットするときは、バックフェンスにインデックスフェンスを必ず
セットしてください。

1 印刷する面を上にして、用紙をセットします。

2 解除レバーを押しながらサイドフェンスをセットする用紙サイズに合わ
せます。

BSA029S

BSA030S

BSA031S



用紙をセットするとき

3

3 バックフェンスを用紙サイズに合わせます。

バックフェンスを取り外すときは、ストッパーを押しながら右にスライドさせます。

4 手差しトレイ（トレイ 7）のトレイ昇降キーを押します。

トレイ昇降キーのランプが点滅から点灯に変わると底板の上昇が完了し、給紙可能
な状態になります。
用紙を補給するときや用紙を取り除くときは、トレイ昇降キーを押して底板を下降
させてください。

セットできる用紙は約 550 枚です。
自動検知されない用紙をセットしたときは、操作部で用紙サイズを設定する必要があり
ます。

BSA032S

BJU043S

BSA033S
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インサーターに用紙をセットするとき
インサーターに用紙をセットする方法について説明します。

インサーターにセットする用紙は、給紙トレイから給紙する用紙と同じ向きにセットしてください。
パンチ、ステープルの位置は、本機に向かって用紙をセットした左側になります。
センサーの上に物を置いたり、用紙が浮いた状態で印刷しないでください。サイズが正
しく読み取れなかったり、用紙づまりのメッセージが表示されることがあります。
折り機能を使用しているときは、インサーターには折り後の用紙サイズと同じサイズの
用紙をセットしてください。折り後の用紙サイズより大きいサイズの用紙をセットする
と、用紙がつまることがあります。
セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を越えないようにしてください。

1 解除レバーを押しながらサイドフェンスをセットする用紙サイズに合わ
せます。

2 用紙をそろえてセットします。
用紙は、印刷済みの面（おもてにしたい面）を上にしてセットしてください。

A4 より大きい用紙をセットするときは、用紙支持板を引き出してください。

セットできる用紙は、各トレイに約 200 枚までです。
インサーターに用紙をセットするときは、印刷結果にセット方向を合わせてください。
自動検知されない用紙をセットしたときは、操作部で用紙サイズを設定する必要があります。

BSB019S

BSB020S
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天地の向き・表裏のある用紙に印刷する
天地の向き、表裏のある用紙（レターヘッド紙）に印刷するときの、セット方法について
説明します。
レターヘッド紙やビジネス用便箋など、天地の向きや表裏のある用紙は、正しく印刷され
ないことがあります。その場合は、次のように用紙をセットしてください。レターヘッド
紙印刷設定については「用紙の種類ごとの注意」を参照してください。

プリンタードライバーの用紙種類を［レターヘッド付き用紙］に設定してください。
操作部の用紙設定で各トレイの［用紙種類］を［レターヘッド］に設定してください。
両面印刷の方法については『プリンター機能編』 「用紙の両面に印刷する」を参照して
ください。

用紙のセット方向 給紙トレイ（トレイ 1 3） 給紙トレイ（トレイ 4 7）

片面印刷

両面印刷

片面印刷

両面印刷
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用紙の推奨すき目について
用紙の推奨すき目と厚紙の給紙方法について説明します。
トレーシングペーパー（第二原図用紙）および 55kg 以下の用紙を給紙トレイにセットする
ときは次の図のようにセットしてください。用紙には繊維の流れる方向によって縦目（T 目）
と横目（Y 目）があり、逆にセットすると紙づまり、用紙の耳折れや用紙の端の汚れの原因
となります。

 用紙のすき目（上の図は縦目の用紙、下の図は横目の用紙です。）
 用紙のセット方向（給紙トレイを上から見た図）

55kgを超える用紙を給紙トレイにセットするときは、次の図のようにセットしてください。
正しくセットされないと用紙の端の汚れの原因となります。とくに 180kg 紙の場合は紙づ
まりの原因となります。

 用紙のすき目（上の図は縦目の用紙、下の図は横目の用紙です。）
 用紙のセット方向（給紙トレイを上から見た図）

BQX067S

BQX068S
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用紙サイズを変更するとき
用紙サイズを変更する方法について説明します。

給紙トレイを戻すときに、トレイを勢いよく押し込むと、トレイのサイドフェンスの位
置がずれることがあります。
用紙を少数枚セットしたときは、サイドフェンスを寄せすぎないでください。用紙がた
るんでいると、きちんと用紙が送られないことがあります。

用紙のサイズを変更したときは、サイズ表示と初期設定値の変更を正しく行ってくださ
い。用紙がつまることがあります。
複数枚の用紙が重なったまま一度に送られないように、用紙をパラパラとほぐしてから
セットしてください。
カールしている用紙、そりのある用紙は直してからセットしてください。
セットできる用紙サイズ、種類は「用紙について」を参照してください。

P.97 「用紙について」

トレイ 2、トレイ 3の用紙サイズを変更するとき
トレイ 2、トレイ 3 の用紙サイズを変更する方法について説明します。

セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を越えないようにしてください。
用紙の先端が右側にそろっていることを確認してください。

1 給紙トレイの用紙が印刷中でないことを確認し、給紙トレイを止まるま
でゆっくりと引き出します。

2 用紙がセットされているときは取り出します。

BQX051S
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3 サイドフェンスのロックを解除します。

4 解除レバーを押しながらサイドフェンスをセットする用紙サイズに合わ
せます。
用紙とサイドフェンスのあいだに空間ができないようにしてください。

5 バックフェンスの両脇をつまんで動かし、セットする用紙サイズに合わ
せます。
用紙とバックフェンスのあいだに空間ができないようにしてください。

BQX070S

BQX071S

BQW054S



用紙サイズを変更するとき
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6 印刷する面を下にして、用紙をそろえてセットします。
サイドフェンスをロックします。

7 給紙トレイを奥に突き当たるまで静かにセットします。

8 操作部で用紙サイズを確認します。

大量給紙トレイの用紙サイズを変更するとき
大量給紙トレイの用紙サイズを変更する方法について説明します。大量給紙トレイは、ト
レイ 4、トレイ 5、トレイ 6 として使用します。

トレイ 6 の用紙サイズの変更については、保守会社に連絡してください。
用紙の先端が左側にそろっていることを確認してください。
セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を越えないようにしてください。

1 給紙トレイの用紙が印刷中でないことを確認し、給紙トレイを止まるま
でゆっくりと引き出します。

2 用紙がセットされているときは取り出します。

BQX073S

BQX053S
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3 サイドフェンスをとめているネジをはずします。

4 サイドフェンスを変更する用紙サイズに合わせて差し直します。

5 サイドフェンスにネジを差し込み固定します。

BQX074S

BQX075S

BQX076S
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6 バックフェンスを変更する用紙サイズに合わせて差し直します。

7 給紙トレイの左側に、印刷する面を上にして用紙を突き当てるように
セットします。
上限表示を超えないようにしてください。

8 給紙トレイ奥の用紙サイズ切り替えつまみを、変更した用紙サイズに合
わせます。

9 給紙トレイを奥に突き当たるまで静かにセットします。

10 操作部で用紙サイズを確認します。

BQX077S

BQX078S

BQX079S
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A4、81/2×11 の用紙を縦方向にセットするとき
大量給紙トレイに A4 、81/2 11 をセットする方法について説明します。
A4 、81/2 11 をセットするときは、専用のエンドフェンスを使用してください。

1 専用エンドフェンスを用紙サイズに合わせてセットします。

 A4
 81/2 11
 インデックス紙

2 専用エンドフェンスにネジを差し込み固定します。

インデックス紙を使用するときは、手順 1  で専用エンドフェンスを の位置に移動して
からインデックスフェンスをセットしてください。

ワイド大量給紙トレイの用紙サイズを変更するとき
ワイド大量給紙トレイの用紙サイズを変更する方法について説明します。ワイド大量給紙
トレイは、トレイ 4、トレイ 5、トレイ 6 として使用します。

用紙の先端が左側にそろっていることを確認してください。
セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を越えないようにしてください。

BQX080S

BQX081S
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1 給紙トレイの用紙が印刷中でないことを確認し、給紙トレイを止まるま
でゆっくりと引き出します。

2 用紙がセットされているときは取り出します。

3 サイドフェンスをとめているネジをはずします。

4 サイドフェンスのグリップをつまみ、変更する用紙サイズに合わせます。
用紙とサイドフェンスのあいだに空間ができないようにしてください。

BQX055S

BQX082S

BQX083S
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5 サイドフェンスにネジを差し込み固定します。

6 給紙トレイの左側に、印刷する面を上にして用紙を突き当てるように
セットします。
上限表示を超えないようにしてください。

7 バックフェンスをセットした用紙に合わせ固定します。
用紙とバックフェンスのあいだに空間ができないようにしてください。

8 給紙トレイを奥に突き当たるまで静かにセットします。

9 操作部で用紙サイズを確認します。

BQX084S

BQX085S

BQW055S
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自動検知されないサイズの用紙をセットするとき
自動検知されないサイズの用紙をセットするときは、操作部で用紙サイズを設定する必要
があります。
ここでは SRA3 を例に説明します。

1 ［用紙設定］キーを押します。

2 用紙サイズを設定したいトレイを選択します。

3 ［用紙サイズ］タブを押します。

BSB009D
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4 セットした用紙サイズとセット方向の組み合わせを選択して、［設定］を
押します。

設定した用紙サイズとセット方向が表示されます。

5 ［終了］を押します。
用紙サイズの設定が完了し、通常の画面に戻ります。

大量給紙トレイを装着しているとき、トレイ 4 6の［用紙サイズ］タブは表示されません。
自動検知可能な用紙サイズについては、「用紙について」を参照してください。
サイズが自動検知されない用紙で印刷した後、自動検知される用紙で印刷する場合は、自
動検知の設定に戻す必要があります。用紙をセットし直してから、手順 1   3  を行いま
す。手順 4  の画面で［自動検知］を選択して［設定］を押すと、自動検知の設定に戻り
ます。［用紙設定］キーを押して通常の画面に戻ると、自動検知される用紙での印刷を開
始できます。

P.97 「用紙について」
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用紙について
各トレイに使用できる用紙のサイズと種類、使用できない用紙、用紙の保管方法について
説明します。

推奨紙について
このプリンターは、推奨紙をご使用ください。

推奨紙以外の紙をご使用の場合、以下のトラブルの原因となるおそれがあります。
用紙のカール、紙づまり、重送、紙シワ、斜行等
印字品質の劣化等
プリンターの故障

なお、推奨紙をご使用の場合でもプリンターの設置環境や推奨紙の保管方法や取り扱い方
法が悪い場合は、トラブルの原因となることがあります。また、推奨紙以外の用紙では、寿
命・ジャム等の仕様を満足できないことがあります。

セットできる用紙サイズ、種類
各トレイにセットできる用紙の種類、サイズ、枚数について説明します。

湿気を吸ったそりのある用紙を使うと、ステープラーの針がつまったり、紙づまりを起
こすことがあります。
次の種類の用紙には両面印刷することができません。両面印刷するときは、これらの用
紙以外を指定してください。
薄紙、厚紙 3、ハクリ紙（ラベル紙）、インデックス紙、トレーシングペーパー（第二
原図用紙）、OHP フィルム、印刷済み紙

種類 商品名 サイズ 販売単位

普通紙 リコピー PPC 用紙 タイプ 6200 A3 1 ケース（250 枚 5 パック）

A4、A5、A6、

B4、B5、レター、

リーガル

1 ケース（250 枚 10 パック）

リコピー PPC 用紙 タイプ 6000 A3 1 ケース（250 枚 5 パック）

A4、B4、B5 1 ケース（500 枚 5 パック）

ＮＢＳリコー マイペーパー A3 1 ケース（500 枚 x3 パック）

A4、B4、B5 1 ケース（500 枚 x5 パック）

購入先（株）日立システムズ
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本体給紙トレイ 1

A3 トレイキット（オプション）

本体給紙トレイ 2、3

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙

52 216g/m2

（45 180kg）

A4 、81/2 11 1,100 枚 1,100 枚

（普通上質紙

110mm の高さを

1,100 枚とする）

上限表示を超え

ないようにセッ

トしてください。

紙厚や用紙の状

態により、セッ

トできる枚数は

異なります。

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙

52 216g/m2

（45 180kg）

A3 、B4 、A4 、11 17 、81/2 14 、

81/2 11

1,100 枚

（普通上質紙

110mm の高さを

1,100 枚とする）

紙厚や用紙の状

態により、セッ

トできる枚数は

異なります。

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙

52 216g/m2

（45 180kg）

自動検知される用紙サイズ：

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、11 17 、

81/2 14 、81/2 11 、51/2 81/2 、

71/4 101/2 、12 18

初期設定で用紙サイズの設定が必要：

13 18 、SRA3 、SRA4 、226 310mm 、

310 432mm
不定形サイズ：

タテ：139.7 330.2mm、ヨコ：139.7 458mm

550 枚

（普通上質紙

55mm の高さを

550 枚とする）

上限表示を超え

ないようにセッ

トしてください。

紙厚や用紙の状

態により、セッ

トできる枚数は

異なります。

トレーシングペーパー

（第二原図用紙）

A3 、A4 、B4 、B5 上限表示がある

位置までセット

できます。

OHP フィルム A4 上限表示がある

位置までセット

できます。
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ワイド大量給紙トレイ トレイ 4、6（オプション）

*1 コート紙とＮCＲペーパーは正式にはサポートしていません。

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙

52 256g/m2

（45 220kg）

自動検知される用紙サイズ：

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、11 17 、

81/2 11 、81/2 51/2 、12 18

初期設定で用紙サイズの設定が必要：

B6 、A6 、81/2 14 、81/2 11 、81/4 14 、

8 10 、101/2 71/4 、81/2 51/2 、

13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、

123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm
不定形サイズ：

タテ：100 330.2mm、ヨコ：139.7 487.7mm

1,000 枚

（普通上質紙

100mm の高さを

1,000 枚とする）

上限表示を超え

ないようにセッ

トしてください。

紙厚や用紙の状

態により、セッ

トできる枚数は

異なります。

トレーシングペーパー

（第二原図用紙）

A3 、A4 、B5 上限表示がある

位置までセット

できます。

OHP フィルム A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

インデックス紙 A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

郵便はがき 100 148mm 上限表示がある

位置までセット

できます。

往復はがき

（折り目のないもの）

200 148mm 上限表示がある

位置までセット

できます。

 *1 

コート紙

NCR ペーパー

自動検知される用紙サイズ：

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、11 17 、

81/2 11 、81/2 51/2 、12 18

初期設定で用紙サイズの設定が必要：

B6 、A6 、81/2 14 、81/2 11 、81/4 14 、

8 10 、101/2 71/4 、81/2 51/2 、

13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、

123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm
不定形サイズ：

タテ：139.3 330.2mm、ヨコ：139.7 487.7mm

上限表示がある

位置までセット

できます。
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ワイド大量給紙トレイ トレイ 5（オプション）

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙

40 300g/m2

（35 258kg）

自動検知される用紙サイズ：

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、11 17 、

81/2 11 、81/2 51/2 、12 18

初期設定で用紙サイズの設定が必要：

B6 、A6 、81/2 14 、81/2 11 、81/4 14 、

8 10 、101/2 71/4 、81/2 51/2 、

13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、

123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm
不定形サイズ：

タテ：100 330.2mm、ヨコ：139.7 487.7mm

2,000 枚

（普通上質紙

200mm の高さを

2,000 枚とする）

上限表示を超え

ないようにセッ

トしてください。

紙厚や用紙の状

態により、セッ

トできる枚数は

異なります。

トレーシングペーパー

（第二原図用紙）

A3 、A4 、B5 上限表示がある

位置までセット

できます。

OHP フィルム A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

インデックス紙 A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

ハクリ紙（ラベル紙） A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

郵便はがき 100 148mm 上限表示がある

位置までセット

できます。

往復はがき

（折り目のないもの）

200 148mm 上限表示がある

位置までセット

できます。

 *1 

コート紙

NCR ペーパー

自動検知される用紙サイズ：

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、11 17 、

81/2 11 、81/2 51/2 、12 18

初期設定で用紙サイズの設定が必要：

B6 、A6 、81/2 14 、81/2 11 、81/4 14 、

8 10 、101/2 71/4 、81/2 51/2 、

13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、

123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm
不定形サイズ：

タテ：139.3 330.2mm、ヨコ：139.7 487.7mm

上限表示がある

位置までセット

できます。
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*1 コート紙とＮCＲペーパーは正式にはサポートしていません。

大量給紙トレイ トレイ 4、5（オプション）

大量給紙トレイ トレイ 6（オプション）

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙

52 216g/m2

（45 180kg）

A4 、B5 、A5 、81/2 11 、51/2 81/2 1,100 枚

（普通上質紙

110mm の高さを

1,100 枚とする）

上限表示を超え

ないようにセッ

トしてください。

紙厚や用紙の状

態により、セッ

トできる枚数は

異なります。

トレーシングペーパー

（第二原図用紙）

A4 、B5 上限表示がある

位置までセット

できます。

トレイ 5：ハクリ紙

（ラベル紙）

A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

OHP フィルム A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

インデックス紙 A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙

52 163g/m2

（45 135kg）

A4 、A5 、B5 、81/2 11 、

81/2 51/2

2,800 枚

（普通上質紙

280mm の高さを

2,800 枚とする）

上限表示を超え

ないようにセッ

トしてください。

紙厚や用紙の状

態により、セッ

トできる枚数は

異なります。

トレーシングペーパー

（第二原図用紙）

A4 、B5 上限表示がある

位置までセット

できます。
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手差しトレイ トレイ 7

OHP フィルム A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙

52 256g/m2

（45 220kg）

自動検知される用紙サイズ：

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、11 17 、

81/2 11 、81/2 51/2 、12 18

初期設定で用紙サイズの設定が必要：

B6 、A6 、81/2 14 、81/2 11 、81/4 14 、

8 10 、101/2 71/4 、81/2 51/2 、

13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、

123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm
不定形サイズ：

タテ：100 330.2mm、ヨコ：139.7 487.7mm

550 枚

（普通上質紙

55mm の高さを

550 枚とする）

上限表示を超え

ないようにセッ

トしてください。

紙厚や用紙の状

態により、セッ

トできる枚数は

異なります。

トレーシングペーパー

（第二原図用紙）

A3 、A4 、B4 、B5 上限表示がある

位置までセット

できます。

OHP フィルム A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

インデックス紙 A4 、81/2 11 上限表示がある

位置までセット

できます。

郵便はがき 100 148mm 上限表示がある

位置までセット

できます。

往復はがき

（折り目のないもの）

200 148mm 上限表示がある

位置までセット

できます。

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数
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インサーター（オプション）

用紙厚さについて *1 

用紙厚さの定義は、以下のとおりです。

*1 最小用紙紙厚または最大用紙紙厚に近い厚さの用紙をご使用の場合、印刷結果が不適切になることがあり
ます。その場合は、用紙厚さを薄め / 厚めの設定に切り替えて印刷してください。

用紙の種類によっては用紙をさばく音が発生することがありますが品質には影響ありま
せん。（音の発生しやすい用紙：OHP フィルム、トレーシングペーパー（第二原図用紙）、
郵便ハガキなど）
給紙トレイに用紙をセットするときは、印刷面を下にしてください。
大量給紙トレイ、ワイド大量給紙トレイ、手差しトレイ（トレイ 7）に用紙をセットする
ときは、印刷面を上にしてください。
トレイ 1、A3 トレイキット、大量給紙トレイのトレイ 6 の用紙サイズを変更する場合は、
保守会社にお問い合わせください。
定形サイズ以外の用紙をセットするときは、サイズの指定をしてください。『ネットワー
ク＆システム初期設定編』 「用紙設定」を参照してください。

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙

52 216g/m2

（45 180kg）

自動検知される用紙サイズ：

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、11 17 、

81/2 11 、81/2 51/2 、12 18

初期設定で用紙サイズの設定が必要：

81/2 14 、81/2 11 、81/4 14 、8 10 、

81/2 51/2 、148 200mm 、13 191/5 、

13 19 、123/5 191/5 、123/5 181/2 、

13 18 、SRA3 、SRA4 、226 310mm 、

310 432mm
不定形サイズ：

タテ：139.7 330.2mm、ヨコ：139.7 487.7mm

200 枚 2

（普通上質紙

20mm の高さを

200 枚とする）上

限表示を超えな

いようにセット

してください。

紙厚や用紙の状

態により、セッ

トできる枚数は

異なります。

往復はがき

（折り目のないもの）

200 148mm 上限表示がある

位置までセット

できます。

用紙厚さ 最小用紙紙厚 最大用紙紙厚

薄紙 40g/m2 （35kg） 51g/m2 （44kg）

普通紙 52g/m2 （45kg） 105g/m2 （90kg）

中厚口 106g/m2 （106kg） 163g/m2 （135kg）

厚紙 1 164g/m2 （141kg） 216g/m2 （180kg）

厚紙 2 217g/m2 （187kg） 256g/m2 （220kg）

厚紙 3 257g/m2 （221kg） 300g/m2 （258kg）
103



3.  用紙の補給と仕様について

104

3

重送を自動検知するかどうかをトレイごとに設定できます。工場出荷時は［する］に設
定されています。重送検知後に印刷を継続するか中止するかは、［オペレーター用調整項
目］で設定できます。
重送が発生したときは、1 枚ずつセットしてください。
用紙は推奨紙をお使いください。
インクジェット専用紙、ジェルジェット専用紙はセットしないでください。故障の原因
となります。
OHP フィルム、ハクリ紙（ラベル紙）は当社製品をお勧めします。指定以外の用紙をお
使いのときは、正常な動作および品質の保証ができません。
OHP フィルム、はがき、トレーシングペーパー（第二原図用紙）をセットするときは、な
るべく 1 枚ずつセットしてください。
OHP フィルムをセットするときは、裏表を誤らないように注意してください。故障の原
因となります。用紙は 方向にセットすることをお勧めします。
OHP フィルムをセットするときは各トレイの用紙設定で［OHP］を選択してください。
OHP フィルムは印刷のたびに、さばいてからセットしてください。トレイにセットした
まま放置していると密着して用紙送りを妨げる原因になります。
OHP フィルム、トレーシングペーパー（第二原図用紙）に印刷するときは、出てきた用
紙を 1 枚ずつ取り除いてください。
ワイド大量給紙トレイ、手差しトレイ（トレイ7）には市販の郵便はがきがセットできます。
往復はがきは折り目のないものに限ります。
各トレイの用紙設定で用紙厚さを［厚紙 2］に、用紙サイズを［郵便ハガキ］、［往復ハ
ガキ］のいずれかに設定してください。

はがき、厚紙（164 300g/m2（141 258kg））、ハクリ紙（ラベル紙）をセットするとき
は、上限表示を超えないようにセットしてください。紙厚や用紙の状態により、セット
できる枚数は異なります。
厚紙（164 300g/m2（141 258kg））をセットするときは、用紙設定で［厚紙 1］、［厚紙 2］、
［厚紙 3］のいずれかを選択してください。『ネットワーク＆システム初期設定編』 「シス
テム初期設定」を参照してください。
ハクリ紙（ラベル紙）に印刷するときは、各トレイの用紙厚さを［厚紙 1］、［厚紙 2］の
いずれかに設定してください。
ハクリ紙（ラベル紙）にカールやそりがある場合は矯正してからセットしてください。
トレーシングペーパー（第二原図用紙）は、縦目通紙でお使いください。用紙には繊維
の流れる方向（すき目）によって、縦目（T 目）と横目（Y 目）があります。用紙は推奨
すき目にしたがってセットします。
トレーシングペーパー（第二原図用紙）は吸湿によりカールしやすいため、カールが大
きい場合は矯正してからセットしてください。
大量給紙トレイまたはワイド大量給紙トレイのどちらかが装着されている場合は、手差
しトレイ（トレイ 7）で使用できる不定形サイズの最大幅が次のように変わります。
大量給紙トレイを装着しているときの最大幅：305.0mm
ワイド大量給紙トレイを装着しているときの最大幅：330.2mm

大量給紙トレイが装着されている場合、13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、123/5 181/2 、
13 18 、SRA3 、SRA4 、226 310mm 、310 432mm の用紙は手差しトレイ（ト
レイ 7）にセットできません。
コート紙をワイド大量給紙トレイにセットするときは、用紙設定で、各トレイの用紙種
類を［コート紙］に、用紙厚さを［厚紙 1］に設定してください。



用紙について

3

用紙をセットするときは、さばいてから使用してください。
レターヘッド紙を使用するとき、機能によって用紙のセット方向や向きが違います。「天
地の向き・表裏のある用紙に印刷する」を参照してください。
同じサイズ、同じ方向の用紙が複数の給紙トレイにセットされていると、用紙がなくなっ
たとき自動的に手差しトレイ（トレイ 7）を除く他の給紙トレイから続けて給紙すること
ができます。
コート紙と NCR ペーパーは正式にはサポートしていません。ご使用にあたっては、事前
にお客様にて十分評価を行った上で使用可否を判断してください。また、初めてコート
紙または NCR ペーパーをご使用になる場合は、ワイド大量給紙トレイに別途部品（コー
ト紙専用給紙コロ（EPDM コロ））が必要なため個別対応となりますので弊社担当営業経
由でご相談ください。

P.85 「天地の向き・表裏のある用紙に印刷する」

厚紙
厚紙をセットするときの推奨条件について説明します。
本体給紙トレイまたは大量給紙トレイに 127 216g/m2（110 180kg）の厚紙をセットする
とき、手差しトレイ（トレイ 7）に 127 256g/m2（110 220kg）の厚紙をセットするとき、
ならびにワイド大量給紙トレイに 127 300g/m2（110 258kg）の厚紙をセットするとき
は、以下の推奨条件でご使用ください。推奨条件以外で使用すると、紙づまりの原因になっ
たり、印刷品質に影響が出る場合があります。
推奨室内環境：温度 20 25 ℃、湿度 30 65％の室内環境で、同一環境で保管された用紙
を使用してください。
本体給紙トレイに厚紙をセットするときは、20 枚以上をセットしてください。また、用
紙をセットした後、サイドフェンスを用紙へ軽く突き当て直してください。
用紙のそり：用紙がそっている場合には、セットする前にそりを直してください。
表面が滑らかな厚紙を使用するときは、紙づまりや重送が発生する場合がありますので、
印刷のたびに用紙をさばいてからセットしてください。また、用紙をさばいてからセッ
トしても重送、紙づまりが発生する場合は、1 枚ずつ用紙をセットしてください。

推奨条件で使用した場合でも、用紙によっては正常な動作および品質の保証ができない
場合がありますので事前に十分に評価をした上でご使用ください。
用紙に縦スジ（折れ癖）が目立つ場合があります。
印刷後のカールが大きい場合があります。その際は矯正してください。
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用紙の種類ごとの注意
使用できる用紙種類の注意事項について説明します。

普通紙

項目 説明

用紙厚さ 52 105g/m2（45 90kg）

操作部の設定 工場出荷時、［用紙種類］は［表示しない］に設定されています。

他の用紙種類が設定されている場合は、以下の手順で設定します。 

［用紙設定］キーを押す 用紙種類を設定したいトレイを選択 ［用

紙種類］で［表示しない］を選択 ［用紙厚さ］で［普通紙］を選択

プリンタードライバーの設定 ［用紙種類］で［普通紙］を選択

給紙可能トレイ すべてのトレイで給紙可

用紙セット可能枚数 トレイ 1：1,100 枚

トレイ 2、3：550 枚

トレイ 4、5（大量給紙トレイ）：1,100 枚

トレイ 6（大量給紙トレイ）：2,800 枚

トレイ 4、6（ワイド大量給紙トレイ）：1,100 枚

トレイ 5（ワイド大量給紙トレイ）：2,200 枚

手差しトレイ（トレイ 7）：550 枚

セットする用紙の量はトレイ内に示された上限表示を超えないよう

にしてください。（紙厚 0.1mm 相当の仕様）

両面印刷 可
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厚紙

薄紙

項目 説明

用紙厚さ 106 300g/m2（106 258kg）

［中厚口］：106 163g/m2（106 135kg）

［厚紙 1］：164 216g/m2（141 180kg）

［厚紙 2］：217 256g/m2（187 220kg）

［厚紙 3］：257 300g/m2（221 258kg）

操作部の設定 ［用紙設定］キーを押す 用紙種類を設定したいトレイを選択 ［用

紙種類］で通常画面に表示させたい用紙種類を選択 ［用紙厚さ］

で［中厚口］、［厚紙 1］、［厚紙 2］または［厚紙 3］を選択

プリンタードライバーの設定 ［用紙種類］から操作部で設定した用紙種類を選択

給紙可能トレイ ［中厚口］：すべてのトレイで給紙可

［厚紙 1］：トレイ 1 3、A3 トレイキット、トレイ 4、5（大量給紙

トレイ）、トレイ 4 6（ワイド大量給紙トレイ）または手差しト

レイ（トレイ 7）から給紙可

［厚紙 2］：A3 トレイキットまたは手差しトレイ（トレイ 7）から

給紙可
［厚紙 3］：トレイ 5（ワイド大量給紙トレイ）から給紙可

用紙セット可能枚数 セットできる用紙の量は用紙の厚さや状態により異なります。
セットする用紙の量はトレイ内に示された上限表示を超えないよ
うにしてください。

両面印刷 ［中厚口］、［厚紙 1］、［厚紙 2］：可

［厚紙 3］：不可

その他の注意 厚紙の仕様推奨条件については、「厚紙」を参照してください。

項目 説明

用紙厚さ 40 51g/m2（35 44kg）

操作部の設定 ［用紙設定］キーを押す 用紙種類を設定したいトレイを選択 ［用

紙種類］で通常画面に表示させたい用紙種類を選択 ［用紙厚さ］

で［薄紙］を選択

プリンタードライバーの設定 ［用紙種類］から操作部で設定した用紙種類を選択

給紙可能トレイ トレイ 5（ワイド大量給紙トレイ）

用紙セット可能枚数 セットできる用紙の量は用紙の厚さや状態により異なります。
セットする用紙の量はトレイ内に示された上限表示を超えないよ
うにしてください。

両面印刷 不可

その他の注意 薄紙はステープルで留めたりパンチ穴を開けたりすることはできま

せん。
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OHP フィルム

レターヘッド付き用紙

項目 説明

操作部の設定 ［用紙設定］キーを押す 用紙種類を設定したいトレイを選択 ［用

紙種類］で［OHP］を選択

プリンタードライバーの設定 ［用紙種類］で［OHP フィルム］を選択

給紙可能トレイ トレイ 2 6 または手差しトレイ（トレイ 7）

用紙セット可能枚数 セットできる用紙の量は用紙の厚さや状態により異なります。
セットする用紙の量はトレイ内に示された上限表示を超えないよ
うにしてください。

両面印刷 不可

その他の注意 OHPフィルムはステープルで留めたりパンチ穴を開けたりするこ

とはできません。
OHPフィルムは印刷のたびに、さばいてからセットしてください。

項目 説明

操作部の設定 ［用紙設定］キーを押す 用紙種類を設定したいトレイを選択 ［用

紙種類］で［レターヘッド］を選択 ［用紙厚さ］で［薄紙］、［普通

紙］、［中厚口］、［厚紙 1］、［厚紙 2］、［厚紙 3］のいずれかを選択

プリンタードライバーの設定 ［用紙種類］で［レターヘッド付き用紙］を選択

給紙可能トレイ すべてのトレイで給紙可

用紙セット可能枚数 セットできる用紙の量は用紙の厚さや状態により異なります。
セットする用紙の量はトレイ内に示された上限表示を超えないよ
うにしてください。

両面印刷 可

その他の注意 ［薄紙］か［厚紙 3］を設定した場合、ステープルまたはパンチ機

能は使用できません。
レターヘッド紙やビジネス用便箋など、天地の向きや表裏がある
用紙は、用紙の組み合わせなどによって、正しく印刷されないこ
とがあります。セット方法については「天地の向き・表裏のある
用紙に印刷する」を参照してください。
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ハクリ紙（ラベル紙）

コート紙 *1 

*1 コート紙は正式にはサポートしていません。

項目 説明

操作部の設定 ［用紙設定］キーを押す 用紙種類を設定したいトレイを選択 ［用

紙種類］で［ラベル紙］を選択

プリンタードライバーの設定 ［用紙種類］で［ラベル紙］を選択

給紙可能トレイ トレイ 5 から給紙可

用紙セット可能枚数 セットできる用紙の量は用紙の厚さや状態により異なります。
セットする用紙の量はトレイ内に示された上限表示を超えないよ
うにしてください。

両面印刷 不可

その他の注意 ラベル紙はステープルで留めたりパンチ穴を開けたりすることはで

きません。

項目 説明

操作部の設定 ［用紙設定］キーを押す 用紙種類を設定したいトレイを選択 ［用

紙種類］で［コート紙］を選択

プリンタードライバーの設定 ［用紙種類］で［コート紙］を選択

給紙可能トレイ トレイ 4 6（ワイド大量給紙トレイ）から給紙可

用紙セット可能枚数 セットできる用紙の量は用紙の厚さや状態により異なります。
セットする用紙の量はトレイ内に示された上限表示を超えないよ
うにしてください。

両面印刷 可

その他の注意 ［薄紙］か［厚紙 3］を設定した場合、ステープルまたはパンチ機

能は使用できません。
コート紙は重ね折りできません。
コート紙は印刷のたびに、さばいてからセットしてください。
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特殊紙

ハガキ

項目 説明

特殊紙の目安 ご利用の用紙に印刷した結果、他の用紙種類の設定ではきれいに印

刷できない場合に特殊紙として設定してください。

操作部の設定 ［用紙設定］キーを押す 用紙種類を設定したいトレイを選択 ［用

紙種類］で［特殊紙］を選択

プリンタードライバーの設定 ［用紙種類］で［特殊紙］を選択

給紙可能トレイ すべてのトレイで給紙可

用紙セット可能枚数 セットできる用紙の量は用紙の厚さや状態により異なります。
セットする用紙の量はトレイ内に示された上限表示を超えないよ
うにしてください。

両面印刷 可

その他の注意 ［薄紙］か［厚紙 3］を設定した場合、ステープルまたはパンチ機

能は使用できません。

項目 説明

操作部の設定 ［用紙設定］キーを押す 用紙種類を設定したいトレイを選択 ［用紙

厚さ］で［厚紙 2］を選択 ［用紙サイズ］で［郵便ハガキ］または

［往復ハガキ］を選択

プリンタードライバーの設定 ［印刷用紙サイズ］で［郵便ハガキ］、［往復ハガキ（SEF）］または

［往復ハガキ（LEF）］を選択

給紙可能トレイ トレイ 4 6（ワイド大量給紙トレイ）または手差しトレイ（トレイ 7）

用紙セット可能枚数 セットできる用紙の量は用紙の状態により異なります。
セットする用紙の量はトレイ内に示された上限表示を超えないよ
うにしてください。

両面印刷 不可

使用できないハガキ インクジェットプリンター専用ハガキ
私製ハガキ
絵ハガキなどの厚いハガキ、絵入りハガキなど裏写り防止用の粉
のついているハガキ、他のプリンターで一度印刷したハガキ、表
面加工されているハガキ、表面に凸凹のあるハガキ

その他の注意 絵入りのハガキなどを給紙すると、絵柄裏写り防止用の粉が給紙
ローラーに付着し、給紙できなくなる場合があります。
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ハガキをセットするときは図のように、ハガキをさばいて端をそろえます。

ハガキがそっていると、正しく送られなかったり、印刷品質に影響が出る場合がありま
す。セットする前にそりが下図の範囲になるように直してください。

BSB025S

BSB023D

BSB024D
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ハガキの先端部が曲がっていると、正しく送られなかったり、印刷品質に影響が出る場
合があります。セットする前に先端部を図のように指でのして曲がりを直してください。

ハガキの裏面にバリ（裁断したときにできた返し）があるときは、ハガキを平らな場所
に置き、定規などを水平に 1 2 回動かしてハガキの 4 辺のバリを取り除き、バリを取り
除いたときに出た紙粉を払います。
給紙トレイにセットするときは、印刷面を下にしてセットしてください。
大量給紙トレイ、ワイド大量給紙トレイまたは手差しトレイ（トレイ 7）にセットすると
きは、印刷面を上にしてセットしてください。
ハガキの両面に印刷する場合は、印字が少ない面 印字が多い面の順で印刷すると、よ
り良い印刷品質が得られます。

ワイド大量給紙トレイには、重送や紙づまりを低減するための送風機能があります。送
風時間は調整できます。詳しくは、『ネットワーク＆システム初期設定編』 「オペレー
ター用調整項目／特別オペレーター用調整項目で設定できる項目」を参照してください。
ワイド大量給紙トレイは、送風機能のファンによる音が発生しますが、故障ではありま
せん。
カール量が大きい用紙を使用中に、頻繁に紙づまりが発生する場合は、カール矯正レベ
ルを調整することによって紙づまりを低減できます。詳しくは、ネットワーク＆システ
ム初期設定編』 「オペレーター用調整項目／特別オペレーター用調整項目で設定でき
る項目」を参照してください。

P.85 「天地の向き・表裏のある用紙に印刷する」
P.105 「厚紙」

BSB026S
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印刷範囲
印刷範囲について説明します。
本機の印刷範囲は以下の図のとおりです。

用紙

1 0.5 3.5mm

2 0.5 3.5mm

3 2 6mm

4 0.3 4mm

プリンタードライバーや印刷条件の設定によっては印刷範囲外の余白まで印刷すること
ができますが、上の 2 6mm、左右の 0.5 3.5mm ずつと下の 0.3 4mm は推奨する印刷
範囲に含まれていません。

BSB022D
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使用できない用紙
本機で使用できない用紙について説明します。

次のような表面が加工された用紙は使用しないでください。故障の原因になります。
インクジェット用紙／ジェルジェット用紙
感熱紙
アート紙
銀紙
カーボン紙
導電性の用紙
ミシンがけ用紙
ふちどり用紙
インデックス紙（スタッカー・トレイへの排紙時のみ使用不可）

印刷済み用紙の二重通しはしないでください。故障の原因になります。（二重通しとは、
同じ印刷面に印刷することです。）

次の用紙はセットしないでください。紙づまりが発生する場合があります。
そり、折れ、しわのある用紙
穴が空いている用紙
ツルツルすべる用紙
破れのある用紙
すべりにくい用紙
薄くてやわらかい用紙
表面に紙粉が多い用紙

目の粗いまたは凹凸のある用紙に印刷すると画像がかすれることがあります。
本機以外で一度印字された用紙は再使用しないでください（用紙の保管状態によっては、
紙詰まりなどが発生する場合があります）。
絵入りのはがきなどを給紙すると、絵柄裏写り防止用の粉が給紙ローラーに付着し、給
紙できなくなる場合があります。

P.188 「消耗品について」

ステープラーの針がついたままの用紙の再利用や銀紙、カーボン含有紙
等の導電性の用紙は使用しないでください。火災の原因になります。
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用紙の保管
用紙の保管方法を説明します。
用紙の保管には、次の注意を守ってください。
直射日光の当たらないところに置いてください。
乾燥したところ（湿度 70% 以下）に置いてください。
平らなところに置いてください。
用紙は立てかけないでください。

一度開封した用紙は湿気を吸わないようにポリ袋に入れてください。
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4. トナー、ステープルの針がなく
なったとき
4

トナーやステープルなどがなくなったときの補充方法について説明します。

トナーがなくなったとき
トナーがなくなったときの対応について説明します。また、トナーの保管の際の注意事項
を記載しています。

トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器を火中に
投入しないでください。トナー粉がはねて、やけどの原因になります。

トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器は、子供
の手に触れないようにしてください。もし子供が誤ってトナーを飲み込
んだ場合は、直ちに医師の診断を受けてください。

トナー（使用済みトナーを含む）を吸い込んだ場合は、多量の水でうが
いをし、空気の新鮮な場所に移動してください。必要に応じて医師の診
断を受けてください。

トナー（使用済みトナーを含む）が目に入った場合は、直ちに大量の水
で洗浄してください。必要に応じて医師の診断を受けてください。

トナー（使用済みトナーを含む）を飲み込んだ場合は、胃の内容物を大
量の水で希釈してください。必要に応じて医師の診断を受けてくださ
い。

紙づまりの処置やトナー（使用済みトナーを含む）を補給または交換す
るときは、トナーで衣服や手などを汚さないように注意してください。
トナーが手などの皮膚についた場合は、石鹸水でよく洗い流してくださ
い。
衣服についた場合は、冷水で洗い流してください。温水で洗うなど加熱
するとトナーが布に染み付き、汚れが取れなくなることがあります。

トナー容器を無理に開けないでください。トナーが飛び散った場合、ト
ナーを吸い込んでしまったり、服や手を汚す原因となります。
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トナーは必ず補給表示が出てから補給してください。
違うタイプのトナーを使うと、故障の原因になります。
電源を入れたままトナーを補給します。電源を切ると設定した内容が取り消され、印刷
を再開できません。
トナーボトルを取り外した後、トナーボトルの口を下に向けたまま振らないでください。
残ったトナーが飛散することがあります。
トナーボトルを何度も抜き差ししないでください。トナーが漏れることがあります。
トナーは直射日光の当たらない、低温で乾燥したところに置いてください。
トナーは平らなところに置いてください。

「 交換用のトナーボトルがあるか確認してください。」と表示されると、もうすぐトナー
がなくなります。交換用のトナーを用意してください。
トナーは「 トナーを補給してください」と表示されてから交換してください。
メッセージが表示されてから、約 200 枚印刷できますが、印刷がかすれることがあります。
早めに交換してください。
トナーが 1 本なくなっても、もう 1 本のトナーで印刷を継続し、その間に空になったト
ナーボトルの交換ができます。
「 トナー補給」の画面では、交換に必要なトナー名称と交換手順が確認できます。
［システム状態］を押すと消耗品発注先の電話番号が確認できます。システム状態につい
ては、『トラブル解決編』 「本機の状態や設定内容を確認する」を参照してください。



トナーがなくなったとき
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トナーを補給する
トナーを補給する方法について説明します。

「本体各部の名称とはたらき」を参照し、トナーカバーを開けてください。

トナーが 2 本ともないときは、下の補給口を優先してセットしてください。

トナーボトルの中ブタは開けないでください。

使用済みトナーについて
使用済みトナー容器を廃棄する場合は、トナー粉が飛び散らないように箱または袋に入れ
て保管してください。
保管したトナー容器は、ホームページからの回収、お申し込みを行なっております。
詳しくは、同梱の『使用済み消耗品の回収のご案内』を参照してください。
当社の回収・リサイクル活動にご協力ください。なお、お客様で処理される場合は、一般
のプラスチック廃棄物と同様に処理をしてください。

BSB021D
119



4.  トナー、ステープルの針がなくなったとき

120

4

消耗品の廃棄について
お客様にて使用済みのトナーボトル、トナーを廃棄する場合は、法令、条例にしたがって
産業廃棄物として処分をお願いします。
トナーが付着しているトナーボトルおよびトナーは不燃物として処理し、火中には絶対投
じないでください。
お客様が処理業者に処理を委託する場合、（財）日本産業廃棄物処理振興業センターが発行
する伝票（産業廃棄マニュフェスト）への記載が必要となる場合、下記に種類、特性など
を示しますので、伝票記載時の参考としてください。
また、伝票の備考欄に “火中に絶対投じないこと” とご記入ください。

産業廃棄物処理マニュフェスト情報

消耗品内訳 マニュフェスト情報

名称 具体的内容 種類（コード） 形状
重金属等

特性
有無 （コード）

トナーボトル トナー補給後のからに

なったボトル

廃プラスチック

（06）
固形 無 －

トナー 回収トナーとその容器 廃プラスチック

（06）
固形 無 －



ステープラーの針がなくなったとき

4

ステープラーの針がなくなったとき
ステープラーの針がなくなったときの対応について説明します。

カートリッジは当社製品をお使いください。違うタイプのカートリッジを使うとステー
プルされなかったり、針づまりの原因になります。指定のカートリッジをご使用くださ
い。詳しくは、「消耗品について」を参照してください。

カートリッジの両端を押さえても上部ユニットが引き上がらないときは、カートリッジ
の針がまだ残っています。針を補給しないでそのまま使用してください。
ステープラーの針の補充方法は、フィニッシャーによって異なります。フィニッシャー
を確認して、補充してください。フィニッシャーの種類については、「おもなオプション
の名称とはたらき」を参照してください。

3000枚フィニッシャーをご利用のとき
ステープラーの針の補充方法について説明します。

フィニッシャーを閉じるとき、上部のすきまに手を引き込まれないよう
にしてください。

BSB026D
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2500枚中とじフィニッシャーをご利用のとき
ステープラーの針の補充方法について説明します。

BSB027D



ステープラーの針がなくなったとき

4

2500枚中とじフィニッシャー（中とじ）をご利用のとき
ステープラーの針（中とじ）の補充方法について説明します。

BQW034D
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5. 文字入力のしかた
5

本機で文字を入力する方法について説明します。

文字の入力のしかた
文字の入力のしかたについて説明します。
文字は、カーソルの個所に入力されます。カーソルの上に文字があるときは、その文字の
前に挿入されます。入力できる文字は次のとおりです。

入力できる文字
入力できる文字について説明します。
以下の文字を入力できます。
カタカナ
ひらがな
漢字
JIS 第一水準漢字、JIS 第二水準漢字
アルファベット
記号
数字
0123456789

漢字に変換する際、一度に入力できる文字数は 10 文字までです。
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入力画面とキーについて
入力画面とキーについて説明します。
以下のように、入力を切り替えることができます。

［配列切替］
キーの配列を切り替えます。切り替えられる配列は「ABC 型」と「QWERTY 型」です。

ABC 型

QWERTY 型

［かな］
ひらがなの入力モードになります。

［カナ］
カタカナの入力モードになります。

［英数］
アルファベットと数字の入力モードになります。



文字の入力のしかた

5

［記号］
記号（記述・学術・一般・文字）の入力モードになります。

［半角／全角］
全角と半角を切り替えます。全角のときは「全」、半角のときは「半」が表示されます。
半角にできない文字もあります。半角にできる文字は「入力文字一覧」を参照してくだ
さい。

［Shift Lock］
アルファベットの大文字と小文字を切り替えます。また、QWERTY 型の配列でひらがな、
カタカナの拗音を入力するときに押します。

［区点コード］
区点入力モードになります。読みがわからず漢字を見つけられないときや、JIS 第二水準
の漢字を入力するときは、その漢字の区点コードを入力します。
［←］［→］
カーソルを左右に移動します。カーソルを移動して文字を入力すると、カーソルの前に
文字が挿入されます。
［後退］
カーソルの前の文字を 1 つ消去します。

［全消去］
入力した文字をすべて消去します。

［変換］
入力したひらがなを漢字に変換します。

［無変換］
入力したひらがなをそのままひらがなとして確定します。

［空白］
空白を入れます。

［定型文字列］
登録した定型文字列を入力できます。

QWERTY 型の配列は「英数」、「ひらがな」、「カタカナ」の入力モードのときに使えます。
テンキーでも数字を入力することができます。

P.134 「定型文字列を呼び出す」
P.135 「入力文字一覧」
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入力のしかた
具体的な入力のしかたを説明します。

ひらがな／カタカナ
画面の表示をひらがなにするときは［かな］を押します。
画面の表示をカタカナにするときは［カナ］を押します。
ひらがなは入力したあと、［無変換］を押します。
全角カタカナと半角カタカナを切り替えるときは［半角／全角］を押します。
QWERTY 型の配列のときは、［Shift Lock］を押すと拗音に切り替えることができます。

漢字
ひらがなを入力し、［変換］を押します。画面に同じ読みの漢字が表示されるので、入力
する漢字を選択します。
表示されていない漢字を見るときは、［ 前へ］または［ 次へ］を押します。
変換をやめたいときは、［変換取消］を押します。
漢字の読みがわからないときは、区点で入力します。

区点
［区点コード］を押し、入力する漢字の区点コードを入力します。区点コードは「入力文
字一覧」で調べます。
例：「亜」を入力するときは、［1］［6］［0］［1］を押します。

アルファベット／数字
画面の表示をアルファベットと数字にするときは［英数］を押します。［Shift Lock］を押
すと大文字または小文字に切り替えることができます。また、全角英数字と半角英数字
を切り替えるときは［半角／全角］を押します。

記号
［記号］を押します。「記号」には次の見出しがあり、見出しを押すと、画面が切り替わ
ります。
記述
学術
一般
文字

［記述］［学術］［一般］では全角と半角を切り替えることができます。全角記号と半角記
号を切り替えるときは［半角／全角］を押します。
見出しに含まれる文字については「入力文字一覧」を参照してください。

ひらがな・漢字は半角では入力できません。

P.135 「入力文字一覧」



文字の入力のしかた

5

実際に入力してみる
文字の入力のしかたを実際の手順に沿って説明します。
例：「縦の Ａ4」という名称を付ける（「Ａ」は全角、「4」は半角で入力）

1 ［かな］を押して表示をひらがなにします。

2 ［た］［て］を押します。

3 ［変換］を押します。
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4 表示された候補から［縦］を押します。

5 ［の］を押します。

6 ［無変換］を押します。



文字の入力のしかた

5

7 ［英数］を押します。

8 ［半角／全角］を押します。

9 ［Shift Lock］を押します。
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10 ［A］を押します。

11 ［Shift Lock］を押します。

12 ［半角／全角］を押します。



文字の入力のしかた

5

13 ［4］を押します。

14 ［OK］を押します。
「縦の Ａ4」という名称が入力されます。

手順 2  、 5  、 10  、 13  で入力を間違えたときは、［後退］を押して入力し直します。
手順 4  で変換を取り消す場合は、［変換取消］を押します。
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定型文字列を呼び出す
「定型文字列登録／変更／消去」で登録した文字列を呼び出して使うことができます。
「定型文字列登録／変更／消去」の設定方法は『ネットワーク＆システム初期設定編』 「シス
テム初期設定」を参照してください。

1 ［定型文字列］を押します。

2 呼び出したい文字列を選択します。



入力文字一覧
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入力文字一覧
入力できる文字の一覧です。

複雑な文字を表示したり、印字するとき、文字の一部を簡略化することがあります。

BAU035D
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BAU036D
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BAU037D
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BAU038D
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BAU039D
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BAU040D
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BAU041D
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6. 使用説明書について
6

本機の使用説明書について説明します。

画面で見る使用説明書の使いかた
画面で見る使用説明書の使いかたを説明します。

PDF形式の使用説明書
付属の CD-ROM には PDF 形式の使用説明書が収録されています。

Windows Vistaを使用している場合、CD-ROMから開くには管理者権限が必要です。Administrator
グループのメンバーとしてログオンしてください。

ファイル格納場所
同梱の CD-ROM 内の次のフォルダに格納されています。
MANUAL_PDF

1 ［マニュアルを見る］をクリックします。

2 見たい使用説明書を選択します。

PDF形式の使用説明書を表示するには、Adobe Acrobat Reader/Adobe Readerが必要です。
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7. スタッカーの取り扱いについて
7

スタッカーの取り扱いについて説明します。

スタッカーから出力紙を取り出す
スタッカー・トレイに出力された用紙を取り出す方法について説明します。

台車はスタッカー・トレイに出力された用紙を運搬するためだけに使用し、他のものは
絶対に載せないでください。
スタッカーの内部には絶対に入らないでください。
スタッカーへの排紙について
電源投入時スタッカーに用紙がある場合は、そのスタッカーには排紙できません。
スタッカー上トレイへの排紙は、フィニッシャーが接続される構成では、できません。
さらに、スタッカー 2 台の場合には、1 台目（プリンタ寄り）のスタッカー上トレイ
には排紙できません。

1 トレイ下降ボタンを押します。

スタッカー・トレイの下降が完了すると、トレイ昇降 LED が点滅から点灯に変わり
ます。

BQX154S
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2 スタッカー前カバーを開けます。

3 台車をゆっくりと引き出します。

積載された用紙が崩れないように注意してください。

4 用紙押さえで出力紙の最上部を押さえます。

BQX140S

BQX143S

BQX141S



スタッカーから出力紙を取り出す

7

5 用紙押さえのレバーを手前に引きます。

6 出力紙を運搬して台車から降ろします。

7 用紙押さえを元の位置に戻します。

8 台車をスタッカーの内部に戻します。

BQX145S

BQW043S

BQX156S
147



7.  スタッカーの取り扱いについて

148

7

台車を戻すときは、斜めにならないように注意し、まっすぐに格納してください。

9 スタッカー前カバーを閉めます。
スタッカー・トレイが自動上昇し、上昇が完了するとトレイ昇降 LED の点滅が消灯
します。

スタッカーを移動する場合は、必ず台車を取り出してから行ってください。
台車は追加購入することもできます。詳しくは弊社担当営業にお問い合わせください。

BQX142S
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スタッカーを連結して使用する
スタッカーは 2 台連結して使用することもできます。1 台目のスタッカー・トレイが満杯
になったとき、2 台目のスタッカー・トレイに出力を引き継ぎます。片方のスタッカー・ト
レイへ出力が行われているときに、もう一方のスタッカー・トレイの台車を出し入れする
ことが可能です。

スタッカー・トレイへの出力を自動的に切り替えて使用するには、［初期設定］の［排紙
先設定］で［排紙先］が［自動切り替え］に設定されている必要があります。
スタッカー連結時に［排紙先］が［自動切り替え］に設定されている場合、次の状態の
ときに排紙先のスタッカー・トレイが切り替わります。
出力中のスタッカー・トレイが満杯になり、もう一方のスタッカー・トレイが空の状
態のとき
本体やパソコンで出力先切り替えの設定が行われ、もう一方のスタッカー・トレイが
空の状態のとき

［排紙先］が［自動切り替え］に設定されていても、切り替わり先のスタッカー・トレイ
が空の状態でないときは、出力は停止します。
スタッカーを連結して使用しているときに、スタッカー内部で紙づまりが発生した場合、
紙づまりが発生したスタッカーの用紙づまりボタンが赤色に点灯します。
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スタッカー前カバーをロックする
スタッカーには、前カバーをロックさせるための施錠用金具がついています。前カバーを
ロックすることで、スタッカー・トレイに積載される出力紙を許可なく移動させることを
防止したり、情報漏洩から守ることができます。

南京錠は本機には付属していません。

1 南京錠を施錠用金具に通してロックします。

BQX146S



8. 保守・運用のために
8

本機の保守・運用方法を説明します。

使用上のお願い
ご使用いただく上で、守っていただきたい項目です。

電源ランプが点灯、点滅しているときは主電源スイッチを「スタンバイ」にしないでく
ださい。ハードディスクやメモリーが破損したり、故障の原因になることがあります。
定着ユニットの回りはヒーターの熱で熱くなっていますので、長時間触らないでください。
使用中は換気を良くしてください。本機を換気の悪い部屋で長時間使用すると、臭気が
気になることがあります。快適な作業環境を保つために部屋の換気をすることをお勧め
いたします。
通気口などでは排気により温かいと感じることがありますが、異常ではありません。
寒い所から暖かい所に移動すると、機械内部に結露が生じることがあります。結露が生
じた場合は、1 時間以上放置して環境になじませてからご使用ください。
本体の内部の温度が上昇すると、故障の原因になります。物を置いたり、立て掛けたり
して排気口や吸気口をふさがないようにしてください。
動作中に電源を切らないでください。電源を切るときは、動作が終了していることを確
認してください。「電源の切りかた」、「主電源の切りかた」を参照してください。
動作中に各部のカバーや給紙トレイを開けないでください。用紙がつまることがあります。
重要な印刷物は印刷結果の目視チェックを行って、ダメージのあるものは再印刷をお願
い致します。
電源が入った状態で本機を動かしたり、傾けたりしないでください。また、振動を与え
ないでください。
クリップなどの異物が本体の中に入らないようにしてください。
動作中に本体の上で紙をそろえるなど外的ショックを与えないでください。また本体の
上に乗ったり、大量の原稿や用紙など重いものを置いたりしないでください。
本体の設置場所の温度や湿度の状態によっては、印刷時に用紙から水蒸気が発生し、操
作部奧の排気口で湯気になって見えることがあります。

連休等で長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグを
コンセントから抜いてください。

電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。電
源コードを引っぱらないでください。コードが傷つき、火災や感電の原
因になります。
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温度の変化により機械内部に水滴が生じると適正な印刷品質が得られないことがありま
す。このような不具合を低減するために、結露防止ヒーターをお使いください。
除湿ヒーターと結露防止ヒーターは、機械の内部を暖めることにより湿度を適正な状態
にしています。このため電源スイッチを「スタンバイ」にしたあとも、機械本体はやや
温かい状態を保っています。

P.67 「電源の切りかた」
P.67 「主電源の切りかた」
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8

設置、移動、使用済み製品について
設置、移動、廃棄するときの注意事項を説明します。

本製品は日本国内向けに製造されており、電源仕様の異なる諸外国では使用できません。
日本国外に移動するときは、保守サービスの責任は負いかねます。
安全法規制（電波規制や材料規制など）は各国異なります。これらの規制に違反して、本
製品および消耗品などを諸外国に持ち込むと罰せられることがあります。

移動について
移動するときの注意事項を説明します。

移動距離が大きいときや別の建物に移動するときは販売実施店に、別の階に移動すると
きは弊社担当営業経由で保守会社に連絡してください。なお、この作業は有料となりま
す。

他のフロアの移動など、本機を持ち上げて運搬・移動する場合は、弊社
担当営業経由でご契約の保守会社に依頼してください。機械を落とした
り、倒したりすると、けがや故障の原因になります。
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フロア内移動について
フロア内の移動について説明します。

次のことに注意し、移動してください。
主電源スイッチを「スタンバイ」にしてください。「電源の入れかた、切りかた」を参
照してください。
前カバーなどを閉めてください。
水平を保ち、静かに動かしてください。振動させたり、大きく傾けたりしないでくだ
さい。故障の原因になったり、ハードディスクやメモリーが破損し、蓄積された文書
が消失することがあります。
フィニッシャーなどのオプションが装着されたまま本機を移動するときは、弊社担当
営業経由で保守会社に連絡してください。

P.65 「電源の入れかた、切りかた」

フロア内移動後の調整についての不明点は、弊社担当営業経由で保守会社に依頼くださ
い。なお、この作業は有料となります。

機械を移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いて行って
ください。コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。電
源コードを引っぱらないでください。コードが傷つき、火災や感電の原
因になります。
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移動後の設置条件
移動後の設置条件について説明します。

設置場所について
設置場所について説明します。

次のような場所への移動は避けてください。不適切な場所へ移動すると正常に操作できな
くなったり、故障の原因になったりすることがあります。
低温、低湿または高温、高湿の場所
ご使用いただける環境の範囲は次のとおりです。
温度：10 32 ℃ （ただし 32 ℃時は 54％）
湿度：15 80％ （ただし 80％時は 27 ℃）

直射日光のあたる場所
暖房器具、冷房器具、加湿器に近い場所
振動の激しい場所
換気の悪い場所
ほこりの多い場所
石油ストーブや、アンモニアを発生させる機器（ジアゾコピー機など）の近く
床や台が不安定な場所
水平な場所に設置してください。前後、左右共、高さの差が 5mm 以下になるようにし
てください。
しっかりした床の上に設置してください。台の上に設置するときは、機械の大きさよ
りも面積の広い専用のテーブルのようなしっかりとしたものを選んでください。

超音波加湿器をご使用のお客様へ
超音波加湿器に水道水や井戸水をご使用になると、水の中の不純物が白い粉となり、複
写機の内部に付着して印刷紙の汚れの原因になります。特に長時間連続して加湿器をお
使いになる場合は、加湿器用純水器のご使用をお勧めします。

湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災や感電の原因にな
ります。
ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがの原因になります。

機械を移動したらキャスター留めをするなど固定してください。動いた
り、倒れたりして、けがの原因になります。

換気の悪い部屋や狭い部屋で、長時間連続して使用するときや、大量の
印刷を行うときには、部屋の換気を十分に行ってください。
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設置に必要なスペース
本機の周囲には十分なスペースを設けてください。本機を操作するときや保守会社が作業
をするときなどに必要です。

オプションを装着したときのスペースについては保守会社に確認してください。

手前 100cm

奥行き 50cm

左 100cm

右 100cm

BSB014D
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アースについて
オプション機器のアースについて説明します。

オプション機器のアース端子は必ずアース対象物に接続してください。アース対象物は次
のとおりです。
コンセントのアース端子
接地工事（Ｄ 種）を行っているアース線

1 主電源スイッチが「スタンバイ」になっていることを確認します。

2 アース線を接続し、次に電源プラグをコンセントに差し込みます。

アース接続してください。アース接続がされないで、万一漏電した場合
は、火災や感電の原因になります。アース接続がコンセントのアース端
子にできない場合は、接地工事を電気工事業者に相談してください。
アース接続は、必ず電源プラグをコンセントにつなぐ前に行ってくださ
い。また、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを コンセントから

抜いて行ってください。感電の原因になります。

BLA060S
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電源について
電源について説明します。

HT-4561-135 ページプリンターの電源は、電圧が AC200V（周波数は 50/60Hz 共用）で容
量 20A 以上のものを使用してください。
HT-4561-110 ページプリンターの電源は、電圧が AC200V（周波数は 50/60Hz 共用）で容
量 15A 以上のものを使用してください。
電源プラグを抜くと、結露防止ヒーターが切れます。
周辺機は、入力電圧、ブレーカーの容量を確認し、本体とは別のコンセントに接続して
ください。
電源プラグは電源コンセントに直接、しっかりと接続してください。

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。また、タコ足
配線をしないでください。火災や感電の原因になります。
延長コードの使用は避けてください。
電源コードを傷つけたり、破損したり、束ねたり、加工しないでくださ
い。また、重い物を載せたり、引っぱったり、無理に曲げたりすると電
源コードをいため、火災や感電の原因になります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因になり
ます。

機械は電源コンセントにできるだけ近い位置に設置し、異常時に電源プ
ラグを容易に外せるようにしてください。

電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。電
源コードを引っぱらないでください。コードが傷つき、火災や感電の原
因になります。

連休等で長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグを
コンセントから抜いてください。

お手入れの際は安全のために電源プラグをコンセントから抜いて行っ
てください。
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清掃のしかた
本機の清掃方法について説明します。

クリーナーなどの薬品類、シンナーやベンジンなどの有機溶剤は使わないでください。す
きまからしみこんだり、本体のプラスチックが溶けたりして、故障の原因になります。
機械内部など、本書で説明している部分以外の清掃は保守会社に依頼してください。

お手入れの方法
やわらかい布で乾拭きします。乾拭きで汚れが取れないときは、水で濡らして固く絞っ
た布で拭きます。また、水でも取れない汚れは中性洗剤を使って拭きます。水拭き後、乾
拭きをして水気を十分に取ります。

電源プラグの清掃
電源プラグの清掃について説明します。

電源プラグを抜くときは、主電源スイッチを「スタンバイ」にしてください。「電源の入
れかた、切りかた」を参照してください。

お手入れの方法
乾いた布で、ほこりを取り除きます。

P.65 「電源の入れかた、切りかた」

電源プラグは年に１回以上コンセントから抜いて、プラグの刃と刃の周
辺部分を清掃してください。ほこりがたまると、火災の原因になります。

BQW028S
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カウンター
カウンターを確認します。

トータルカウンター、GPCカウンターを表示する
プリンター機能で使用した枚数の合計をカウンター表示します。
カウンターの一覧を印刷することもできます。

1 ［カウンター］キーを押します。

2 カウンター一覧を印刷するときは、［カウンター一覧印刷］を押します。

3 ［スタート］キーを押します。
カウンター一覧が印刷されます。

4 ［終了］を押します。

BSB010D
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カウンターの進みかた
カウンターは、1 枚（1 面）出力するたびに「1」ずつ進みます。両面の場合は、表面、裏
面、1 面ずつになり、「2」カウンターが進みます。
カウントする動作、カウントしない動作は次のとおりです。

カウントする動作
プリンター
テスト印刷（一括リスト印刷、システム設定リスト、エラー履歴、印刷条件リスト、
メニューリスト、登録フォームリスト、全文字印刷、フォントリスト、PS 情報リス
ト、PDF 情報リスト、ヘキサダンプ）
ユーザー別カウンター一覧印刷
問い合わせ情報の印刷

カウントしない動作
カウンター一覧印刷
エラーレポートの印刷
インターフェース設定リストの印刷
印刷しない表紙、章区切り紙、合紙、仕切紙を紙送りする動作
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問い合わせ情報
機械の修理依頼、トナーの発注などの連絡先を確認することができます。確認できる項目
は次のとおりです。

消耗品
発注先電話番号
トナー名称
ステープル名称
ステープル名称（中とじ）

機械修理
連絡先電話番号
機械番号

営業窓口
連絡先電話番号

「電話番号」の登録は、保守会社が行います。

1 ［初期設定 / 問い合わせ情報］キーを押します。

BSB011D



問い合わせ情報

8

2 ［問い合わせ情報］を押します。

問い合わせ情報が表示されます。

3 問い合わせ情報を印刷するときは、［連絡先一覧印刷］を押します。

4 ［スタート］キーを押します。
問い合わせ情報が印刷されます。

5 ［終了］を 2 回押します。
163



8.  保守・運用のために

164

8

漏電ブレーカーについて
漏電ブレーカーの点検について説明します。

感電を防止するため、本機には漏電ブレーカーが付いています。漏電ブレーカーは通常、
「オン」の状態（「 」の状態）になっています。
年に 1 回は必ず次の手順に従って漏電ブレーカーの点検を行ってください。

点検を行って漏電ブレーカーが正常に動作しなかった場合は、保守会社に連絡してくだ
さい。

1 主電源スイッチを「スタンバイ」にします。

2 ボールペンの先などで漏電ブレーカーのテストボタンを押します。

3 ブレーカーのスイッチが「オフ」側へ倒れることを確認します。

本機の漏電ブレーカーが「オフ」になっているときは、それを「オン」に
しないでください。感電、発火、発煙または屋内ブレーカーが落ちる原
因となる可能性があります。

BJU081S

BJU082S
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4 漏電ブレーカーのスイッチを「オン」側へ戻します。

5 主電源スイッチを「オン」にします。

主電源スイッチが「オン」になっていても本機が動作しないときは、漏電ブレーカーが
「オフ」になっていないかを確認してください。漏電ブレーカーが「オフ」になっている
場合はそれを「オン」にせずに、必ず保守会社に連絡してください。
主電源スイッチが「オン」になっていてもオプションが動作しないときは、漏電ブレー
カーが「オフ」になっていないかを確認してください。漏電ブレーカーが「オフ」になっ
ている場合はそれを「オン」にせずに、必ず保守会社に連絡してください。

BJU083S
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9. 付録
9

使用上のお願い・おもな付属品・用紙・消耗品、お問い合わせ先について説明します。

CD-ROM 収録ソフトウェアについて
ここでは、本機に同梱されている CD-ROM について説明します。

ファイル一覧
CD-ROM の収録ソフトウェア一覧です。

詳細は各ソフトウェアの説明を参照してください。

ファイル名 参照

SETUP.EXE 『プリンター機能編』 「印刷するための準備」

M ドライバー P.168 「M ドライバー」

標準 Post Script ドライバー 『PostScript 3 ガイド』

フォルダ名 マニュアル名

Manual

本機をお使いになる方へ

プリンター機能編

トラブル解決編

ネットワーク＆システム初期設定編

セキュリティ編

PostScript ３ガイド

Windows 7/8/8.1/Windows Server 2008 R2/2012/2012 R2 対応版 ドライ

バーガイド
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Mドライバー
Windows から印刷するために必要なソフトウェアです。
ドライバーは、本書に記載の M ドライバーとは別に標準 PostScript ドライバーがあります。
標準 PostScript ドライバーについては、別冊の『Postscript 3 ガイド』を参照ください。

インストールには管理者権限が必要です。Administrator グループのメンバーとしてログオ
ンしてください。
プリンタードライバーは、付属の CD-ROM からインストールするか、日立製作所のホー
ムページからダウンロードしていただく必要があります。
ドライバーをバージョンアップするには、日立製作所のホームページで本機を選択し、お
使いの OS のドライバーをダウンロードの上お使いください。
（http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/printer/）

動作環境
パソコン
対象 OS が問題なく動作する、PC/AT 互換機
対象 OS
Windows 2000/XP/Vista 日本語版
Windows Server 2003/2003 R2/2008 日本語版
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本体仕様
本体の仕様について説明します。

HT-4561-135 ページプリンター

項目 HT-4561-135 ページプリンター

形式 コンソール型

CPU プリンター部：PowerPC 7448 1.7GHz

システム部：Intel® Pentium®M 1.4GHz

メモリー（容量） プリンター部：1GB
システム部：512MB

ハードディスク（容量） 160GB

ファーストプリントタイム 
*1 

4.3 秒以下

カラー対応 モノクロ

感光体種類 OPC ドラム

印刷方式 8 ビームレーザー＋電子写真方式

現像方式 乾式 2 成分磁気ブラシ 2 段スリーブ現像方式

定着方式 熱ローラ加圧方式

ウォームアップタイム 360 秒以下（温度 23 ℃、定格電圧）

連続印刷速度

（マルチコピー相当）

135 ページ / 分（A4 横）

フォント 和文 〈PS3〉モリサワリュウミン L-KL、中ゴシック BBB 太

ミン A101、太ゴ B101、じゅん 101〈PCL〉Agfa 明朝

L、ゴシック B

英文 〈PCL〉欧文フォント（80 書体 + ビットマップ 1 書体）

〈PS3〉欧文フォント（136 書体）

Unicode 日本語、韓国語、中国語× 2 （4 書体）

オプション 〈PS3〉 2 書体（日立 ANK、日立 OCR-B）、8 書体（日

立書体明朝、日立書体ゴシック、日立書体セット 2 明

朝、日立書体セット 2 ゴシック、JIS2004 セット J 明

朝、JIS2004 セット J ゴシック、JIS2004 セット W 明

朝、JIS2004 セット W ゴシック）

用紙サイズ トレイ 1（本体標準）：A4 横 / レター

トレイ 2 ～ 3（本体標準）：A5/B5/A4 /B4 縦 /A3 縦 / レター /A3 ノビ定

形（304.8 × 457.2mm）縦 / ハーフレター

不定形：幅 :139.7（5.5 インチ）～ 330.2（13 インチ）mm　長さ :139.7

（5.5 インチ）～ 457.2（18 インチ）mm
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*1 （A4 、第 1 給紙）、（本体のみ）
*2 オペレーターコールライト、ワイド大量給紙トレイ、手差しトレイ（トレイ 7）、インサーター、デカーラー、

3000 枚フィニッシャー装着時
*3 デカーラーを含む

用紙紙厚 本体トレイ 1 3： 52 216g/m2（45 180kg）

両面時：52 216g/m2（45 180kg）

（厚紙使用時：推奨条件あり）

用紙種類 普通紙、再生紙、色紙、OHP フィルム、トレーシングペーパー（第二

原図用紙）、ラベル、郵便はがき

解像度 1,200 1,200dpi、600 600dpi、300 300dpi

階調 256 階調

ページ記述言語 PostScript3：PDF Direct 含む、PCL5e、PCL XL

インターフェース プリンター部：ギガビットイーサネット（10BASE-T/100BASE-TX/
1000BASE-T）、IEEE1284
システム部：イーサネット（10BASE-T/100BASE-TX）
対応プロトコル：TCP/IP

音圧レベル（本体のみ） 待機時：47.3dB（A）
稼動時：63.3dB（A）

音響パワーレベル

（本体のみ）

待機時：61.7dB（A）
稼動時：77.8dB（A）

給紙容量 標準：2,200 枚（タンデムトレイ）1 段 550 枚 2 段

最大給紙枚数：8850 枚（本体：3300 枚、オプション：5550 枚）

排紙容量 3000 枚フィニッシャー : 上トレイ 500 枚 + シフトトレイ 3000 枚

2500 枚フィニツシャー : 上トレイ 250 枚 + シフトトレイ 2500 枚

5000 枚スタッカー : 上トレイ 250 枚 + シフトトレイ 5000 枚

最大排紙枚数：12750 枚（オプション）

両面印刷 標準対応

使用電源 200V、20A、50/60Hｚ

消費電力 最大：3060W 以下 *2 

予熱モード時：387W 以下

低電力モード時：142.8W 以下

スリープモード時：55W 以下

完全に電力消費をなくすためには、電源プラグを電源コンセントから

抜いてください。

大きさ

（幅 奥行き 高さ） *3 
1,046.5 860 1,356mm 以下

機械占有寸法（幅 奥行き） 
*3 

1,046.5 860mm

質量 *3 約 320kg

レーザ規格 クラス 1（本製品は JIS C 6802（IEC 60825 1）「レーザ製品の安全基

準」に基づき、“ クラス 1 レーザ製品 ” に該当します。）

項目 HT-4561-135 ページプリンター
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HT-4561-110 ページプリンター

項目 HT-4561-110 ページプリンター

形式 コンソール型

CPU プリンター部：PowerPC 7448 1.7GHz

システム部：Intel® Pentium®M 1.4GHz

メモリー（容量） プリンター部：1GB
システム部：512MB

ハードディスク（容量） 160GB

ファーストプリントタイム *1 5.0 秒以下

カラー対応 モノクロ

感光体種類 OPC ドラム

印刷方式 8 ビームレーザ＋電子写真方式

現像方式 乾式 2 成分磁気ブラシ 2 段スリーブ現像方式

定着方式 熱ローラ加圧方式

ウォームアップタイム 360 秒以下（温度 23 ℃、定格電圧）

連続印刷速度

（マルチコピー相当）

110 ページ / 分（A4 横）

フォント 和文 〈PS3〉モリサワリュウミン L-KL、中ゴシック BBB 太

ミン A101、太ゴ B101、じゅん 101〈PCL〉Agfa 明朝

L、ゴシック B　

英文 〈PCL〉欧文フォント（80 書体 + ビットマップ 1 書体）

〈PS3〉欧文フォント（136 書体）

Unicode 日本語、韓国語、中国語× 2 （4 書体）

オプション 〈PS3〉2 書体（日立 ANK、日立 OCR-B）、8 書体（日

立書体明朝、日立書体ゴシック、日立書体セット 2 明

朝、日立書体セット 2 ゴシック、JIS2004 セット J 明

朝、JIS2004 セット J ゴシック、JIS2004 セット W 明

朝、JIS2004 セット W ゴシック）

用紙サイズ トレイ 1（本体標準）：A4 横 / レター

トレイ 2 ～ 3（本体標準）：A5/B5/A4 /B4 縦 /A3 縦 / レター /A3 ノビ定

形（304.8 × 457.2mm）縦 / ハーフレター

不定形：幅 :139.7（5.5 インチ）～ 330.2（13 インチ）mm　長さ

:139.7（5.5 インチ）～ 457.2（18 インチ）mm

用紙紙厚 本体トレイ 1 3： 52 216g/m2（45 180kg）

両面時：52 216g/m2（45 180kg）

（厚紙使用時：推奨条件あり）

用紙種類 普通紙、再生紙、色紙、OHP フィルム、トレーシングペーパー（第

二原図用紙）ラベル、郵便はがき

解像度 1,200 1,200dpi、600 600dpi、300 300dpi
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*1 （A4 、第 1 給紙）、（本体のみ）
*2 オペレーターコールライト、ワイド大量給紙トレイ、手差しトレイ（トレイ 7）、インサーター、デカーラー、

3000 枚フィニッシャー装着時
*3 デカーラーを含む

音圧レベルは、ISO7779 に基づく実測値であり、オペレータ位置における測定値です。
音響パワーレベルは、ISO7779 に基づく実測値です。

ページ記述言語 PostScript3：PDF Direct 含む、PCL5e、PCL XL

インターフェース プリンター部：ギガビットイーサネット（10BASE-T/100BASE-TX/
1000BASE-T）、IEEE1284
システム部：イーサネット（10BASE-T/100BASE-TX）
対応プロトコル：TCP/IP

音圧レベル（本体のみ） 待機時：47.3dB（A）
稼動時：60.9dB（A）

音響パワーレベル

（本体のみ）

待機時：61.7dB（A）
稼動時：75.9dB（A）

階調 256 階調

給紙容量 標準：2,200 枚（タンデムトレイ）1 段 550 枚 2 段

最大給紙枚数：8850 枚 ( 本体：3300 枚、オプション：5550 枚）

排紙容量 3000 枚フィニッシャー : 上トレイ 500 枚 + シフトトレイ 3000 枚

2500 枚フィニツシャー : 上トレイ 250 枚 + シフトトレイ 2500 枚

5000 枚スタッカー : 上トレイ 250 枚 + シフトトレイ 5000 枚

最大排紙枚数：12750 枚（オプション）

両面印刷 標準対応

使用電源 200V、15A、50/60Hｚ

消費電力 最大：2610W 以下 *2 

予熱モード時：336W 以下

低電力モード時：153.0W 以下

スリープモード時：55W 以下

完全に電力消費をなくすためには、電源プラグを電源コンセントから

抜いてください。

大きさ

（幅 奥行き 高さ） *3 
1,046.5 860 1,356mm 以下

機械占有寸法（幅 奥行き） *3 1,046.5 860mm

質量 *3 約 320kg

レーザ規格 クラス 1（本製品は JIS C 6802（IEC 60825 1）「レーザ製品の安全基

準」に基づき、“ クラス 1 レーザ製品 ” に該当します。）

項目 HT-4561-110 ページプリンター
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デカーラー
用紙のそりを矯正し、紙づまりを防ぎます。

項目 仕様

用紙紙厚 40 300ｇ/m2（35 258kg）

使用可能用紙サイズ A3 、A4 、A5 、A6 、B4 、B5 、B6 、11 17 、

81/2 11 、81/2 51/2 、12 18 、B6 、A6 、81/2 14 、

81/2 13 、81/2 11 、81/4 14 、8 10 、81/2 51/2 、

12 18 、13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、123/5 181/2 、

13 18 、SRA3 、SRA4 、226 310mm 、

310 432mm 、郵便はがき 、往復はがき 、不定形サイズ

最大消費電力 30W 以下（電源は本体から供給）

大きさ（幅 奥行き 高さ） 170 730 980mm

質量 約 30kg
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電波障害について
電波障害について説明します。
他のエレクトロニクス機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響を及ぼすことがあり
ます。特に、近くにテレビやラジオなどがある場合、雑音が入ることがあります。その場
合は、次のようにしてください。
テレビやラジオなどからできるだけ離す。
テレビやラジオなどのアンテナの向きを変える。
コンセントを別にする。

リサイクル部品について
本製品には、新品と同一の当社品質基準に適合した、リサイクル部品を使用している場合
があります。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A 情報技

術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合

には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

 高調波電流規格　JIS　C61000-3-2 適合品
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おもなオプションの仕様
本体に取り付けるおもなオプションについて説明します。

3000 枚フィニッシャー
出力紙を自動的に仕分けます。また、仕分けした用紙をステープラーでとじたり、パン
チ穴を開けたりします。

項目 仕様

収納可能サイズ

（フィニッシャー・上トレイ

の Z 折りなし）

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、B6 、A6 、12 18 、

11 17 、81/2 14 、81/2 11 、81/2 51/2 、81/4 14 、

8 101/2 、8 10 、71/4 101/2 、郵便はがき 、

不定形サイズ、往復はがき 、13 191/5 、13 19 、

123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm

収納可能サイズ

（フィニッシャー・上トレイ

の Z 折りあり）

A3 、B4 、A4 、11 17 、81/2 14 、81/2 11 、8K 、

12 18

収納可能サイズ

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りなし）

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、12 18 、11 17 、

81/2 14 、81/2 11 、81/2 51/2 、81/4 14 、8 10 、

13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、

SRA3 、SRA4 、226 310mm 、310 432mm 、

不定形サイズ

収納可能サイズ

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りあり）

A3 、B4 、A4 、11 17 、81/2 14 、81/2 11 、8K 、

12 18

収納可能枚数

（フィニッシャー・上トレイ

の Z 折りなし）

A4、11 81/2 以下：500 枚

B4、81/2 14 以上：250 枚

収納可能枚数

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りなし・ステープ

ルなし）

A4 、B5 、11 81/2 ：3000 枚

A3 、B4 、A4 、B5 、11 17 、81/2 14 、81/2 11 ：

1500 枚

12 18 、13 191/5 ：1000 枚

A5 、81/2 51/2 ：500 枚

A5 、51/2 81/2 ：100 枚

収納可能枚数

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りなし・ステープ

ルあり）

A4 、B5 、81/2 11 ... とじ枚数が 10 100 枚のときは

200 30 部、とじ枚数が 2 9 枚のときは 150 部

A3 、B4 、11 17 、81/2 14 ... とじ枚数が 10 50 枚のとき

は 150 30 部、とじ枚数が 2 9 枚のときは 150 部

サイズ混載時 ... とじ枚数が 2 50 枚のときは 30 部
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収納可能枚数

（フィニッシャー・上トレイ、

シフトトレイの Z 折りあり・

ステープルなし）

30 枚

収納可能枚数

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りあり・ステープ

ルあり）

とじ枚数が 1 10 枚のときは 30 3 部

用紙紙厚

（フィニッシャー・トレイ）
上トレイ：52 216g/m2（45 180kg）

シフトトレイ：40 300g/m2（35 258kg）

ステープル可能サイズ

（Z 折りなし）
A3 、B4 、A4 、B5 、11 17 、81/2 14 、

81/2 11 、81/4 14 、8 101/2 、8 10

ステープル可能サイズ

（Z 折りあり）

A3 、B4 、11 17

ステープル可能枚数 A4 、B5 、81/2 11 …100 枚

8 10 …50 枚

Z 折り時 …10 枚

ステープル用紙紙厚

（Z 折りなし）
64 80g/m2（55 70kg）（用紙紙厚が 200g/m2 までの、A4 また

は 81/2 11 の表紙用の用紙や合紙用の用紙を、とじ 1 回につき 2

枚まで挿入できます。ただし、全体の厚さが 11mm 以下になる

ようにしてください。）

ステープル用紙紙厚

（Z 折りあり）
64 80g/m2（55 70kg）

ステープル位置 上 1 カ所、左 2 カ所、上 2 カ所、下 1 カ所、斜め、右上 1 カ所、

右 2 カ所

最大消費電力 約 120W 以下（電源は本体から供給）

大きさ（幅 奥行き 高さ） 806 730 980mm

質量 約 75kg

項目 仕様
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2500 枚中とじフィニッシャー
出力紙を自動的に仕分けます。また、仕分けした用紙をステープラーでとじたり、パン
チ穴を開けたり、中とじステープラーでとじて本のように折り製本したりします。

項目 仕様

収納可能サイズ

（フィニッシャー・上トレイ

の Z 折りなし）

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、B6 、A6 、12 18 、

11 17 、81/2 14 、81/2 11 、81/2 51/2 、81/4 14 、

8 10 、郵便はがき 、不定形サイズ、往復はがき 、

13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、

SRA3 、SRA4 、226 310mm 、310 432mm

収納可能サイズ

（フィニッシャー・上トレイ

の Z 折りあり）

A3 、B4 、A4 、12 18 、11 17 、81/2 14 、81/2 11

収納可能枚数

（フィニッシャー・上トレイ

の Z 折りなし）

A4、81/2 11 以下 ...250 枚

B4、81/2 14 以上 ...50 枚

収納可能枚数

（フィニッシャー・上トレイ

の Z 折りあり）

A4、81/2 11 以下 ...30 枚

B4 、81/2 14 以上 ...20 枚

用紙紙厚

（フィニッシャー・上トレイ

の Z 折りなし）

52 216g/m2（45 180kg）

用紙紙厚

（フィニッシャー・上トレイ

の Z 折りあり）

64 105g/m2（55 90kg）

収納可能サイズ

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りなし）

A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、12 18 、11 17 、

81/2 14 、81/2 11 、81/2 51/2 、81/4 14 、8 10 、

不定形サイズ、往復はがき 、13 191/5 、13 19 、

123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm

収納可能サイズ

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りあり）

A3 、B4 、A4 、12 18 、11 17 、81/2 14 、81/2 11

収納可能枚数

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りなし・ステープ

ルなし）

A4 、B5 、81/2 11 ...2,500 枚

A3 、A4 、B4 、B5 、11 17 、SRA4 、

226 310mm 、81/2 14 、81/2 11 ...1,500 枚

12 18 、13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、123/5 181/2 、

13 18 、SRA3 、310 432mm ...1,000 枚

A5 、51/2 81/2 ...500 枚

A5 、81/2 51/2 ...100 枚
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収納可能枚数

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りなし・ステープ

ルあり）

B5 、A4 、81/2 11 ... とじ枚数が 20 100 枚のときは

125 25 部、とじ枚数が 10 19 枚のときは 200 105 部

A4 、B5 、81/2 11 ... とじ枚数が 10 100 枚のときは

150 15 部、とじ枚数が 2 9 枚のときは 150 部

A3 、B4 、11 17 、81/2 14 ... とじ枚数が 10 50 枚のとき

は 150 30 部、とじ枚数が 2 9 枚のときは 150 部

サイズ混載時 ... とじ枚数が 2 50 枚のときは 30 部

収納可能枚数

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りあり・ステープ

ルなし）

A4 、81/2 11 以下 ...20 枚

B4 、81/2 14 以上 ...30 枚

収納可能枚数

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りあり・ステープ

ルあり）

とじ枚数が 1 10 枚のときは 30 3 部

用紙紙厚

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りなし）

52 216g/m2（45 180kg）

用紙紙厚

（フィニッシャー・シフトト

レイの Z 折りあり）

64 105g/m2（55 90kg）

ステープル可能サイズ

（Z 折りなし）
8 101/2 、8 10 、210 370mm

ステープル可能サイズ

（Z 折りあり）

A3 、B4 、A4 、11 17

ステープル可能枚数 A4 、B5 、81/2 11 ...100 枚

A3 、B4 、11 17 、81/2 14 、81/4 14 、8 10 ...50 枚

サイズ混載時 ...30 枚

Z 折り時 ...5 枚

ステープル用紙紙厚

（Z 折りなし）
64 90g/m2（55 77kg）（用紙紙厚が 200g/m2 までの表紙用の

用紙や合紙用の用紙を、とじ 1 回につき 2 枚まで挿入できます。

ただし、全体の厚さが 11mm 以下になるようにしてください。）

ステープル用紙紙厚

（Z 折りあり）
64 105g/m2（55 90kg）

ステープル位置 上 1 カ所、左 2 カ所、上 2 カ所、下 1 カ所、斜め、右上 1 カ所、

右 2 カ所、中とじ

中とじステープル可能枚数 20 枚まで

項目 仕様
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中とじステープル可能サイズ A3 、B4 、A4 、B5 、12 18 、11 17 、81/2 14 、

81/2 11

中とじステープル収納可能部数 2 5 枚とじ ...30 部

6 10 枚とじ ...15 部

11 15 枚とじ ...10 部

16 20 枚とじ ...5 部

中とじステープル用紙紙厚 64 90g/m2（55 77kg）（用紙紙厚が 200g/m2 までの表紙用の

用紙や合紙用の用紙を、とじ 1 回につき 2 枚まで挿入できます。

ただし、全体の厚さが 11mm 以下になるようにしてください。）

中とじステープルとじ位置 用紙センター 2 カ所

中とじステープル折り位置 センター

電源 100V、2.5A、50/60Hz（電源は本体とは別に必要）

最大消費電力 約 250W

大きさ（幅 奥行き 高さ） 990 730 1,130mm

質量 約 128kg

項目 仕様
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インサーター
表紙や合紙を給紙します。

2/3 穴パンチユニット
3000 枚フィニッシャーでパンチ穴をあけることができます。
HT-4561-110 ページプリンターに装着できます。

項目 仕様

用紙紙厚 52 216g/m2（45 180kg）

用紙サイズ A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、12 18 、11 17 、

81/2 14 、81/2 11 、81/2 51/2 、81/2 13 、81/4 13 、

8 13 、8 10 、71/4 101/2 、11 14 、11 15 、

10 14 、10 15 、不定形サイズ、往復はがき 、

13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、

SRA3 、SRA4 、226 310mm 、310 432mm 、

210 182mm 、210 170mm 、210 340mm 、310 432mm 、

267 390mm 、195 267mm

用紙積載枚数 200 枚（80g/m2）2 段

最大消費電力 50Ｗ以下（電源は本体から供給）

大きさ（幅 奥行き 高さ） 540 730 1270mm（本体・後処理間は奥行き 166mm）

質量 約 45kg

項目 仕様

パンチ可能サイズ 2 穴

：A3 A6、11 17 51/2 81/2

：A4 A5、81/2 11、51/2 81/2

3 穴

：A3、B4、11 17

：A4、B5、81/2 11

パンチ可能紙厚 52 163g/m2（45 135kg）

パンチ位置 2 穴、3 穴

質量 約 4.5kg
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2 穴パンチユニット
2500 枚中とじフィニッシャーでパンチ穴をあけることができます。

紙折りユニット
出力紙を二つ折り、内三つ折り、外三つ折り、四つ折り、観音折り、Z 折りします。装着
には、3000 枚フィニッシャーまたは 2500 枚中とじフィニッシャーが必要です。

*1 コート紙は重ね折りできません。
*2 重ね折りは最大 3 枚まで設定できます。

項目 仕様

パンチ可能サイズ 2 穴

：A3 A6、11 17 51/2 81/2

：A4 A5、81/2 11、51/2 81/2

パンチ可能紙厚 52 209g/m2（45 180kg）

パンチ位置 2 穴

質量 約 3.6kg

項目 仕様

折り種類 二つ折り、内三つ折り、外三つ折り、四つ折り、観音折り、Z 折り

折り可能用紙サイズ 二つ折り：A3 、B4 、A4 、B5 、11 17 、81/2 14 、

81/2 11 、12 18 、13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、

13 18 、SRA3 、SRA4 、226 310mm 、310 432mm

外三つ折り、内三つ折り、四つ折り、観音折り：A3 、B4 、

A4 、B5 、11 17 、81/2 14 、81/2 11 、12 18

Z 折り：A3 、B4 、A4 、11 17 、81/2 14 、81/2 11 、

12 18

折り可能用紙紙厚 64 105g/m2（55 90kg）

重ね折り可能用紙サイズ *1  *2 二つ折り：A3 、B4 、A4 、B5 、11 17 、81/2 14 、

81/2 11 、12 18 、13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、

13 18 、SRA3 、SRA4 、226 310mm 、310 432mm

外三つ折り： B4 、A4 、B5 、81/2 14 、81/2 11

内三つ折り：A3 、B4 、A4 、B5 、11 17 、81/2 14 、

81/2 11 、12 18

重ね折り可能用紙紙厚 64 80g/m2（55kg 70kg）

電源 100V、2.4A、50/60Hz（電源は本体とは別に必要）

最大消費電力 最大 270Ｗ

大きさ（幅 奥行き 高さ） 466 730 980mm

質量 約 92kg
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大量給紙トレイ
最大 5,000 枚の用紙をセットできます。

ワイド大量給紙トレイ
最大 4,400 枚の用紙をセットできます。

項目 仕様

用紙紙厚 トレイ 4、5：52 216ｇ/m2（45 180kg）

トレイ 6：52 163ｇ/m2（45 135kg）

使用可能用紙サイズ A4 、B5 、A5 、81/2 11 、81/2 51/2

用紙積載枚数 トレイ 4、5：各 1,100 枚

トレイ 6：2,800 枚

計 5,000 枚

最大消費電力 132W 以下（電源は本体から供給）

大きさ（幅 奥行き 高さ） 540 730 980mm

質量 約 102kg

項目 仕様

用紙紙厚 トレイ 4、6：52 256g/m2（45 220kg）

トレイ 5：40 300g/m2（35 258kg）

使用可能用紙サイズ A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、B6 、A6 、12 18 、

11 17 、81/2 14 、81/2 11 、81/2 51/2 、81/4 14 、

81/2 13 、81/4 13 、8 13 、8 10 、71/4 101/2 、

郵便はがき 、不定形サイズ、往復はがき 、13 191/5 、

13 19 、11 14 、11 15 、10 14 、10 15 、

123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm 、210 182mm 、

210 170mm 、210 340mm 、310 432mm 、267 390mm 、

195 267mm

はがきサイズ用ガイド板を使用して縦 100 139.7mm 用紙に対応

用紙積載枚数 トレイ 4、6：各 1,100 枚

トレイ 5：2,200 枚

計 4,400 枚

最大消費電力 258W 以下（電源は本体から供給）

大きさ（幅 奥行き 高さ） 880 730 980mm（突起部除く）

質量 約 170kg
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手差しトレイ（トレイ 7）
利用するたびに、違う用紙をセットして印刷できます。

トリマー
中とじ製本された冊子の小口をカットできます。

*1 用紙サイズにより部数が異なります。

項目 仕様

用紙紙厚 52 256ｇ/m2（45 220kg）

使用可能用紙サイズ A3 、B4 、A4 、B5 、A5 、B6 、A6 、12 18 、

11 17 、81/2 14 、81/2 11 、81/2 51/2 、81/4 14 、

81/2 13 、81/4 13 、8 13 、8 10 、71/4 101/2 、

郵便はがき 、不定形サイズ、往復はがき 、13 191/5 、

13 19 、11 14 、11 15 、10 14 、10 15 、

123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm 、210 182mm 、

210 170mm 、210 340mm 、310 432mm 、

267 390mm 、195 267mm

用紙積載枚数 550 枚

最大消費電力 50W 以下（電源は本体から供給）

大きさ（幅 奥行き 高さ） 710 560 210mm

質量 約 18kg

項目 仕様

用紙紙厚 64 90ｇ/m2（55 77kg）

使用可能用紙サイズ A3 、A4 、B4 、B5 、11 17 、12 18 、81/2 14 、

13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、

SRA3 、SRA4 、226 310mm 、310 432mm

収納可能部数 *1 1 枚：60 部

2 5 枚とじ：60 部

6 10 枚とじ：35 40 部

11 20 枚とじ：20 25 部

電源 100V、2A、50/60Hz（電源は本体とは別に必要）

最大消費電力 220W 以下

大きさ（幅 奥行き 高さ） 1,114 590 555mm

質量 約 70kg
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スタッカー
出力紙を最大 5,250 枚収納できます。

A3 トレイキット
トレイ 1 に A3 用紙をセットできるようになります。

オペレーターコールライト
紙づまりや用紙の補給など、印刷中のエラー状態をブザー音とランプの点灯 / 点滅でお
知らせします。

項目 仕様

用紙紙厚

（スタッカー・上トレイ）
40 300ｇ/m2（35 258kg）

使用可能用紙サイズ

（スタッカー・上トレイ）
A3 、A4 、A5 、B4 、B5 、11 17 、81/2 11 、

81/2 51/2 、12 18 、B6 、A6 、81/2 14 、81/2 11 、

81/4 14 、8 10 、81/2 51/2 、13 191/5 、13 19 、

123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm 、郵便はがき 、

往復はがき 、不定形サイズ

収納可能枚数

（スタッカー・上トレイ）

250 枚（A6 、郵便はがき 、往復はがき は除く）

用紙紙厚

（スタッカー・トレイ）
40 300ｇ/m2（35 258kg）

使用可能用紙サイズ

（スタッカー・トレイ）
A3 、A4 、A5 、B4 、B5 、11 17 、81/2 11 、

81/2 51/2 、12 18 、81/2 14 、81/2 11 、81/4 14 、

8 10 、81/2 51/2 、13 191/5 、13 19 、123/5 191/5 、

123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、226 310mm 、

310 432mm 、往復はがき 、不定形サイズ

収納可能枚数

（スタッカー・トレイ）
A3 、A4 、B4 、11 17 、81/2 11 、12 18 、

81/2 14 、81/2 11 、81/4 14 、13 191/5 、13 19 、

123/5 191/5 、123/5 181/2 、13 18 、SRA3 、SRA4 、

226 310mm 、310 432mm ...5,000 枚

A5 、B5 、81/2 51/2 、8 10 ...2,500 枚

往復はがき ...1,250 枚

電源 100V、2.2A、50/60Hz（電源は本体とは別に必要）

最大消費電力 120W 以下

大きさ（幅 奥行き 高さ） 900 730 980mm

質量 約 135kg（台車含む）
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セキュリティーカード
ハードディスク内に残っているデータを上書き消去します。

VM カード
Embedded Software Architectureアプリケーションなどをインストールするためのカード
です。

増設日本語フォント ＪＩＳ ２００４セット Ｊ 明朝
JIS2004 に準拠した JIS2004 規格票の例字を考慮した明朝体フォントです。

増設日本語フォント ＪＩＳ ２００４セット Ｊ ゴシック
JIS2004 に準拠した JIS2004 規格票の例字を考慮したゴシック体フォントです。

増設日本語フォント ＪＩＳ ２００４セット Ｗ 明朝
JIS2004 に準拠した MS 明朝 Ver.5.0 の字形を考慮した明朝体フォントです。

増設日本語フォント ＪＩＳ ２００４セット Ｗ ゴシック
JIS2004 に準拠した MS 明朝 Ver.5.0 の字形を考慮したゴシック体フォントです。

増設日本語フォント日立書体明朝
JIS90 に準拠したセンタ系 ＬＢＰ との互換を考慮した日立明朝体フォントです。

増設日本語フォント日立書体ゴシック
JIS90 に準拠したセンタ系 ＬＢＰ との互換を考慮した日立ゴシック体フォントです。

増設日本語フォント日立書体セット２明朝
増設日本語フォント日立書体明朝に次の文字を追加したものです。
JIS2004 固有非漢字、JIS 第３水準漢字、JIS 第４水準漢字

増設日本語フォント日立書体セット２ゴシック
増設日本語フォント日立書体ゴシックに次の文字を追加したものです。
JIS2004 固有非漢字、JIS 第３水準漢字、JIS 第４水準漢字

増設フォント 1
PRINT DATA EXCHANGE または PC 版 PRINT DATA EXCHANGE から指定可能な日立 ANK
フォント準拠の PostScript フォント、163 文字です。

増設フォント 2
PRINT DATA EXCHANGEまたはPC版PRINT DATA EXCHANGEから指定可能な日立OCR-
B の PostScript フォント、64 文字です。

増設フォント 3
PRINT DATA EXCHANGEまたはPC版PRINT DATA EXCHANGEから指定可能な日立OCR-
B（数字、英大文字、記号）と日立 ANK フォント（英小文字、カナ、記号）を組み合わ
せた PostScript フォント、163 文字です。

コート紙と ＮCＲ ペーパーは正式にはサポートしていません。ご使用にあたっては、事
前にお客様にて十分評価を行った上で使用可否を判断してください。また、初めてコー
ト紙また ＮCＲ ペーパーをご使用になる場合は、ワイド大量給紙トレイに別途部品（コー
ト紙専用給紙コロ（EPDM コロ））が必要なため個別対応となりますので弊社担当営業経
由でご相談ください。
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B4 、A3 、81/2 × 14 、11 × 17 、12 × 18 、8K など大判の用紙を、内三つ折り、
外三つ折り、観音折りするとシワがよることがあります。
可能な場合は縮小機能と組み合わせて、A4 またはそれ以下の用紙サイズを選択してく
ださい。

増設日本語フォント JIS2004セット J/JIS2004セットW/日立書体 /日立書体セット 2をご使用
になる場合、下記ページも参照してください。

P.200 「増設日本語フォント JIS2004 対応および日立書体対応フォントの注意事項」
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おもな付属品
おもな付属品を記載します。
ユーザーズガイド
CD-ROM（ドライバー、マニュアル）
使用済み消耗品の回収のご案内
日立プリンタ保証登録書

PDF の使用説明書は付属の CD-ROM に格納されています。
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消耗品について
ステープラーの針

トナー

各種消耗品の情報については、日立プリンタホームページ（http://www.hitachi.co.jp/Prod/
comp/OSD/printer/）を確認願います。

形名 名称 容量 販売単位

EZ-F4561-SPC6 ステープラーカートリッジ ６ 5,000 針／個 1 箱

（カートリッジ：1 個）

EZ-F4561-SPM ステープラー針 タイプ Ｍ 5,000 針／個 1 箱

（ステープラー針：5 個）

EZ-F4561-SPC8 ステープラーカートリッジ ８ 5,000 針／個 1 箱

（カートリッジ：1 個）

EZ-F4561-SPN ステープラー針 タイプ Ｎ

（中とじ用）

5,000 針／個 1 箱

（ステープラー針：2 個）

形名 名称 色 備考

EZ-F4561-TN トナー ブラック
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推奨システム要件
パソコンからの印刷を行なう場合、使用するパソコンの推奨システム要件（Windows Vista
使用時）は下記の通りとなります。

ＣＰＵ 2GHz 以上の 32 ビット（ 86）または 64 ビット

（ 64）プロセッサ

システムメモリー 2GB 以上のシステムメモリー
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増設フォントのインストール

フォントをインストールする際の注意
（１）注意事項

フォントをインストールするときには、以下の点に注意してください。
増設フォントのインストールは、フォント製品 CD 中のマニュアルに従って行なって
ください。
インストール中はハードディスクへアクセスするため、プリンターの電源を OFF にし
ないでください。ハードディスクやフォントなどがこわれる場合があります。
プリンターが起動していない状態ではフォントをインストールすることはできませ
ん。プリンターが正常に起動していることを確認したのち、インストール作業を行っ
てください。
フォントのインストールには、Windows OS がインストールされている PC を使用しま
す（インストールの使用環境 OS 名は、フォント製品 CD 中のマニュアルを参照）。ま
たフォントのインストール中はその他の PC を含め、印刷データを送信しないでくだ
さい。
プリンターの IP アドレスは、プリンター初期設定で設定されている IP アドレスを指定
してください。
プリンターの HDD 交換を実施した場合、増設フォントの内容は消えてしまいますの
で、増設フォントを再インストールしていただく必要があります。尚、この作業はお
客様による作業となります。作業手順に従って再インストールを行ってください。
増設フォント CD は再使用することがありますので、大切に保管してください。

HT-F4558-F101/F102/F103　増設フォントのインス
トール

増設フォントをインストールするときは、下記手順で行ってください。

（１）PC とプリンターのネットワーク接続確認
①プリンターの電源スイッチを ON にします。
②PC のコマンドプロンプト画面から以下のコマンドを入力し、PC とプリンターがネッ

トワーク接続されていることを確認します。
　　　　　ping ∩ プリンターの IP アドレス　　エンターキー入力　　（∩はスペース）
　　　　　例）プリンターの ＩＰ アドレスが 192.168.102.204 の場合
　　　　　　　C:\WINDOWS> ping 192.168.102.204

形名 品名

HT-F4558-F101 増設フォント 1

HT-F4558-F102 増設フォント 2

HT-F4558-F103 増設フォント 3
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（２）フォントインストール用 CD のセット
上記（１）にてネットワーク接続確認を行った PC に増設フォント CD をセットします。

（３）増設フォントのインストール
以下の手順を実行してプリンターへ増設フォントファイルを送信します。
①プリンターが「オンライン」であることを確認します。
②CD をセットした PC からエクスプローラを起動します。
③CD ドライブの内容を表示させて「LoadSoft.exe」を実行（ダブルクリック）します。
（Windows 7/Windows Server 2008 以降の OS の場合、「LoadSoft.exe」を右クリックし、
「管理者として実行」をクリックします。）

④『LoadSoft-Send a File to a Printer』ウィンドウが表示された後、以下の設定を行います。
『Printer IP Address』欄にプリンターの IP アドレスを入力。
『Virtual Printer Port』欄に 3102 を入力。

⑤［Select File］ボタンをクリックします。

⑥下図のように『開く』ウィンドウが表示されたら、CD ドライブの内容を表示させて
フォントファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックします。この操作により、増
設フォントデータがプリンターへ送信されます。
フォントファイルは、増設フォントにより異なり、下記となります。

形名 品名 フォントファイル

HT-F4558-F101 増設フォント 1 Hitachi-System-1.t1

HT-F4558-F102 増設フォント 2 Hitachi-System-2.t1

HT-F4558-F103 増設フォント 3 Hitachi-System-3.t1
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⑦プリンターへ増設フォントデータを送信中は、右図のように［Select File］ボタンがグ
レーアウト表示になります。このとき、プリンターが「オフライン」状態の場合は、
データが送信されずにグレーアウト表示のままになります。
グレーアウト表示がしばらく続く場合は、プリンターが「オンライン」状態であるこ
とを確認してください。

（増設フォントデータ送信時間の目安は２～３秒です。）

エラーが発生した場合は下図のようなエラー画面が表示されます。
エラー内容に従って問題を解決してください。

（ i ） PC とプリンターが正しく接続されていない場合は下図のエラーが表示されます。
　　 その場合は上記（１）を再度実行してプリンターと ＰＣ のネットワーク接続を確

認してください。

（ ii ）入力した『Printer IP Address』もしくは『Virtual Printer Port』が正しくない場合は
下図のエラーが表示されます。
その場合は上記（３）- ④を再度実行してください。

⑧上記手順⑦後、［Select File］ボタンがアクティブ表示になりましたら、正常に増設フォ
ントデータが送信されたことを示します。

［Close］ボタンをクリックしてアプリケーションソフト”LoadSoft.exe”を終了して
ください。
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（４）オンライン印刷による確認
上記（３）で使用した LoadSoft.exe を使用して、CD-ROM 内にある印刷確認用データを
プリンターへ送付します。
①プリンターが「オンライン」であることを確認します。
②CD-ROM をセットした PC からエクスプローラを起動します。
③CD ドライブの内容を表示させて「LoadSoft.exe」を実行（ダブルクリック）します。
（Windows 7/Windows Server 2008 以降の OS の場合、「LoadSoft.exe」を右クリックし、
「管理者として実行」をクリックします。）

④『LoadSoft-Send a File to a Printer』ウィンドウが表示された後、以下の設定を行います。
『Printer IP Address』欄にプリンターの IP アドレスを入力。
『Virtual Printer Port』欄に 3102 を入力。

⑤［Select File］ボタンをクリックして、CD-ROM 内の印刷確認用データファイルを選択
し、［開く］ボタンをクリックします。
この操作により、増設フォントデータがプリンターへ送信されます。
印刷確認用データファイルは、増設フォントにより異なり、下記となります。

※エラーが発生した場合は以下のメッセージが印刷されます (「n」は 1/2/3)。フォン
トが正常にインストールされていないため、一旦プリンターの電源をオフ / オンし
たのち、再度上記「（３）増設フォントのインストール」から実施してください。

　　　Hitachi-System-「n」 font is not installed

⑥下記内容が印刷された場合、増設フォントの確認は終了です。

※下図は、増設フォント１、増設フォント２、増設フォント３のサンプル例です。
なお、字形イメージ図であり、実際の印刷サンプルとは見た目や大きさが違います。ご
注意願います。

形名 品名 印刷確認用データファイル

HT-F4558-F101 増設フォント 1 HS1-Sample.ps

HT-F4558-F102 増設フォント 2 HS2-Sample.ps

HT-F4558-F103 増設フォント 3 HS3-Sample.ps
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（５）文字サイズ設定
下記フォント印刷時の文字サイズ設定は、表 1 の通り指定してください。

増設フォント１　日立 ANK 文字　163 文字
（形名：HT-F4558-F101、フォント名：Hitachi-System-1）
増設フォント２　日立 OCR-B 文字　64 文字

（形名：HT-F4558-F102、フォント名：Hitachi-System-2）
増設フォント３　日立 OCR-B、日立 ANK 文字　163 文字

（形名：HT-F4558-F103、フォント名：Hitachi-System-3）

表 1　印刷したい文字ピッチと文字サイズ指定（推奨する文字サイズ）

（注）13.3CPI 文字印刷時には「6.75 ポイント」または「6.7 ポイント」を指定してく
ださい。

特に、PRINT DATA EXCHANGE または PC 版 PRINT DATA EXCHANGE は表 2 の通り指
定してください。

表 2　増設フォント１／増設フォント２／増設フォント３使用時の指定内容

使用するフォント 印刷したい文字ピッチ 文字サイズ指定（推奨）

増設フォント１

（日立 ANK 文字　163 文字）

10  CPI 9 ポイント

12  CPI 7.5 ポイント

13.3CPI 6.75 ポイント（注）

15  CPI 6 ポイント

増設フォント２

（日立 OCR-B 文字　64 文字）
10  CPI 9.4 ポイント

増設フォント３

（日立OCR-B、日立ANK文字　163文字）
10  CPI 9.4 ポイント

使用するフォント
印刷したい

文字ピッチ

「フォント長」

の指定

「フォントの縦横比」

の指定

増設フォント１

（日立 ANK 文字　163 文字）

10  CPI 9 ポイント 変更しない

12  CPI 7.5 ポイント 変更しない

13.3CPI 6.7 ポイント 変更しない

15  CPI 6 ポイント 変更しない
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指定方法など詳細は、使用するアプリケーションのマニュアルを参照してください。
なお、OCR-B の印刷および読み取りについては、十分な読取確認を行なった上で使用
してください。

増設フォント２

（日立 OCR-B 文字　64 文字）
10  CPI 9.4 ポイント 変更しない

増設フォント３

（日立OCR-B、日立 ANK　163文字）
10  CPI 9.4 ポイント 変更しない

使用するフォント
印刷したい

文字ピッチ

「フォント長」

の指定

「フォントの縦横比」

の指定
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HT-F4558-F201/F202/F203/F204/F205/F206/F207/
F208　増設フォントのインストール

上表の増設日本語フォント JIS2004セット J/JIS2004セットW/日立書体 /日立書体セット 2を
ご使用になる場合、下記ページも参照してください。

P.200 「増設日本語フォント JIS2004 対応および日立書体対応フォントの注意事項」

増設フォントをインストールするときは、下記手順で行ってください。

（１）PC とプリンターのネットワーク接続確認
①プリンターの電源スイッチを ON にします。
②PC のコマンドプロンプト画面から以下のコマンドを入力し、PC とプリンターがネッ

トワーク接続されていることを確認します。
　　　　　ping ∩ プリンターの IP アドレス　　エンターキー入力　　（∩はスペース）
　　　　　例）プリンターの IP アドレスが 192.168.102.204 の場合

　　　　　　　　C:\WINDOWS> ping 192.168.102.204

（２）フォントインストール用 CD のセット
上記（１）にてネットワーク接続確認を行った PC に増設フォント CD をセットします。

（３）増設フォントのインストール
以下の手順を実行してプリンターへ増設フォントファイルを送信します。
①  プリンターが「オンライン」であることを確認します。
②  CD-ROM とハードウェアキーを PC にセットし、エクスプローラを起動します。
③  CD ドライブの内容を表示させて \Tool\FontDownloader.exe を実行（ダブルクリック）

します。
（Windows 7/Windows Server 2008 以降の OS の場合、\Tool\FontDownloader.exe を右
クリックし、「管理者として実行」をクリックします。）

④『FontDownloader』ウィンドウが表示された後、［プリンタの選択］ボタンをクリック
します。

形名 品名

HT-F4558-F201 増設日本語フォント JIS2004 セットＪ 明朝

HT-F4558-F202 増設日本語フォント JIS2004 セットＪ ゴシック

HT-F4558-F203 増設日本語フォント JIS2004 セットＷ 明朝

HT-F4558-F204 増設日本語フォント JIS2004 セットＷ ゴシック

HT-F4558-F205 増設日本語フォント日立書体明朝

HT-F4558-F206 増設日本語フォント日立書体ゴシック

HT-F4558-F207 増設日本語フォント日立書体セット２明朝

HT-F4558-F208 増設日本語フォント日立書体セット２ゴシック
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⑤［IP アドレスを指定して検索する］を選択して、IP アドレスを入力し、［プリンタの検
索］ボタンをクリックします。

⑥［OK］ボタンをクリックし、プリンターを検索します。
プリンターが見つからなかった場合は下図のようなメッセージ画面が表示されます。
IP アドレスやプリンターの状態（オンライン）、プリンターと ＰＣ のネットワーク接
続を確認してください。

⑦検索されたプリンターを選択し、［選択］ボタンをクリックします。
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⑧『CD-ROM』欄のフォントを選択し、［ダウンロード＞］ボタンをクリックします。
この操作により、フォントデータがプリンターへ送信されます。

⑨『ダウンロードの実行中』欄のバーが右端まで行くと、正常にフォントデータが送信
されたことを示します。
送信完了後、『フォントのダウンロードに成功しました』が表示されますので、［OK］
ボタンをクリックします。

⑩続いて、インストール確認を行ないます。
『プリンタ HDD』欄のフォントを選択し、［サンプルの印刷］ボタンをクリックします。
この操作により、印刷確認用データがプリンターへ送信されます。
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⑪下記内容が印刷された場合、フォントのインストール確認は終了です。

（注）上図は「明朝」の印刷サンプルのイメージ図です。実際の印刷結果とは大きさが違い
ます。
なお、「ゴシック」についても同様の字形（見た目はゴシック）のサンプルが印刷さ
れます。

プリンター設定について
増設日本語フォントをプリンターにインストールするためには、プリンターが PostScript
データ、及び、デバイスフォントデータを受信／解釈できる様に設定されている必要があ
ります。
フォントのインストールがうまくいかない場合には、プリンター設定値を確認してください。

プリンター設定値は、テスト印刷にて「システム設定リスト」を印刷すると、「ネットワー
クセキュリティー」の「DIPRINT」、「仮想プリンター設定
 - postscript」の「データ形式」に記載されています。

「システム設定リスト」の印刷方法や、Web Interface による設定値の変更方法については、
使用説明書（ネットワーク＆システム初期設定編）を参照してください。

印刷サンプル（JIS2004 セット J 明朝） 印刷サンプル（JIS2004 セット W 明朝）

印刷サンプル（日立書体 明朝） 印刷サンプル（日立書体セット 2 明朝）

項目 DIPRINT データ形式

設定値 有効 バイナリーデータ
199



9.  付録

200

9

増設日本語フォント JIS2004対応および日立書体対
応フォントの注意事項
本章では、下記表 1-2 のフォントの「製品概要」と「Windows ドライバー経由の印刷」に
ついてご説明します。

「Windows ドライバーを使用しない印刷」についての説明はありません。PostScript に対応
したアプリケーションでご利用願います。

１．プリンター搭載用 PostScript フォントの製品概要
本プリンターは、標準サポートしている 5 書体（リュウミン L-KL、中ゴシック BBB、
太ミン A101、太ゴ B101、じゅん 101）の日本語フォントに加えて、下記の表 1-1 およ
び表 1-2 のフォントをプリンターオプションとしてサポートしています。
一台のプリンターには、複数のフォントを同時に搭載できます。アプリケーションか
らフォント名称を指定することで、使用するフォントを選択します。
なお、表 1-1 のプリンターフォントを印刷指定できるドライバーはありません。PRINT
DATA EXCHANGE または、PC 版 PRINT DATA EXCHANGE から指定可能です。

表 1-1　プリンターオプション 増設フォント１／２／３（日立 OCR-B、日立 ANK 文字）

表 1-2　プリンターオプション 増設日本語フォント JIS2004 ／増設日本語フォント日立書体

*1 フォント名称は、OS やアプリケーションによっては、「日立明朝」「RTB 明朝 J」等の表示になる場合があり
ます。

№ 形名 オプション品名 フォント名称

1 HT-F4558-F101 増設フォント１ Hitachi-System-1

2 HT-F4558-F102 増設フォント２ Hitachi-System-2

3 HT-F4558-F103 増設フォント３ Hitachi-System-3

№ 形名 オプション品名 フォント名称

1 HT-F4558-F201 増設日本語フォント JIS2004 セット J（明朝） RTB 明朝 J M

2 HT-F4558-F202 増設日本語フォント JIS2004 セット J（ゴシック） RTB ゴシック J M

3 HT-F4558-F203 増設日本語フォント JIS2004 セット W（明朝） RTB 明朝 W M

4 HT-F4558-F204 増設日本語フォント JIS2004 セット W（ゴシック） RTB ゴシック W M

5 HT-F4558-F205 増設日本語フォント日立書体（明朝） 日立明朝 M

6 HT-F4558-F206 増設日本語フォント日立書体（ゴシック） 日立ゴシック M

7 HT-F4558-F207 増設日本語フォント日立書体セット 2（明朝） 日立明朝 S2 M

8 HT-F4558-F208 増設日本語フォント日立書体セット 2（ゴシック） 日立ゴシック S2 M
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２．Windows ドライバー経由印刷のドライバーの選択、印刷指定

２．１　プリンタードライバーの選択について

使用するフォントにより、インストールするプリンターの機種（ドライバー名称）が異
なります。
下表を参照の上、使用するフォントによりドライバー名称を選択しインストール願いま
す。
なお、Windows ドライバー経由の印刷は、一部文字が画面フォント（MS 明朝または MS
ゴシック等）のダウンロード印刷になります。印刷字形についての注意事項は、本章 項
番３を参照願います。

表 2-1　使用するプリンター用フォントとドライバー名一覧
※○印のドライバーを選択願います。

*1 アプリケーション上の書体指定は「MS 明朝」または「MS ゴシック」で、プリンター－プロパティで表 1-2
のフォントへの代替指定をしてください。印刷指定の詳細は、項番２．２を参照願います。

*2 項番 2 と項番 3 のドライバーは、JIS2004 対応および日立書体対応のプリンターフォント印刷用です。
プリンタードライバー経由で画面表示フォントを「ソフトフォントとしてダウンロード」指定印刷する場合、
項番 1 のドライバーを選択願います。その場合のドライバー選択の条件は下記ご参考を参照願います。

ご参考：表 1-2 の関連製品　Windows 画面表示用 OpenType フォント
（形名 PC-PP3000xML1/L5/L20/L100、PC-PP3000xGL1/L5/L20/L100（x:1 ～ 4））
のドライバー経由の印刷について

OpenType フォントの PostScript ドライバーでの印刷は、使用するアプリケーションに
よっては、CPU 負荷率が非常に大きくなる場合があります。事前に CPU 負荷率に対す
る裕度調査と印刷テストを行ない、表 2-2 からドライバー選択しインストール願います。

項番 ドライバー名称

（Windows 用 PostScript
ドライバー）

使用するプリンター用フォント

プリンター標準搭

載フォント書体

（リュウミン L-KL、

中ゴシック BBB、

太ミン A101、太ゴ

B101、じゅん

101）

表 1-2 の№ 1 ～ 4
（JIS2004 セット J
／ JIS2004 セット

W のプリンター用

フォント）

表 1-2 の№ 5 ～ 8

（日立書体／日立書

体セット 2 のプリ

ンター用フォント）

1 HITACHI HT-4561-110 PS
HITACHI HT-4561-135 PS ○

2 *2 HITACHI HT-4561-110 PSA
HITACHI HT-4561-135 PSA ○ *1

3 *2 HITACHI HT-4561-110 PSB
HITACHI HT-4561-135 PSB ○ *1
201
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表 2-2　表示用 OpenType フォントのドライバー名一覧
※○印のドライバーを選択願います。

*1 項番 2 のドライバーにて、PostScript 以外のページ記述言語を選択しご利用願います。

なお、Windows 画面表示用フォント（MS 明朝／ MS ゴシック、上記表示用フォント等）の
ダウンロード印刷は、印刷するデータ内容によりスプールファイルのサイズや印刷速度等
に影響がでることがあります。事前に十分な調査と印刷テストを行なってください。

２．２　Windows ドライバー経由印刷の「印刷指定」の詳細

表 1-2 の増設日本語フォントをご利用の場合、表 2-1 の項番 2 または項番 3 のドライバー
を使用し、アプリケーション画面の書体指定は「MS 明朝」または「MS ゴシック」でデ
バイス代替印刷指定して下さい。

下記に印刷指定例を示します。
下記以外の指定の場合、製品字形と違う文字（表 1-2 の増設日本語フォントと違う字形）
になる場合があります。ご注意願います。
例えば、表 2-1 の項番 2 または項番 3 のドライバーを使用し、アプリケーション画面上
でドライバーが対応しているプリンター用フォントと同名のフォント名（例　JIS2004対
応および日立書体対応 表示用 OpenType フォントのフォント名）を印刷指定すると、ア
プリケーションによっては、文字ズレや空白を発生する場合があります。下記指定での
ご利用をお願いします。

●印刷指定例（表 1-2 の「日立書体」明朝、ゴシックの指定例）
（1）プリンタードライバー：「HITACHI HT-4561-110 PSB」または「HITACHI HT-4561-

135 PSB」
（2）アプリケーション画面の書体指定：「MS 明朝」または「MS ゴシック」
（3）プリンタードライバーの設定：下記の通り。

※ 1： ドライバインストール時のデフォルト値は「デバイスフォントと代替」

項番 ドライバー名称 ドライバー選択の条件

ＣＰＵ負荷率が小さい

印刷環境と思われる場合

ＣＰＵ 負荷率が大きい

印刷環境と思われる場合

1 HITACHI HT-4561-110 PS
HITACHI HT-4561-135 PS ○

2 HITACHI HT-4561-110 M Driver
HITACHI HT-4561-135 M Driver ○ *1

［プロパティ］－［全般］タブ－［基本設定］－［詳細設定］－［グラフィックス］－

［TrueType フォント］：デバイスフォントと代替（※ 1）

［プロパティ］－［詳細設定］タブ－［標準の設定］－［詳細設定］－［グラフィックス］－

［TrueType フォント］：デバイスフォントと代替（※ 1）

［プロパティ］－［デバイスの設定］－［フォント代替表］：以下の通り。（※ 2）
・明朝の場合、「@MS 明朝→ @ 日立明朝 M」、「MS 明朝→日立明朝 M」へ代替指定

・ゴシックの場合、「@MS ゴシック→ @ 日立ゴシック M」、「MS ゴシック→日立ゴシック M」へ代替指定
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※ 2：上記はフォント名「日立明朝 M」または「日立ゴシック M」へのデバイス代替印刷
の指定例で、@ マーク付部分は縦書き用フォントの指定です。使用するフォントに
より、フォント代替表の右側の代替先フォント名一覧から選択してください。
なお、縦書き指定時に表示または印刷される字形は、使用する OS やアプリケーショ
ンの対応可否によります。事前に十分な調査と印刷確認を行なってください。
上記確認で縦書きにならない場合は、「@MS 明朝→ Don't Substitute」または「@MS
ゴシック→ Don't Substitute」へフォント代替指定を変更することにより、縦書き指
定部分の文字をPC画面に表示されているMS明朝またはMSゴシックのダウンロー
ド印刷に変更できることがあります。

プリンタードライバー設定画面の例（［プロパティ］－［デバイスの設定］－［フォント
代替表］画面の例）

（注）上図は、Windows Server 2012 R2 環境での「HITACHI HT-4561-110 PSB」プリン
タードライバーの例です。縦書き指定部分（@ 日立明朝 M 等）は、上図右側の
フォント名一覧の上側にあります。フォント名毎に指定し、その都度、右下の「適
用」ボタンを押して設定してください。
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３．印刷字形についての注意事項

３．１　増設日本語フォント日立書体／増設日本語フォントJIS2004　使用上の注意事項

（1） Windows Server 2003/2003 R2 環境での JIS 第 1 水準・第 2 水準の印刷字形について
Windows Server 2003/2003 R2 環境でドライバーを経由して、「JIS2004 セット J ／
JIS2004 セット W」の印刷をおこなう場合、JIS 第 1 水準・第 2 水準の一部文字（JIS2004
例示変更文字等）は、製品字形（表 1-2 の増設日本語フォントの字形）ではなく、印
刷指示をした Windows Server 2003/2003 R2 の PC 画面に表示されている字形（JIS90
版 MS 明朝または MS ゴシックなど）になります。

（2） Windows Server 2003/2003 R2 環境での JIS 第 3 水準・第 4 水準の印刷字形について
Windows Server 2003/2003 R2 環境でドライバーを経由して「JIS2004 セット J ／
JIS2004 セット W」および「日立書体セット 2」の印刷をおこなう場合、JIS 第 3 水
準・第 4 水準の文字が、空白または製品字形と違う文字（表 1-2 の増設日本語フォン
トと違う字形）になる場合があります。
OS やアプリケーションの対応可否によりますので、事前に十分な調査と印刷確認を
おこなってください。

３．２　製品フォント共通の注意事項
（プリンター標準搭載日本語フォント５書体および、本章 項番１の増設日本語フォントの
注意事項）

（1） PostScript フォントに対応したアプリケーションを使用してください。
（2）ドライバー経由での印刷時、JIS 第 1 水準・第 2 水準の一部文字（JIS2004 例示変更文

字等）や JIS 第 3 水準・第 4 水準の文字等について、製品字形（表 1-2 の増設日本語
フォントの字形）が印刷されず、PC 画面に表示されている字形（MS 明朝または MS
ゴシックなど）が印刷される場合があります。
印刷字形は OS やアプリケーションの対応可否によりますので、事前に十分な調査と
印刷確認をおこなってください。

（3）表 1-2 の増設日本語フォントのドライバー経由印刷をおこなう場合、使用するプリン
タードライバーの指定とあわせて、項番 2.2 の例の様に、アプリケーション画面の書
体指定等をしてください。なお、JIS2004 例示変更文字や JIS 第 3 水準・第 4 水準の
文字など CP932（※ 1）の範囲外の文字については PC 画面で表示されている文字（項
番 2.2 の指定の場合は「MS 明朝」または「MS ゴシック」）をダウンロード印刷します。
OS やアプリケーションの対応可否によりますので、事前に十分な調査と印刷確認を
おこなってください。

（※ 1）CP932 は「コードページ 932」の略称です。本書では、Microsoft 標準文字セットの
意味で使用し、「JIS90 分の第 1 水準漢字・第 2 水準漢字・非漢字＋ Windows 拡張
文字など」を示します。
（JIS X 0208 に IBM 拡張文字、NEC 特殊文字などを加えた、Microsoft 社製標準文字
セット）
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３．３　Windows ドライバー経由「デバイスフォントと代替」機能について

プリンタードライバー経由で、デバイスフォントへの置き換えを行う場合、OS やアプリ
ケーションによっては、「デバイスフォントと代替」を指定し出力しても、代替されずに
TrueType フォント（PC 搭載している MS 明朝または MS ゴシック）等を使用して印刷さ
れる場合があります。詳細を以下に説明します。

例えば、CP932（※ 1）の範囲外の文字や JIS X 0213:2004 の例字変更文字などは、OS
やアプリケーションの対応可否により、表 3-1 の「アプリケーションで指定するフォン
ト」で作成したデータをドライバー経由でデバイスフォントに代替するよう指定して印
刷しても、プリンター側に搭載したデバイスフォントで印刷できない場合があります。
JIS2004 フォント対応ドライバー（※ 2）の出力条件毎の印刷可否の例を表 3-1 に、表 3-
1 注 1 ～注 3 の詳細を表 3-2 に説明します。

（※ 1）CP932 は「コードページ 932」の略称です。本書では、Microsoft 標準文字セット
の意味で使用し、「JIS90 分の第 1 水準漢字・第 2 水準漢字・非漢字＋ Windows
拡張文字など」を示します。
（JIS X 0208 に IBM 拡張文字、NEC 特殊文字などを加えた、Microsoft 社製標準文
字セット）

（※ 2）JIS2004 フォント対応ドライバー：表 2-1 の項番 2、3 のドライバー
（「JIS2004 対応フォント・日立書体対応フォント」のプリンターフォント用 PS ド
ライバー）

表 3-1　ドライバー経由での印刷可否
（JIS2004 フォント対応ドライバー経由一部アプリケーションでの対応例）

（上表の凡例）
MS 書体：Windows 搭載フォント
RTB 書体、日立書体：本書で説明するプリンター用搭載フォント
○：プリンター側に実装したデバイスフォントで印刷可能です。

なお、Windows の制約上、デバイスフォントに代替されるのは CP932 の範囲内の文字のみです。
CP932 の範囲外の文字（JIS2004 例示変更文字、JIS 第 3 水準・第 4 水準の文字等）は画面表示フォント（PC
搭載している MS 明朝または MS ゴシック等）で印刷されます。

－：該当しません。（例：Windows Server 2008 での MS 書体 Ver.2.31 など、出力条件の組合せはありません。）
　※：Windows Server2012/2012 R2/8/8.1 は該当しません。

（MS 書体 2.5 は Windows Server 2008/2008 R2/Vista/7 用 JIS90 互換フォントです。）

アプリケーションで指定する
フォント（印刷したい字形）

出力条件

フォント名称

とバージョン
フォント種別

Windows Server 2008 ／ 2008 R2 ／ 
2012 ／ 2012 R2 ／ Vista ／ 7 ／ 8 ／ 8.1

Windows Server 2003／ 2003 R2

横書き指定 縦書き指定 横書き指定 縦書き指定

MS 書体 2.31

TrueType

－ － ○ ○

MS 書体 2.5 　  ○（※） 注 1（※） － －

MS 書体 5.0 ○ 注 1 注 2 ○

RTB 書体
OpenType

注 3

（OS やアプリケーションの対応可否による）日立書体
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注 1 ～注 3：OS やアプリケーションの対応可否による制限事項の例です。詳細は、表 3-2 を参照してください。

表 3-2　ドライバー経由「デバイスフォントと代替」機能での制限事項と対策例（1 ／ 2）

（※ 1）MS 明朝・MS ゴシック Ver5.0 …「MS ゴシック＆ MS 明朝 JIS2004 対応フォント（KB927489）」
（※ 2）CP932 は「コードページ 932」の略称です。本書では、Microsoft 標準文字セットの意味で使用し、「JIS90

分の第 1 水準漢字・第 2 水準漢字・非漢字＋ Windows 拡張文字など」を示します。
（JIS X 0208 に IBM 拡張文字、NEC 特殊文字などを加えた、Microsoft 社製標準文字セット）

（※ 3）例字変更文字 … 例示字形とは、JIS 規格票の掲載文字を意味します。JIS X 0213 規格票の文字について、
2004 年に字形変更された 168 文字（JIS 第 1 水準・第 2 水準の 167 文字、JIS 第 3 水準
の 1 文字）を示します。

表 3-1
の項番

出力条件 留意点の内容

注 1

JIS2004 フォント
対応ドライバー経
由の一部アプリ
ケーションでの印
刷で、Windows 
Server 2008 ／
2008 R2 ／ 2012
／ 2012R2 ／ Vista
／ 7 ／ 8 ／ 8.1 の
縦書きの場合

制

限

事

項

OS やアプリケーションの対応可否によるものですが、ドライ
バーで、TrueType フォントをデバイスフォントで代替するよう
指定し印刷する場合、TrueType フォントが JIS X 0213:2004 対応
であっても、JIS X 0208:1990 字形の文字で代替される場合があ
ります。左記出力条件では、Windows 側の MS 書体のバージョ
ンやドライバー側のフォント対応の有無に関わらず、JIS X 
0208:1990 字形に置き換えられて印刷される場合があります。
また、左記 OS の縦書きと横書きで対応が違う為、同じ文字で
も縦書きと横書きで違う字形が印刷される場合があります。
・例 Windows Server 2008 ／ 2008 R2 ／ 2012 ／ 2012 R2 ／ Vista
／ 7 ／ 8 ／ 8.1 の横書き／縦書きの字形が違う例（JIS2004 フォ
ント対応ドライバー経由一部アプリケーションでの印刷例）

対

策

例

プリンタードライバーの「フォント代替表」にて、上記ケース
の問題になる側のテーブル設定を「Don't Substitute」に設定し
て、デバイスフォントに置き換えられないようにしてください。
例えば、 @MS 明朝に「Don't Substitute」を設定すれば、縦書き
は TrueType フォントで印刷されます。

注 2

Windows Server 
2003 ／ 2003 R2
で、「MS 明朝・

MS ゴシック
Ver5.0」（※ 1）を
インストールして
印刷する場合

制

限

事

項

OS やアプリケーションの対応可否によるものですが、ドライ
バーで TrueType フォントをデバイスフォントに代替するよう指
定しても、デバイスフォントに置き換わらないで印刷される場
合があります。（原因等の詳細は、Microsoft 社の発行文書（文書
番号：931478 等）を参照してください。）
なお、上記文書番号：931478 では回避策として、印刷するプロ
グラムでデバイスフォント名（プリンターフォント名）を指定
するよう記載されていますが、その方法により本書で説明する
製品フォントを出力しても「CP932 の範囲外の文字（※ 2）」や

「JIS X 0213:2004 の JIS 第 1 水準・第 2 水準等の例字変更文字
（※ 3）」などは印刷できません。

対

策

例

OS やアプリケーションの対応可否により、デバイスフォントに
置き換わりません。プリンターに TrueType フォントをダウン
ロードするよう指定し印刷してください。
TrueType フォントを上位装置からダウンロードすることで、ス
プールファイルのサイズや印刷速度等が問題になる場合があり
ます。その際、アプリケーションによっては、プリンターの’
TrueType フォントのダウンロード’の形式設定を「Native 
TrueType」にすると印刷データのデータ量が少なくなる場合が
あります。
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表 3-2　ドライバー経由「デバイスフォントと代替」機能での制限事項と対策例（2 ／ 2）

表 3-1
の項番

出力条件 留意点の内容

注 3

プリンター側のデ
バイスフォントと
同名の表示用
Open Type フォン
トを上位装置側で
使用して印刷する
場合

制

限

事

項

OS やアプリケーションの対応可否によるものですが、表示用

OpenType フォントが認識されない場合、下記のような現象にな

ります。

例えば、アプリケーションで「RTB 明朝 J M」などの JIS X 

0213:2004 対応の表示用 OpenType フォントを指定し、同名のデ

バイスフォントを使用しているプリンタードライバー（※ 1）

に対して印刷を行った場合、アプリケーションによっては、

「CP932 の範囲外の文字」や「JIS X 0213:2004 の JIS 第 1 水準・

第 2 水準等の例示変更文字（※ 2）」などが印刷されないことや

文字ズレが発生する場合があります。

・印刷されない例

デバイスフォントの字形「 」(RTB 明朝 J M)

出力結果 「 」

( 画面表示されている「RTB 明朝 J M」等を印刷指定した場合、

一部アプリケーションでは、上記デバイスフォントの字形中、

JIS2004 の例示変更文字「 」などが印刷されないことや文

字ズレがすることがあります。)

対

策

例

「一部の OS やアプリケーション／ JIS2004 対応および日立書体
対応ドライバー（上記の注のドライバー）／表示用フォント」の
組合せ使用が影響している場合があります。下記のいずれかの変
更を行なってください。

・対策例 1）アプリケーション上の書体指定の変更
表示用フォントを使用しない方法へ変更してください。
変更前：アプリケーション上で「RTB 明朝 J M」等を指定
変更後：アプリケーション上で「MS 明朝」または「MS ゴ

シック」を指定

・対策例 2）プリンタードライバーまたはアプリケーションの変更
ドライバー変更が可能な場合、同名のデバイスフォントを使
用しないプリンタードライバー（「HITACHI HT-4561-110 M
Driver」または「HITACHI HT-4561-135 M Driver」）で印刷を
行ってください。すべての文字が上位側からダウンロードさ
れる OpenType フォントで印刷されます。
また、アプリケーションに機能があれば、ドライバーを経由
しない印刷方法へ変更するなどで改善される場合がありま
す。

なお、表示用 OpenType フォントの PostScript ドライバーで
のソフトフォントダウンロード印刷については、使用するア
プリケーション等により、CPU 負荷率が非常に大きくなる
ことやスプールファイルのサイズや印刷速度等が問題になる
場合があります。事前に十分な調査と印刷テストを行なって
ください。
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（※ 1） HITACHI HT-4561-110 PSA/HITACHI HT-4561-135 PSA ドライバー、HITACHI HT-4561-110 PSB/HITACHI HT-
4561-135 PSB ドライバーのいずれか

（※ 2） 例字変更文字 … 例示字形とは、JIS 規格票の掲載文字を意味します。JIS X 0213 規格票の文字について、
2004 年に字形変更された 168 文字（JIS 第 1 水準・第 2 水準の 167 文字、JIS 第 3 水準
の 1 文字）を示します。
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３．４　縦書き用字形について

縦書き用の文字は、一般的な和文の縦書き用文字を実装していますが、その文字を使用す
るかどうかは OS やアプリケーションの対応可否に依存します。特に、欧文で使用される
文字・記号の縦書きや半角文字の縦書きが必要な場合は、期待したとおりの印刷結果が得
られるかどうかを事前にご確認ください。縦書き時に注意が必要な文字の例を、次に示し
ます。

（1）搭載文字の範囲
増設日本語フォント日立書体／増設日本語フォント JIS2004 のオプションは、和文で一
般的に使用される文字・記号の縦書き用字形を実装しています。

（2）一般的な注意事項
縦書き用字形の印刷・表示の可否は、使用する OS やアプリケーションに依存します。特
に、下記のケースは OS やアプリケーションが縦書きをサポートしていない場合があり
ますので、注意してください。
・サロゲートペア（※ 1）文字の縦書き
・結合文字の縦書き
・欧文で使用される文字・記号や半角文字など、CP932（※ 2）の範囲外の文字の縦書き
※ 1：サロゲートペア…「UTF-16」で採用された Unicode のコード方式の一つです。

2 つの 2 バイトコードを組み合わせて 1 文字を表します。
※ 2：CP932 は「コードページ 932」の略称です。本書では、Microsoft 標準文字セッ

トの意味で使用し、「JIS90 分の第 1 水準漢字・第 2 水準漢字・非漢字＋ Windows
拡張文字など」を示します。
（JIS X 0208 に IBM 拡張文字、NEC 特殊文字などを加えた、Microsoft 社製標準文
字セット）

（3）特記事項
CP932 については、PostScript フォント関連の従来製品でサポートしていた縦書き用字形
に、次ページの表の縦書き用字形を追加しました。
文字の印刷・表示は、次ページの表のとおりとなります。注意してください。
・PostScript フォントで新規にサポートした CMap の R2004-UTF6-V などを直接指定する
場合または、OpenType フォントを使用する場合、次ページの表の縦書き用字形になり
ます。

・PostScript フォントで従来互換の CMap の 90ms-RKSJ-V を直接指定する場合または、プ
リンタードライバーで「デバイスフォントと代替」を指定する場合、次ページの表の
90ms-RKSJ-V 使用時の字形になります。

（縦書き用の字形ではなく、横書き用の字形になります。）
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表 3-3　縦書き用字形の例

注：（1）「増設日本語フォント JIS2004 セット J（明朝体）」以外の製品フォントについても、上表と
同様の内容です。

（2）上表中の（ ）は、各文字の幅をわかりやすくするために記載しているもので、フォントの
パターンには含まれません。
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３．５　結合文字について

本書で説明するプリンター搭載用フォントには、JIS X 0213:2004 の附属書 4 に複数の
Unicode が記載されている下表の結合文字を実装しています。
結合文字の表示・印刷の可否は、使用する OS やアプリケーションに依存します。OS やア
プリケーションの対応可否を事前に確認願います。例えば、下表の結合文字について PC で
画面表示されても、アプリケーションが対応していない場合、下表の文字 1 と文字 2 が各々
印刷されることがあります。注意してください。

表 3-4　プリンター搭載用フォントに実装している結合文字

注：（1）「増設日本語フォント JIS2004 セット J」以外の製品フォントについても、上表と同様の内容
です。

（2）上表中の（ ）は、各文字の幅をわかり易くする為に記載しているもので、フォントのパター
ンには含まれません。

（3）結合文字とは、上表の文字 1 と文字 2 のパターンそのものを合成するものではありません。
Unicode で複数文字を結合して表される文字です。
例：複数の Unicode<U+02e5、U+02e9> で、結合文字「 」の表示・印刷を行います。
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３．６　コード変換について

プリンター搭載用フォントは、PostScript コマンドを直接生成するアプリケーションから使
用できます。フォント名称を指定するとともに、出力するコードをシフト JIS ではなく
Unicode に変更する必要があります。
また、Unicode と他システムとのコード変換を行う時に、対応コードが複数ある場合や、全
角・半角で対応コードが異なる場合など、特に注意が必要と思われる文字を表 3-5 および
3-6 に示します。表 3-5 および 3-6 の文字の表示・印刷の可否は、使用する OS やアプリ
ケーションおよびコード変換の内容に依存する場合があります。表示・印刷の可否を事前
に確認してください。なお、表 3-5 および 3-6 には明朝体を例に示しますが、ゴシック体
も同様の内容です。

表 3-5　JIS で規定されているコード対応と Windows のコード対応の相違などにより、同じ
字形または類似字形を複数実装している文字

例えば、上表の U+2016「 」（双柱）と U+2225「 」（平行）について、JIS X 0213:2004
の「双柱」（JIS 面区点 1-1-34）は U+2016 ですが、Windows の実装は U+2225 に割り当
てられています。既に U+2225 を「 」（双柱）として割り当てている Windows 環境で
各フォントを使用するときに、字形が「 」（平行）に変わるなどの影響があります。そ
の環境で従来どおりの「 」（双柱）を出力したい場合、「Unicode で U+2016 を指定す
る」などで対応してください。
※他の製品ではコードの割付がないものに対して、他の書体の類似字形を割り当ててい
る場合があります。この製品ではコードのない文字については印刷しません。
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表 3-6　従来システムとの互換を考慮し、全角・半角の両方を実装している文字

※他の製品ではコードの割付がないものに対して、他の書体の類似字形を割り当ててい
る場合があります。この製品ではコードのない文字については印刷しません。

３．７　その他の注意事項

（１）Windows ドライバー経由印刷時の注意事項

①Windows XP または Windows Server 2003 ／ 2003 R2 で、「MS ゴシック＆ MS 明朝
JIS2004 対応フォント」（MS 明朝・MS ゴシック Ver5.0）を使用している時に、プリ
ンターフォントに置き換わらずに、TrueType フォントで印刷される場合があります。

［フォント代替表］で該当する TrueType フォントを選択して［代替しない］または［ソ
フトフォントとしてダウンロード］を指定します。

②MS ゴシック＆ MS 明朝 JIS2004 対応フォントのような JIS2004 対応 TrueType フォン
トをプリンターフォントで代替するよう設定した場合に、正しく印刷されない場合が
あります。また、同じ文字でも縦書きと横書きで印刷結果が異なる場合があります。
この現象は、下記組み合わせで発生します。

Windows Vista の縦書きフォント
Windows Server 2008 ／ 2008 R2 の縦書きフォント
Windows 2000 の横書きフォント

このような場合には、［フォント代替表］で該当する TrueType フォントを選択して［代
替しない］または［ソフトフォントとしてダウンロード］を指定します。

③プリンターフォントと同名の OpenType フォントを同時に使用する場合、アプリケー
ションプログラムによっては正しく印刷されない場合があります。
JIS2004 対応または日立書体対応フォントをサポートしていないプリンタードライバー
をご使用ください。OpenType フォント側が認識されて、全ての文字が OpenType フォ
ントで印刷される場合があります。なお、上記現象の場合、本章 項番 3.3 表 3-2 の注 3
の制限事項と対策例もあわせて参照願います。

（２）本章 表 2-1 の項番 2、項番 3 のドライバー（HITACHI HT-4561-110 PSA/HITACHI HT-
4561-135 PSAまたはHITACHI HT-4561-110 PSB/HITACHI HT-4561-135 PSBドライバー）
について、次ページの例の様にプリンターにフォントを搭載せずに印刷指定を行なっ
た場合、エラーメッセージをリスト出力し印刷終了します。ご注意願います。
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例１：JIS2004 対応フォントをプリンターを搭載しないで JIS2004 対応フォントの印
刷指定を行なった場合

例２：日立書体対応フォントをプリンターに搭載しないで日立書体対応フォントの
印刷指定を行なった場合
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ユーセージチャージ部品について
プリンタを運用する上では、ユーセージチャージ部品（UC 部品）が必要です。
UC 部品については、下記二通りの方式があります。本機はユーセージチャージ方式を標準
としております。

① ユーセージチャージ方式（UC 方式） ---- 標準
印刷量に比例して消耗する部品を UC 部品として扱い、印刷量に応じてお客様より料金
を徴収することにより、UC 部品を賄う方式。
メインフレーム接続のセンタプリンタで適用されている方式です。運用費用を平準化す
ることができます。
② 有寿命有償交換部品方式（YB 方式）---- オプション
ユーセージチャージ方式（UC 方式）を採用されないお客様で、UC 部品を交換するたび
に部品代をお支払いいただく方式です。
当該オプションをご指定いただいた場合、UC 部品を有寿命有償部品として扱います。

交換に関しては、弊社担当営業または保守会社までご連絡ください。

寿命に達した部品を交換しないと、きちんと印刷できなくなるだけでなく、重送、紙づ
まりの原因となり故障が多くなることがあります。交換目安は操作パネルで確認した
メーターの値か、スタートページプリントまたはプリンター設定リストに印刷されてい
るプリント総ページ数を参考に弊社担当営業または保守会社にご連絡ください。
次の一覧表の数値はあくまで目安であり、故障しないことや無償修理をお約束するもの
ではありません。長時間連続使用など、ご使用状態によっては、早期に部品交換が必要
となる場合があります。

項番 部品名 寿命の目安 *1 

1 感光体ドラム・エアーポンプキット

（HT-4561-110/135 用）

約 2,500,000 ページ

2 現像剤・帯電キット

（HT-4561-110/135 用）

約 500,000 ページ

3 クリーニングユニット

（HT-4561-110/135 用）

約 550,000 ページ

4 廃トナーボトルキット

（HT-4561-110/135 用）

約 650,000 ページ

5 定着部キット

（HT-4561-135 用）

約 700,000 ページ

6 定着部キット

（HT-4561-110 用）

約 700,000 ページ

7 給紙コロキット

（HT-4561-110/135 用）

約 1,000,000 ページ

8 手差し給紙コロキット

（HT-4561-110/135 用）

約 1,000,000 ページ
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*1 1 ページとは A4 サイズ 5% 原稿を連続印刷した場合の目安です。両面印刷は 2 ページ分です。

9 LCT 給紙コロキット

（HT-4561-110/135 用）

約 1,000,000 ページ

10 ドラム分離爪・転写部キット

（HT-4561-110/135 用）

約 1,100,000 ページ

11 現像吸引ボトル

（HT-4561-110/135 用）

約 3,000,000 ページ

項番 部品名 寿命の目安 *1 
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寿命および保守について

装置寿命
本機の装置寿命は通常の使用状態で 5 年または 6,000 万枚（3,000 万枚でユニット / パーツ
交換あり）ページ *1 のいずれか早いほうです。
*1 平均 8 時間 / 日、20 日 / 月稼働で 5 年間です。両面印刷は 2 ページ分です（A4 横換算）。

保守部品の保有期間
本機の保守部品の保有期限は製造打ち切り後 5 年間です。

サービス期間について
本機のサービス期間は下記のとおりです。

製品納入以降にオプションを増設した場合、増設したオプションサービス期限は本体の
サービス期限となります。

特殊紙の使用割合が極端に多い場合は、寿命が短くなることがあります。
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形名の読み替え
本製品の形名は HT-4561-135/110 となりますが、提供している資料やソフトウェア上で異
なった形名で表示や説明している部分があります。下記に従い読み替えるようにお願い致
します。

Pro 1357 → HT-4561-135
Pro 1107 → HT-4561-110
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サポート対象外機能一覧
次の機能は、サポート対象外となっております。
印刷および動作等の保証はしておりません。
また、質問などにもお答え出来かねますのでよろしくご理解願います。
この機能をご利用になる場合には、お客様ご自身で十分に動作確認をしていただき、お客
様の責任においてご利用いただくようお願いいたします。

（弊社では、この機能に関してのテスト、評価等の確認は行っておりません。）
NEC PC98 環境での印刷
PostScript English 版ドライバーでの印刷
HT4561 用プリンタードライバー以外を使用しての印刷（PDF ダイレクトプリントは除
く）
Windows 9x、Windows Me、Windows NT、MAC OS、仮想 OS 環境
日本語以外の Windows OS
Web Image Monitor、Web Interface 以外の機器の監視
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最新ソフトウェアのダウンロード
最新版ソフトウェアは、インターネットのホームページで提供しております。
なお、通信費用はお客様の負担となりますのでご了承ください。
弊社のホームページのアドレス（URL）は以下のとおりです。
http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/printer/

最新のOSについて
最新の OS についての情報は、インターネットのホームページで提供しております。
なお、通信費用はお客様の負担となりますのでご了承ください。
弊社のホームページのアドレス（URL）は以下のとおりです。
http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/printer/
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お問い合わせ先
プリンターの操作方法などについてのお問い合わせ
HITAC カスタマ・アンサ・センターにお問い合わせください。

製品の技術的なお問い合わせについて回答いたします。

ただし、各言語によるユーザープログラム等の技術支援は除きます。

また、故障であると思われる内容につきましては、保守会社にご連絡ください。

■コールバック方式

受付担当者がお問い合わせ内容を承り、専門エンジニアが折り返し電話またはメールでお答えしま

す。

故障や保守サービスについてのお問い合わせ
トラブルが発生した場合は、＜トラブル解決編＞の「困ったときには」をご確認ください。

故障と判断される場合は保守会社にご連絡ください。

HITAC カスタマ • アンサ • センター（HCA センター）
フリーダイヤル　　　　0120-2580-12
受付時間　　　　　　　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
　　　　　　　　　　　（土・日・祝日・弊社指定休日を除く）
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商標
Adobe、Acrobat、Acrobat Reader、PostScript、Adobe Reader、Flash、Macromedia は、
Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）の米国ならびにその他の国におけ
る登録商標または商標です。
Intel、Pentium は、アメリカ合衆国およびその他の国におけるインテルコーポレーション
またはその子会社の商標または登録商標です。
PowerPC® は IBM Corporation の商標です。
AppleTalk は、米国および他の国々で登録された Apple Inc. の商標です。
Monotype は Monotype Imaging, Inc. の登録商標です。
PCL は、米国ヒューレット・パッカード社の登録商標です。
Microsoft®、Windows®、Windows Server®、Windows Vista® は、米国 Microsoft Corporation
の米国及びその他の国における登録商標または商標です。
* Windows 2000 の製品名は以下のとおりです。
Microsoft® Windows® 2000 Professional
Microsoft® Windows® 2000 Server
Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server
* Windows XP の製品名は以下のとおりです。
Microsoft® Windows® XP Professional
Microsoft® Windows® XP Home Edition
Microsoft® Windows® XP Media Center Edition
Microsoft® Windows® XP Tablet PC Edition
* Windows Vista の製品名は以下のとおりです。
Microsoft® Windows Vista® Ultimate
Microsoft® Windows Vista® Enterprise
Microsoft® Windows Vista® Business
Microsoft® Windows Vista® Home Premium
Microsoft® Windows Vista® Home Basic
* Windows Server 2003 の製品名は以下のとおりです。
Microsoft® Windows Server® 2003 Standard Edition
Microsoft® Windows Server® 2003 Enterprise Edition
* Windows Server 2003 R2 の製品名は以下のとおりです。
Microsoft® Windows Server® 2003 R2 Standard Edition
Microsoft® Windows Server® 2003 R2 Enterprise Edition
* Windows Server 2008 の製品名は以下のとおりです。
Microsoft® Windows Server® 2008 Standard
Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise
その他の製品名、名称は各社の商標または登録商標です。
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